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、川

上
か

ら川
下

ま
で

が
参

画
して

現
場

の
ニー

ズ
に

対
応

し、
早

期
普

及
を

視
野

に
⼊

れ
た

研
究

開
発

を
推

進
③

⾰
新

的
環

境
研

究
脱

炭
素

や
温

暖
化

に
適

応
す

る
技

術
の

実
⽤

化
等

の
環

境
に

配
慮

した
研

究
開

発
を

推
進

④
ア

グ
リバ

イ
オ

研
究

バ
イオ

技
術

等
の

先
端

技
術

を
活

⽤
した

イノ
ベ

ー
シ

ョン
創

出
に

向
け

た
研

究
開

発
を

推
進

２
．

環
境

整
備

研
究

開
発

と成
果

の
社

会
実

装
を

効
果

的
に

⾏
え

る
よ

う、
最

新
の

研
究

開
発

動
向

の
調

査
や

ア
ウ

トリ
ー

チ
活

動
の

展
開

等
の

環
境

整
備

を
⾏

い
ま

す
。

①
知

財
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト強
化

研
究

成
果

の
効

果
的

な
社

会
実

装
に

向
け

た
知

財
相

談
対

応
、専

⾨
家

派
遣

等
を

実
施

②
海

外
・異

分
野

動
向

調
査

海
外

・異
分

野
の

研
究

動
向

に
つ

い
て

市
場

性
や

グ
ロー

バ
ル

ベ
ンチ

マ
ー

ク等
を

含
む

調
査

を
実

施
③

み
どり

の
⾷

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
実

現
の

た
め

の
ア

ウ
トリ

ー
チ

活
動

の
展

開
先

端
技

術
の

社
会

実
装

に
向

け
て

、専
⾨

家
と国

⺠
・関

係
業

界
との

サ
イエ

ンス
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
等

を
実

施

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

農
林

⽔
産

業
・⾷

品
産

業
の

持
続

性
を

⾼
め

る
た

め
、品

種
開

発
の

加
速

化
、気

候
変

動
な

どの
新

た
な

課
題

、バ
イ

オ
技

術
を

活
⽤

した
イ

ノベ
ー

シ
ョン

創
出

、川
上

か
ら川

下
ま

で
が

参
画

した
現

場
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

した
研

究
開

発
を

国
主

導
で

推
進

しま
す

。ま
た

、研
究

成
果

の
社

会
実

装
に

向
け

、ア
ウ

トリ
ー

チ
活

動
の

展
開

な
ど研

究
開

発
環

境
の

整
備

を
実

施
しま

す
。

＜
事

業
⽬

標
＞

○
重

要
課

題
に

対
応

す
る

技
術

を
開

発
し、

農
林

漁
業

者
等

が
その

開
発

され
た

技
術

を
実

践
［

令
和

10
年

度
ま

で
］

○
技

術
戦

略
の

策
定

、ア
ウト

リー
チ

活
動

の
展

開
に

より
、農

林
⽔

産
業

・⾷
品

産
業

に
イノ

ベ
ー

シ
ョン

を
創

出
［

令
和

10
年

度
ま

で
］

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

企
画

課
（

03
-3

50
1-

46
09

）

【令
和

６
年

度
予

算
額

1,
80

4（
1,

99
0）

百
万

円
】

＜
事

業
の

流
れ

＞

国
⺠

間
団

体
等

（
公

設
試

・⼤
学

を含
む

）

委
託

み
どり

の
品

種
開

発
研

究

【期
待

さ
れ

る
効

果
】

・
最

適
な

交
配

組
み

合
わ

せ
を提

⽰
、交

配
作

業
・育

種
に

必
要

な
ほ

場
⾯

積
が

⼤
幅

減
な

ど育
種

計
画

の
効

率
化

等

【研
究

内
容

】
・

多
品

⽬
に

利
⽤

で
きる

作
物

横
断

的
な

育
種

情
報

利
⽤

技
術

の
開

発
・

最
適

な
交

配
親

の
予

測
や

効
率

的
な

選
抜

が
で

き
る

育
種

AI
等

の
育

種
技

術
の

⾼
度

化
等

⾰
新

的
環

境
研

究

現
場

ニ
ー

ズ
対

応
型

研
究

【期
待

さ
れ

る
効

果
】

・
⽊

材
の

国
際

移
動

に
関

す
る

シ
ス

テ
ム

ズ
アプ

ロー
チ

の
確

⽴
に

よ
る

国
家

間
の

安
全

な
⽊

材
輸

出
⼊

の
仕

組
み

づ
くり

に
貢

献
等

【研
究

内
容

】
・

⽊
材

輸
出

時
の

検
疫

措
置

に
お

け
る

臭
化

メチ
ル

使
⽤

を
代

替
す

る
熱

処
理

や
代

替
薬

剤
の

効
果

を
検

証
・

外
来

病
害

⾍
の

侵
⼊

経
路

を
分

析
し、

⽊
材

輸
⼊

時
に

国
内

に
持

ち
込

ませ
な

い
管

理
対

策
技

術
を

体
系

化
等

【期
待

さ
れ

る
効

果
】

・
EU

等
へ

ホ
タテ

ガ
イの

販
路

を維
持

・拡
⼤

す
る

こと
に

より
、

輸
出

拡
⼤

を
実

現
・

これ
に

よ
り、

20
30

年
ま

で
に

ホ
タテ

ガ
イの

輸
出

額
⽬

標
1,

15
0億

円
を

達
成

(2
02

1年
実

績
: 

63
9億

円
)

【研
究

内
容

】
・

⾙
毒

検
査

に
お

け
る

機
器

分
析

導
⼊

に
向

け
た

ST
X（

サ
キ

シ
トキ

シ
ン）

鏡
像

異
性

体
等

の
標

準
物

質
製

造
・利

⽤
技

術
の

開
発

・
ST

X鏡
像

異
性

体
等

を
⽤

い
た

正
確

な
濃

度
決

定
⼿

法
の

開
発

【研
究

内
容

】
・

飼
料

利
⽤

性
が

⾼
く、

か
つ

、
肥

育
期

間
を

短
縮

して
も

⾁
質

と⾁
量

を
確

保
で

きる
個

体
を

選
抜

す
る

た
め

の
指

標
の

開
発

【期
待

さ
れ

る
効

果
】

・
和

⽜
⽣

産
に

お
け

る
飼

料
費

の
１

割
削

減
を実

現
し、

国
産

飼
料

を
基

盤
とし

た
和

⽜
⾁

⽣
産

体
系

を構
築

（
写

真
提

供
︓

(独
)家

畜
改

良
セ

ンタ
ー

）

EU
規

則
改

正
（

20
21

.1
0）

に
よ

り機
器

分
析

法
へ

移
⾏

しな
い

と、
EU

等
へ

輸
出

が
困

難
に

な
る

可
能

性

み
どり

の
⾷

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
実

現
技

術
開

発
・実

証
事

業
の

うち
Ⅱ

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進

2



(３
)⽇

本
と⽊

材
輸

出
相

⼿
国

の
樹

⽊
を

外
来

病
害

⾍
か

ら護
る

複
合

リス
ク

緩
和

⼿
法

の
開

発

課
題

等


⽊

材
の

輸
出

⼊
時

の
防

疫
⼿

法
は

臭
化

メチ
ル

くん
蒸

処
理

が
主

流
で

あ
る

が
、環

境
に

配
慮

し薬
剤

使
⽤

の
低

減
を

可
能

とす
る

、シ
ス

テ
ム

ズ
ア

プ
ロー

チ
へ

の
移

⾏
が

必
要


外

来
病

害
⾍

の
国

内
へ

の
侵

⼊
が

確
認

され
て

お
り、

さ
らな

る
侵

⼊
を

防
ぐ管

理
対

策
の

強
化

が
必

要

(２
)ホ

タ
テ

ガ
イ

等
の

⿇
痺

性
⾙

毒
検

査
に

お
け

る
機

器
分

析
導

⼊
に

向
け

た
標

準
物

質
製

造
技

術
の

開
発

課
題

等


EU

へ
の

輸
出

に
は

、⾙
毒

検
査

の
機

器
分

析
法

へ
の

移
⾏

が
必

要


⾙
毒

プ
ラン

クト
ン

を
現

場
で

省
⼒

・迅
速

な
検

査
を

可
能

に
す

る
技

術
及

び
体

制
の

確
⽴

が
必

要

(１
)和

⽜
⾁

の
持

続
的

な
⽣

産
を

実
現

す
る

た
め

の
飼

料
利

⽤
性

の
改

良

課
題

等


我

が
国

の
畜

産
は

海
外

の
濃

厚
飼

料
に

⼤
き

く依
存

して
お

り、
今

後
、国

内
で

持
続

的
に

和
⽜

⾁
の

⽣
産

を
⾏

う
た

め
に

は
、国

産
飼

料
を

活
⽤

した
⽣

産
体

系
の

構
築

が
必

要


和
⽜

⽣
産

の
コス

トを
削

減
す

る
た

め
に

、飼
料

利
⽤

性
を

向
上

させ
る

育
種

技
術

の
開

発
が

必
要

飼
料

摂
取

量
の

計
測

【参
考

】
農

林
⽔

産
研

究
の

推
進

（
新

規
課

題
）

研
究

内
容


飼

料
利

⽤
性

が
⾼

く、
か

つ
、肥

育
期

間
を

短
縮

し
て

も
⾁

質
と⾁

量
を

確
保

で
き

る
個

体
を

選
抜

す
る

た
め

の
指

標
の

開
発

期
待

さ
れ

る
効

果


飼

料
費

の
１

割
削

減
を

実
現

し、
国

産
飼

料
を

基
盤

と
した

和
⽜

⾁
⽣

産
体

系
の

構
築

研
究

内
容


安

全
に

取
扱

い
で

き
る

ST
X鏡

像
異

性
体

等
の

標
準

物
質

製
造

、安
定

保
存

等
の

利
⽤

技
術

の
開

発


ST
X鏡

像
異

性
体

等
を

⽤
い

た
正

確
な

濃
度

決
定

⼿
法

の
開

発

期
待

さ
れ

る
効

果


EU

等
へ

の
販

路
を

維
持

・拡
⼤

す
る

こと
に

よ
り、

輸
出

拡
⼤

を
実

現
し、

20
30

年
ま

で
に

ホ
タテ

ガ
イの

輸
出

額
⽬

標
1,

15
0億

円
達

成
に

貢
献

研
究

内
容


国

内
病

害
⾍

モ
ニタ

リン
グ

⼿
法

の
開

発


⽊
材

の
植

栽
か

ら輸
送

ま
で

の
各

段
階

の
病

害
⾍

移
動

リス
ク評

価
⼿

法
の

開
発


輸

出
時

の
防

疫
措

置
に

お
け

る
臭

化
メチ

ル
使

⽤
を

代
替

す
る

熱
処

理
や

代
替

薬
剤

の
効

果
の

検
証


外

来
病

害
⾍

の
侵

⼊
経

路
の

分
析

に
基

づ
く管

理
対

策
技

術
の

体
系

化

期
待

さ
れ

る
効

果


シ
ス

テ
ム

ズ
ア

プ
ロー

チ
を

確
⽴

す
る

こと
で

、国
家

間
の

安
全

・安
⼼

な
⽊

材
輸

出
⼊

の
仕

組
み

づ
くり

に
貢

献


病
害

⾍
の

海
外

へ
の

ま
ん

延
防

⽌
と⽊

材
輸

出
に

お
け

る
環

境
へ

の
負

荷
低

減
に

貢
献


外

来
病

害
⾍

の
国

内
へ

の
侵

⼊
阻

⽌
に

貢
献

⿊
⽑

和
種

種
雄

⽜
（

写
真

提
供

︓
(独

)家
畜

改
良

セ
ンタ

ー
）

LC
-M

S/
M

S

マ
ウス

毒
性

試
験

機
器

分
析

法

EU
規

則
改

正
（

20
21

.1
0）

に
よ

り機
器

分
析

法
へ

移
⾏

しな
い

と、
EU

等
へ

輸
出

が
困

難
に

な
る

可
能

性

3




「み

どり
の

⾷
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

」の
実

現
に

向
け

て
、減

化
学

農
薬

・減
化

学
肥

料
を

図
りつ

つ
⾼

い
⽣

産
性

を
有

す
る

優
れ

た
新

品
種

を育
成

す
る

こと
が

不
可

⽋
。


病

⾍
害

抵
抗

性
、肥

料
利

⽤
効

率
の

向
上

、環
境

負
荷

低
減

等
に

資
す

る
先

導
的

な
特

性
をも

つ
「み

どり
の

品
種

」を
迅

速
に

育
成

す
る

た
め

、ス
マ

ー
ト育

種
技

術
を

低
コス

ト化
・⾼

精
度

化
し、

産
学

官
の

育
種

現
場

で
簡

便
に

利
⽤

で
き

る
育

種
効

率
化

基
盤

を
構

築
。

必
要

な
研

究
内

容
社

会
実

装
の

進
め

⽅
と期

待
さ

れ
る

効
果

（
「み

どり
の

⾷
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

」K
PI

達
成

へ
の

貢
献

）

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進

産
学

官
の

育
種

事
業

者
等

が
利

⽤
で

き
る

育
種

⽀
援

ツ
ー

ル
を

開
発

ス
マ

ー
ト

育
種

技
術

を
低

コス
ト

化
・⾼

精
度

化
し

、
多

品
⽬

に
利

⽤
で

き
る

育
種

効
率

化
基

盤
を

開
発

み
どり

の
⾷

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
の

実
現

は
画

期
的

な
新

品
種

の
育

成
が

不
可

⽋

・新
品

種
の

育
成

に
は

多
⼤

な
時

間
とコ

ス
ト

・画
期

的
な

新
品

種
の

早
期

育
成

に
は

、ビ
ッグ

デ
ー

タ等
を

活
⽤

して
育

種
を

⼤
幅

に
効

率
化

す
る

ス
マ

ー
ト育

種
基

盤
が

必
要

・し
か

しな
が

ら、
現

状
で

は
品

⽬
や

特
性

に
よ

っ
て

デ
ー

タ蓄
積

・利
⽤

技
術

が
不

⼗
分

、労
⼒

・
解

析
の

コス
トが

⾼
い

とい
う課

題

新
品

種
へ

の
ニ

ー
ズ

と育
成

ま
で

の
時

間
差

育
種

効
率

化
基

盤
の

構
築

研
究

期
間

︓
令

和
５

年
度

〜
令

和
９

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
18

0（
20

0）
百

万
円

１
．

み
どり

の
品

種
開

発
研

究

み
どり

の
品

種
開

発
加

速
化

プ
ロ

ジ
ェク

ト【
継

続
】

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
 ）

◆
画

期
的

な
形

質
を

持
つ

遺
伝

資
源

等
を

迅
速

に
育

種
素

材
化

す
る

技
術

の
開

発

◆
作

物
形

質
の

評
価

を効
率

化
す

る
⾼

速
フェ

ノタ
イ

ピン
グ

技
術

の
開

発

◆
多

品
⽬

に利
⽤

で
きる

作
物

横
断

的
な

育
種

情
報

利
⽤

技
術

の
開

発
◆

最
適

な
交

配
親

の
予

測
や

効
率

的
な

選
抜

が
で

きる
育

種
AI

等
の

育
種

技
術

の
⾼

度
化

温
室

効
果

ガ
ス

の
低

減
化

学
農

薬
の

使
⽤

量
削

減
化

学
肥

料
の

使
⽤

量
削

減
気

候
変

動
へ

の
対

応
等

に
貢

献

新
品

種
育

成
に

よ
り、

⽬
標

達
成

に
向

け
た

現
状

と課
題

産
学

官
の

品
種

育
成

が
⼤

幅
に

活
性

化
育

種
計

画
の

効
率

化
ビ

ッグ
デ

ー
タ・

系
譜

情
報

を
⽤

い
て

最
適

な
交

配
親

組
合

せ
を

予
測

。画
期

的
な

特
性

を
も

つ
育

種
素

材
を

提
案

。

選
抜

の
効

率
化

育
種

AI
等

に
よ

る
表

現
型

予
測

で
⽬

的
の

形
質

を
持

つ
優

良
系

統
を

迅
速

に
選

抜
。形

質
評

価
の

⾼
速

フェ
ノタ

イ
ピ

ン
グ

に
よ

る
効

率
化

。

新
規

参
⼊

者
の

拡
⼤

産
学

官
の

誰
も

が
簡

便
に

利
⽤

で
き

る
育

種
⽀

援
ツー

ル
を

提
供

。

（
成

果
例

）
︓

最
適

な
交

配
組

合
わ

せ
を提

⽰
、

交
配

作
業

・育
種

に必
要

な
圃

場
⾯

積
が

⼤
幅

減

（
成

果
例

）
︓

圃
場

等
に

お
け

る
形

質
評

価
の

コス
ト、

育
種

期
間

を
半

減

１ 2 ３

育
種

効
率

化
基

盤
は

、育
種

⽀
援

ツー
ル

等
を

通
じ

て
サ

ー
ビ

ス
を

⺠
間

等
に

提
供

す
る

こと
に

よ
り、

⾃
⽴

的
に

運
営

（
１

）
み

どり
の

品
種

開
発

加
速

化
プ

ロ
ジ

ェク
ト

4



＜
事

業
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
事

業
の

内
容

＞
み

どり
の

⾷
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

等
の

実
現

に
向

け
、川

上
か

ら川
下

ま
で

が
参

画
して

農
林

漁
業

者
等

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

て
、普

及
ま

で
を

視
野

に
⼊

れ
た

研
究

開
発

を
推

進
しま

す
。

1.
和

⽜
⾁

の
持

続
的

な
⽣

産
を

実
現

す
る

た
め

の
飼

料
利

⽤
性

の
改

良
（

新
規

）
・

我
が

国
の

畜
産

は
海

外
の

濃
厚

飼
料

に
⼤

き
く依

存
して

お
り、

今
後

、国
内

で
持

続
的

に
和

⽜
⾁

の
⽣

産
を

⾏
うた

め
に

は
、国

産
飼

料
を

活
⽤

した
⽣

産
体

系
を

構
築

が
必

要
・

飼
料

利
⽤

性
が

⾼
く⾁

質
と⾁

量
を

確
保

で
き

る
個

体
を

選
抜

す
る

た
め

の
指

標
の

開
発

2．
ホ

タ
テ

ガ
イ

等
の

⿇
痺

性
⾙

毒
検

査
に

お
け

る
機

器
分

析
導

⼊
に

向
け

た
標

準
物

質
製

造
技

術
の

開
発

（
新

規
）

・
EU

へ
の

輸
出

に
は

、⾙
毒

検
査

の
機

器
分

析
法

へ
の

移
⾏

が
必

要
・

安
全

に
取

扱
い

で
き

る
サ

キ
シ

トキ
シ

ン（
ST

X）
鏡

像
異

性
体

等
の

標
準

物
質

製
造

、
安

定
保

存
等

の
利

⽤
技

術
の

開
発

この
ほ

か
、継

続
して

19
課

題
を

実
施

。

２
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究
【継

続
】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

川
上

か
ら川

下
ま

で
が

参
画

して
農

林
漁

業
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、⾷

料
・農

林
⽔

産
業

の
⽣

産
⼒

向
上

と持
続

性
の

両
⽴

の
実

現
に

向
け

て
、現

場
で

は
解

決
が

困
難

な
技

術
的

問
題

を
解

決
し、

現
場

へ
の

早
期

普
及

を
視

野
に

⼊
れ

た
研

究
開

発
を推

進
す

る
。

＜
政

策
⽬

標
＞

川
上

か
ら川

下
ま

で
が

参
画

して
農

林
漁

業
者

等
の

現
場

の
ニー

ズ
を

踏
まえ

、現
場

へ
の

普
及

ま
で

視
野

に
⼊

れ
た

技
術

の
開

発
[令

和
８

年
度

ま
で

]

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

企
画

課
（

03
-3

50
1-

46
09

）

【令
和

６
年

度
予

算
額

63
8（

66
4）

百
万

円
】

国
⺠

間
団

体
等

※
委

託
＜

事
業

の
流

れ
＞

※
公

設
試

・
大

学
を
含

む
。

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進

２
.ホ

タ
テ

ガ
イ

等
の

⿇
痺

性
⾙

毒
検

査
に

お
け

る
機

器
分

析
導

⼊
に

向
け

た
標

準
物

質
製

造
技

術
の

開
発

現
場

ニ
ー

ズ
対

応
型

研
究

１
.和

⽜
⾁

の
持

続
的

な
⽣

産
を

実
現

す
る

た
め

の
飼

料
利

⽤
性

の
改

良

飼
料

摂
取

量
の

計
測

⿊
⽑

和
種

種
雄

⽜
（

写
真

提
供

︓
(独

)家
畜

改
良

セ
ンタ

ー
）

【期
待

され
る

効
果

】
・

飼
料

費
の

１
割

削
減

を
実

現
し、

国
産

飼
料

を
基

盤
と

した
和

⽜
⾁

⽣
産

体
系

の
構

築

LC
-M

S/
M

S

マ
ウス

毒
性

試
験

EU
規

則
改

正
（

20
21

.1
0）

に
よ

り機
器

分
析

法
へ

移
⾏

しな
い

と、
EU

等
へ

輸
出

が
困

難
に

な
る

可
能

性

機
器

分
析

法

【期
待

され
る

効
果

】
・

EU
等

へ
の

販
路

を
維

持
・

拡
⼤

す
る

こと
に

よ
り、

輸
出

拡
⼤

を
実

現
し

、
20

30
年

ま
で

に
ホ

タテ
ガ

イ
の

輸
出

額
⽬

標
1,

15
0億

円
の

達
成

に
貢

献

5



研
究

期
間

︓
令

和
５

年
度

〜
令

和
７

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
81

（
90

）
百

万
円

⼦
実

⽤
とう

も
ろ

こし
を

導
⼊

した
⾼

収
益

・低
投

⼊
型

⼤
規

模
ブ

ロ
ック

ロ
ー

テ
ー

シ
ョン

体
系

の
構

築
プ

ロ
ジ

ェク
ト【

継
続

】

・
⽔

⽥
で

の
輪

作
に

、労
働

⽣
産

性
が

⾼
く有

機
質

資
材

の
投

⼊
が

可
能

な
⼦

実
⽤

とう
も

ろ
こし

を
導

⼊
す

る
こと

は
、農

家
の

収
益

性
向

上
や

地
⼒

維
持

の
観

点
か

ら重
要

。し
か

し後
作

へ
の

影
響

も
含

め
た

適
切

な
施

肥
管

理
に

関
す

る
知

⾒
が

不
⾜

。
・

ま
た

、地
域

全
体

で
取

組
む

⼤
規

模
ブ

ロッ
クロ

ー
テ

ー
シ

ョン
に

お
い

て
、機

械
の

効
率

的
利

⽤
等

を
⽬

指
した

最
適

な
作

⽬
・作

期
・⽣

産
技

術
を

体
系

化
す

る
必

要
。

・
⽣

産
技

術
の

マ
ニ

ュア
ル

を
作

成
し、

都
道

府
県

単
位

の
⾏

政
施

策
等

と
連

携
す

る
こ

と
で

、
20

30
年

ま
で

に
⼦

実
⽤

とう
も

ろ
こし

を
導

⼊
し

た
ブ

ロッ
クロ

ー
テ

ー
シ

ョン
体

系
を

30
00

ha
以

上
へ

普
及

す
る

。

⽬
標

達
成

に
向

け
た

現
状

と課
題

必
要

な
研

究
内

容
社

会
実

装
の

進
め

⽅
と期

待
さ

れ
る

効
果

（
「み

どり
の

⾷
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

」K
PI

達
成

へ
の

貢
献

）

⾃
給

率
向

上
と低

投
⼊

・
持

続
性

の
両

⽴

ス
マ

ー
ト技

術
に

よ
る

省
⼒

作
業

（
左

）
ス

ナ
ッパ

ヘ
ッド

を
装

着
した

コン
バ

イン
（

右
）

堆
肥

等
を

活
⽤

した
栽

培
管

理

・
有

機
質

資
材

や
⼦

実
⽤

とう
も

ろ
こし

残
さ

の
活

⽤
等
に
よ
り化

学
肥

料
の

使
⽤

量
を

低
減

した
低

投
⼊

型
の

⽣
産

の
実

現
。

・
⼤

規
模

経
営

体
・地

域
に

お
け

る
地

⼒
維

持
と

収
益

性
向

上
を

両
⽴

した
輪

作
に

よ
り、

競
争

⼒
の

あ
る

経
営

に
寄

与
。

化
学

肥
料

の
使

⽤
量

を
30

％
低

減
ブ

ロッ
クロ

ー
テ

ー
シ

ョン
に

よ
る

⽣
産

性
向

上
に

より
収

益
5％

以
上

増


⽔

稲
・⼤

⾖
の

輪
作

体
系

で
は

、輪
作

年
数

の
経

過
と共

に
収

量
や

地
⼒

の
低

下
が

⽣
じて

お
り、

有
機

物
資

材
の

投
⼊

等
に

よ
る

⼟
づ

くり
が

課
題

とな
って

い
る

。こ
の

た
め

、堆
肥

の
投

⼊
量

が
多

く、
茎

葉
等

の
残

さも
有

機
物

とし
て

活
⽤

可
能

な
⼦

実
⽤

とう
も

ろ
こし

を
⽔

⽥
輪

作
に

組
み

込
み

、輪
作

全
体

で
の

施
肥

管
理

技
術

に
よ

り化
学

肥
料

使
⽤

量
の

低
減

を図
る

こと
で

、⽣
産

性
向

上
と地

⼒
維

持
を

両
⽴

で
きる

体
系

を構
築

す
る

必
要

が
あ

る
。


さら

に
、⼦

実
⽤

とう
も

ろ
こし

を
組

み
込

む
こと

で
⽣

じう
る

作
業

競
合

や
、効

率
的

な
機

械
利

⽤
等

を
考

慮
した

新
た

な
作

業
体

系
を

構
築

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
、地

域
作

物
等

も
含

め
た

経
営

単
位

全
体

の
収

益
性

を
向

上
させ

る
輪

作
体

系
を

検
討

し、
持

続
的

な
低

投
⼊

型
⼤

規
模

ブ
ロ

ック
ロ

ー
テ

ー
シ

ョン
体

系
を

確
⽴

す
る

こと
で

、み
どり

の
⾷

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
で

⽬
指

す
「⾼

い
⽣

産
性

と両
⽴

す
る

持
続

的
⽣

産
体

系
へ

の
転

換
」に

貢
献

す
る

。

⽣
産

性
向

上
の

た
め

の
技

術

⽣
育

や
⼟

壌
の

診
断

技
術

20
30

年
化

学
肥

料
使

⽤
量

20
％

低
減

達
成

に
貢

献
［

お
問

い
合

わ
せ

先
］

農
林

⽔
産

技
術

会
議

事
務

局
研

究
統

括
官

（
⽣

産
技

術
）

室
（

03
-3

50
2-

25
49

 ）

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究
（

１
）

⼦
実

⽤
とう

も
ろ

こし
を

導
⼊

した
⾼

収
益

・低
投

⼊
型

⼤
規

模
ブ

ロ
ック

ロ
ー

テ
ー

シ
ョン

体
系

の
構

築
プ

ロ
ジ

ェク
ト

20
25

年
ま

で
の

ユ
ー

ス
ケ

ー
ス

⽬
標

・
堆

肥
等

で
⼟

壌
に

有
機

物
を

補
給

す
る

とと
も

に
、施

肥
管

理
技

術
等

に
よ

り化
学

肥
料

使
⽤

量
を

低
減

す
る

⽣
産

技
術

の
開

発
。

・
作

業
競

合
や

地
⼒

維
持

、次
期

作
へ

の
影

響
等

を
考

慮
した

⼤
規

模
ブ

ロ
ック

ロー
テ

ー
シ

ョン
体

系
の

構
築

。
・

収
益

性
を

最
⼤

化
しう

る
営

農
計

画
案

（
最

適
な

品
種

・作
業

組
合

せ
、ス

マ
ー

ト農
機

の
活

⽤
等

）
を

提
⽰

す
る

シ
ス

テ
ム

の
開

発
。

・
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
⻨

類
や

地
域

作
物

を
組

み
込

ん
だ

輪
作

や
、畑

作
物

の
み

を
組

み
合

わ
せ

た
輪

作
体

系
の

構
築

。
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①
園

芸
作

物
に

お
け

る
有

機
栽

培
に

対
応

した
病

害
⾍

対
策

技
術

の
構

築
【継

続
】

研
究

期
間

︓
令

和
５

年
度

〜
令

和
７

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
54

（
60

）
百

万
円


園

芸
作

物
の

有
機

栽
培

で
は

、野
菜

類
で

取
組

が
着

実
に

増
加

す
る

⼀
⽅

で
、効

果
的

な
病

害
⾍

対
策

技
術

が
不

⾜
して

お
り、

病
害

⾍
対

策
に

よる
収

量
減

の
回

避
と収

益
性

の
安

定
が

、有
機

農
業

の
取

組
を

さら
に

拡
⼤

して
い

く上
で

課
題

とな
って

い
る

。


この
た

め
、⼟

壌
診

断
・有

機
質

資
材

を
施

⽤
した

⼟
づ

くり
等

に
よ

る
病

害
抑

制
対

策
の

安
定

化
や

、安
価

な
国

産
天

敵
製

剤
、バ

イ
オ

ス
テ

ィミ
ュラ

ン
ト資

材
等

、品
⽬

共
通

で
適

⽤
で

きる
低

コス
トか

つ
効

果
的

な
病

害
⾍

対
策

技
術

の
開

発
を

推
進

す
る

。

⽬
標

達
成

に
向

け
た

現
状

と課
題

必
要

な
研

究
内

容

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

統
括

官
（

⽣
産

技
術

）
室

（
03

-3
50

2-
25

49
）

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究

・
有

機
栽

培
に

取
り組

み
た

い
が

、化
学

農
薬

を
使

わ
な

い
と、

病
害

⾍
の

発
⽣

が
⼼

配
。

・
露

地
野

菜
な

どに
も

有
機

栽
培

に
対

応
した

病
害

⾍
対

策
が

あ
る

と良
い

の
だ

が
。

【国
産

天
敵

製
剤

の
開

発
】

【診
断

に
基

づ
く病

害
抑

制
対

策
の

検
証

】

土
壌

診
断

対
策

技
術

の
検

証

ハ
ダ

ニ

カ
ブ

リダ
ニ

ハ
ダ

ニ
を

捕
⾷

す
る

カ
ブ

リダ
ニ

カ
ブ
リ
ダ
ニ
製
剤
の
活
用
（
果
樹
の
例
）

【バ
イオ

ス
テ

ィミ
ュラ

ント
資

材
等

の
開

発
】出

典
：
(国

研
)農

研
機
構

発
病

株
率

減
少

＜
課

題
＞

・
⼟

壌
病

害
は

防
除

が
困

難
で

あ
り、

診
断

に
基

づ
く

予
防

で
の

対
応

が
重

要
。

・
品

質
・収

量
の

安
定

や
向

上
の

た
め

に
は

、効
果

的
に

病
害

を
抑

制
で

き
る

圃
場

管
理

技
術

が
重

要
。

・
露

地
で

も
使

え
る

天
敵

製
剤

が
開

発
され

、果
樹

等
で

の
利

⽤
が

進
み

つ
つ

あ
る

が
、コ

ス
ト⾯

に
課

題
。

・
特

定
の

病
害

に
効

果
的

な
微

⽣
物

資
材

等
は

あ
る

が
、未

対
応

の
病

害
⾍

に
対

して
効

果
を

発
揮

す
る

資
材

の
開

発
が

課
題

。

（
２

）
有

機
農

業
の

⽣
産

体
系

の
構

築
に

向
け

た
プ

ロ
ジ

ェク
ト

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と期
待

さ
れ

る
効

果
（

「み
どり

の
⾷

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
」

KP
I達

成
へ

の
貢

献
）

・
研

究
成

果
を

も
とに

マ
ニュ

ア
ル

等
を

作
成

し
て

、農
家

に
普

及
。

・
有

機
栽

培
に

対
応

した
病

害
⾍

対
策

によ
り、

有
機

農
業

経
営

の
収

益
性

の
安

定
を図

る。

・
20

25
年

ま
で

に
品

⽬
共

通
で

利
⽤

で
き

る
効

果
的

な
病

害
⾍

対
策

技
術

を
複

数
開

発
す

る
こと

に
よ

り、
・

20
30

年
有

機
農

業
の

取
組

⾯
積

⽬
標

（
6.

3万
ha

）
に

貢
献

。

露
地

野
菜

（
特

に
カン

シ
ョを

含
む

根
菜

類
）

や
果

樹
等

の
園

芸
作

物
を

対
象

とし
て

、
・

⼟
壌

診
断

・有
機

質
資

材
の

活
⽤

に
よ

る
⼟

づ
くり

等
効

果
的

に
病

害
を

抑
制

す
る

圃
場

管
理

技
術

の
検

証
・

安
価

な
国

産
天

敵
製

剤
の

開
発

・
バ

イオ
ス

テ
ィミ

ュラ
ント

資
材

、植
物

ウイ
ル

ス
ワ

クチ
ンの

開
発

に
よ

り、
有

機
栽

培
に

対
応

した
効

果
的

な
病

害
⾍

対
策

技
術

を
構

築
。

＜
イ

メ
ー

ジ
＞
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
有

機
農

業
⾯

積
拡

⼤
の

⽔
⽥

で
の

課
題

は
除

草
。除

草
剤

を
使

⽤
しな

い
場

合
、雑

草
処

理
を

機
械

除
草

や
⽥

植
機

の
改

造
に

頼
らざ

る
を

得
な

くな
り、

ハ
ー

ドル
が

⾼
い

。

②
有

機
農

業
推

進
の

た
め

の
深

⽔
管

理
に

よ
る

省
⼒

的
な

雑
草

抑
制

技
術

の
開

発
【継

続
】

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

・
雑

草
抑

制
の

た
め

の
⽔

管
理

技
術

。
・

畦
畔

等
の

省
⼒

的
な

除
草

技
術

。
・

これ
らの

技
術

や
除

草
機

等
の

活
⽤

に
必

要
な

ほ
場

整
備

⼿
法

の
開

発
。

・
開

発
した

技
術

を
都

道
府

県
、市

町
村

等
の

⾏
政

機
関

と連
携

して
農

家
に

普
及

。
・

深
⽔

管
理

や
省

⼒
的

な
除

草
作

業
に

必
要

な
ほ

場
整

備
を

推
進

。

⽣
産

現
場

の
課

題
⽣

産
現

場
の

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

内
容

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と
期

待
さ

れ
る

効
果

・
省

⼒
的

な
雑

草
抑

制
技

術
等

に
より

、
⽔

稲
の

有
機

栽
培

の
除

草
に

係
る

労
働

時
間

を
５

割
削

減
。

（
２

）
有

機
農

業
の

⽣
産

体
系

の
構

築
に

向
け

た
プ

ロ
ジ

ェク
ト

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
６

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
57

（
63

）
百

万
円


「み

どり
の

⾷
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

」で
は

、2
05

0年
ま

で
に

化
学

農
薬

使
⽤

量
の

50
％

低
減

及
び

耕
地

⾯
積

に
占

め
る

有
機

農
業

の
取

組
⾯

積
の

割
合

を
25

％
（

10
0万

ha
）

に
拡

⼤
す

る
こと

を
⽬

指
す

とし
て

お
り、

具
体

的
な

取
組

とし
て

、⽔
⽥

の
⽔

管
理

に
よ

る
雑

草
の

抑
制

が
あ

げ
られ

て
い

る
。


⽔

⽥
の

雑
草

対
策

に
つ

い
て

は
、除

草
機

の
活

⽤
に

併
せ

て
深

⽔
管

理
な

ど耕
種

的
な

防
除

法
を組

み
合

わ
せ

る
こと

が
重

要
とさ

れ
て

い
る

とこ
ろ

、雑
草

抑
制

の
た

め
の

⽔
管

理
技

術
、畦

畔
等

の
省

⼒
的

な
除

草
技

術
、こ

れ
らの

技
術

や
除

草
機

等
の

活
⽤

に
必

要
な

ほ
場

整
備

⼿
法

を
開

発
し、

化
学

農
薬

使
⽤

量
の

削
減

、有
機

農
業

の
拡

⼤
を⽬

指
す

。

除
草

機
に

よ
る

除
草

作
業

深
⽔

管
理

の
イメ

ー
ジ

⽔
⽥

の
雑

草
イメ

ー
ジ

・
⽔

⽥
で

有
機

農
業

⾯
積

を
拡

⼤
した

い
が

、除
草

剤
を削

減
す

る
と、

雑
草

処
理

が
⼤

変
。

・
今

の
狭

くて
低

い
畦

畔
で

は
深

⽔
管

理
が

で
き

ず
、除

草
な

どの
維

持
管

理
も

⼤
変

。

狭
くて

低
い

畦
畔

⽔
深

は
数

cm
程

度
通

常
の

⽔
管

理
⽔

⾯
か

ら雑
草

が
容

易
に

顔
を

出
し、

繁
茂

しや
す

い

深
⽔

管
理

⽔
深

は
10

cm
以

上
藻

の
繁

殖
に

よ
り、

⽔
中

の
⽇

光
を

遮
断

。雑
草

成
⻑

抑
制

酸
素

が
届

き
に

くく
な

る
こと

に
よ

り、
雑

草
の

種
⼦

や
根

の
定

着
を

阻
害

漏
⽔

が
な

い
⾼

い
畦

畔
が

必
要

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

統
括

官
（

⽣
産

技
術

）
室

（
03

-3
50

2-
25

49
 ）
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研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
６

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
25

（
39

）
百

万
円

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究


SD

Gs
や

環
境

を
重

視
す

る
国

内
外

の
動

き
が

加
速

す
る

中
、

「み
どり

の
⾷

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
」に

お
い

て
、令

和
32

年
ま

で
に

有
機

農
業

の
取

組
⾯

積
を

10
0万

ha
に

拡
⼤

す
る

⽬
標

を
掲

げ
た

とこ
ろ

。


⽔
⽥

で
は

稲
・⻨

・⼤
⾖

の
輪

作
体

系
で

作
付

け
され

る
こと

が
多

く、
有

機
栽

培
を

⾏
うに

当
た

って
は

、特
に

⼩
⻨

の
⾚

か
び

病
の

発
⽣

が
ネ

ック
とな

って
い

る
。我

が
国

で
は

⻨
の

⽣
育

後
期

に
降

⾬
が

多
い

こと
か

ら⾚
か

び
病

が
蔓

延
しや

す
く、

⼀
度

化
学

農
薬

を
使

⽤
す

る
と、

その
後

３
年

間
は

有
機

農
産

物
認

定
が

得
られ

な
い

。


将
来

の
有

機
栽

培
の

実
現

に
向

け
た

検
討

を
進

め
る

⼀
⽅

で
、近

年
、⾚

か
び

病
へ

の
抵

抗
性

の
優

れ
た

品
種

が
⾒

出
され

て
い

る
こと

か
ら、

当
⾯

は
当

該
品

種
を

活
⽤

しつ
つ

、令
和

６
年

度
ま

で
に

減
化

学
肥

料
・減

化
学

農
薬

栽
培

技
術

を
確

⽴
す

る
。

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

・
有

機
資

材
等

を
活

⽤
した

最
適

な
栽

培
管

理
を

⾏
うこ

とで
、実

需
者

が
求

め
る

安
定

した
収

量
と品

質
を

実
現

し、
⽣

産
者

の
収

益
性

が
向

上
。

・
減

化
学

肥
料

・減
化

学
農

薬
栽

培
⼿

法
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
化

し、
各

地
域

に
お

け
る

最
適

な
⼩

⻨
の

減
化

学
肥

料
・減

化
学

農
薬

栽
培

を
全

国
に

普
及

。

⽣
産

現
場

の
課

題
⽣

産
現

場
の

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

内
容

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と
期

待
さ

れ
る

効
果

・
環

境
へ

の
負

荷
を

低
減

しつ
つ

、品
質

や
収

量
の

安
定

した
収

益
性

の
⾼

い
持

続
的

な
⼩

⻨
⽣

産
体

制
を

実
現

。
・

⼩
⻨

⽣
産

に
お

け
る

化
学

肥
料

及
び

化
学

農
薬

の
使

⽤
量

を
１

割
以

上
削

減
。

（
２

）
有

機
農

業
の

⽣
産

体
系

の
構

築
に

向
け

た
プ

ロ
ジ

ェク
ト

種
⼦

消
毒

元
肥

施
⽤

除
草

剤
散

布

穂
肥

除
草

剤
散

布
開

花
期

追
肥

⾚
か

び
病

防
除

・
主

要
な

⼩
⻨

⽣
産

地
域

に
お

い
て

、堆
肥

等
の

有
機

資
材

の
活

⽤
や

輪
作

体
系

の
導

⼊
等

に
よ

り、
各

⽣
育

ス
テ

ー
ジ

で
化

学
肥

料
・農

薬
の

使
⽤

量
や

使
⽤

頻
度

を
調

整
す

る
こと

で
、

①
実

需
者

が
求

め
る

安
定

した
収

量
と品

質
、

②
最

⼤
の

コス
トパ

フォ
ー

マ
ン

ス
が

得
られ

る
減

化
学

肥
料

・減
化

学
農

薬
栽

培
技

術
を

開
発

。
・

減
農

薬
栽

培
を

⾏
う上

で
特

に
課

題
とな

る
⾚

か
び

病
の

抵
抗

性
品

種
を

活
⽤

す
る

こと
で

、ど
の

程
度

農
薬

の
使

⽤
量

を
低

減
し、

⽣
産

コス
トを

削
減

す
る

こと
が

で
き

る
か

を
明

確
化

。

⾚
か

び
病

が
発

⽣
す

る
と、

品
質

や
収

量
が

低
下

す
る

だ
け

で
な

く、
流

通
不

能
とな

る
可

能
性

も
。

分
げ

つ
肥

除
草

剤
散

布
持

続
的

な
⼩

⻨
⽣

産
の

実
現

○
環

境
保

全
、コ

ス
トパ

フォ
ー

マ
ンス

の
観

点
か

ら、
施

肥
・薬

剤
散

布
の

在
り⽅

を
再

検
討

⼩
⻨

栽
培

に
お

け
る

主
な

作
業

・
農

薬
を

減
らし

た
い

が
、⾚

か
び

病
を

は
じめ

とし
た

病
害

が
発

⽣
しや

す
く、

防
除

が
か

か
せ

な
い

。
・

品
質

・収
量

を
安

定
させ

て
収

益
を

上
げ

た
い

。
・

体
系

化
され

た
栽

培
マ

ニ
ュア

ル
が

な
い

の
で

、減
化

学
肥

料
・減

化
学

農
薬

栽
培

に
取

り組
み

に
くい

。

③
輪

作
体

系
に

お
け

る
持

続
的

な
⼩

⻨
⽣

産
の

実
現

に
向

け
た

減
化

学
肥

料
・減

化
学

農
薬

栽
培

技
術

の
確

⽴
【継

続
】

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

産
局

穀
物

課
（

03
-3

50
2-

59
65

）
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
有

機
農

業
⾯

積
拡

⼤
の

⽔
⽥

で
の

課
題

は
除

草
。除

草
剤

を
使

⽤
しな

い
場

合
、雑

草
処

理
を

機
械

除
草

や
⽥

植
機

の
改

造
に

頼
らざ

る
を

得
な

くな
り、

ハ
ー

ドル
が

⾼
い

。

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
６

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
28

（
32

）
百

万
円

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究
（

３
）

⽣
産

性
と両

⽴
す

る
持

続
的

な
畜

産
プ

ロ
ジ

ェク
ト

①
⼦

実
⽤

とう
も

ろ
こし

（
国

産
濃

厚
飼

料
）

の
安

定
多

収
⽣

産
技

術
の

開
発

【継
続

】


⽔
⽥

を
⽣

産
基

盤
とし

た
⼦

実
⽤

とう
も

ろ
こし

⽣
産

に
よる

地
産

地
消

の
進

展
は

、飼
料

⾃
給

率
の

向
上

とと
も

に
、輸

送
に

伴
う温

室
効

果
ガ

ス
排

出
削

減
に

も
貢

献
す

る
こと

が
期

待
され

る
。し

か
しな

が
ら、

現
状

で
は

湿
害

や
⾍

害
な

どの
各

種
⽣

育
阻

害
要

因
に

よる
減

収
や

品
質

低
下

が
多

発
す

る
な

ど、
安

定
⽣

産
技

術
は

確
⽴

され
て

い
な

い
。

・
転

作
⽔

⽥
で

の
⼦

実
⽤

とう
も

ろ
こし

栽
培

に
取

り
組

ん
だ

が
、湿

害
・⾍

害
等

に
よ

り収
量

と品
質

が
安

定
しな

い
。

・
燃

料
を

⽤
い

た
⼦

実
の

乾
燥

は
コス

トが
⾼

い
。

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

の
要

因
に

も
な

り環
境

へ
の

負
荷

が
⼼

配
。

・
耐

病
⾍

害
性

・耐
湿

性
を

兼
ね

備
え

た
⾼

収
量

品
種

の
選

定
。

・
UA

Vを
活

⽤
した

⽣
育

モ
ニタ

リン
グ

等
に

基
づ

く栽
培

管
理

技
術

の
⾼

度
化

。
・

低
コス

トで
環

境
へ

の
負

荷
が

少
な

い
乾

燥
技

術
の

開
発

。
・

化
学

肥
料

投
⼊

量
を

削
減

し、
堆

肥
を

主
体

とし
た

栽
培

管
理

に
よ

る
⾼

収
量

⽣
産

技
術

の
開

発
。

・
堆

肥
の

活
⽤

が
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
や

炭
素

貯
留

に
及

ぼ
す

影
響

の
評

価
。

・
⼦

実
収

量
80

0k
g/

10
a以

上
を

実
現

す
る

安
定

多
収

⽣
産

技
術

の
マ

ニュ
ア

ル
を

作
成

し、
公

設
の

指
導

組
織

等
と連

携
して

全
国

へ
の

普
及

を
図

る
。

⽣
産

現
場

の
課

題
⽣

産
現

場
の

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

内
容

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と
期

待
さ

れ
る

効
果

⾃
給

率
向

上
と

環
境

に
配

慮
した

持
続

性
の

両
⽴

収
量

や
品

質
不

安
定

化
の

要
因

湿
害

に
よ

る
雌

穂
の

短
⼩

化
（

左
）

⾍
害

に
よ

る
雌

穂
の

脱
落

（
右

）

⾼
能

⼒
品

種
の

選
定

UA
Vを

⽤
い

た
栽

培
管

理
堆

肥
主

体
の

栽
培

管
理

技
術


耐

⾍
、耐

病
性

を
有

す
る

品
種

の
選

定
、堆

肥
主

体
の

栽
培

技
術

、低
コス

ト乾
燥

技
術

等
の

開
発

、⼦
実

⽤
とう

も
ろ

こし
⽣

産
が

温
室

効
果

ガ
ス

や
炭

素
貯

留
な

ど環
境

に
与

え
る

影
響

の
調

査
等

を
通

じ、
化

学
肥

料
と化

学
農

薬
使

⽤
量

を
低

減
した

安
定

多
収

・⾼
品

質
⽣

産
技

術
を

実
現

す
る

こと
で

、み
どり

の
⾷

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
で

⽬
指

す
「⾼

い
⽣

産
性

と両
⽴

す
る

持
続

的
⽣

産
体

系
へ

の
転

換
」に

貢
献

す
る

。

・
化

学
肥

料
と化

学
農

薬
の

使
⽤

量
を

低
減

し
、気

候
変

動
リス

クに
対

応
した

持
続

可
能

な
⽣

産
の

実
現

。
・

輸
⼊

飼
料

へ
の

過
度

な
依

存
か

ら脱
却

し、
飼

料
輸

⼊
に

伴
う温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

が
低

減
され

る
。

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
畜

産
局

飼
料

課
（

03
-6

74
4-

23
99

）

化
学

肥
料

と化
学

農
薬

使
⽤

量
の

低
減

⽣
育

阻
害

要
因

の
解

決
に

よ
る

安
定

多
収

実
現
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②
鶏

及
び

豚
の

快
適

性
に

よ
り配

慮
した

飼
養

管
理

技
術

の
開

発
【継

続
】

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
６

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
28

（
32

）
百

万
円

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究


欧

州
を

中
⼼

に
ア

ニマ
ル

ウェ
ル

フェ
アへ

の
関

⼼
が

⾼
まる

中
、我

が
国

に
お

い
て

も
、そ

の
関

⼼
は

⾼
まっ

て
お

り、
今

後
、畜

産
物

輸
出

の
拡

⼤
や

国
内

需
要

の
確

保
を

図
る

上
で

も
、国

内
外

の
消

費
者

の
多

様
な

ニー
ズ

に
対

応
で

きる
よう

、ア
ニマ

ル
ウェ

ル
フェ

アの
向

上
を推

進
して

い
く必

要
。ま

た
、家

畜
の

快
適

性
を

⾼
め

る
飼

養
管

理
技

術
の

開
発

は
、み

どり
の

⾷
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

の
「⾼

い
⽣

産
性

と両
⽴

す
る

持
続

的
⽣

産
体

系
へ

の
転

換
」の

うち
「科

学
的

知
⾒

を
踏

ま
え

た
ア

ニ
マ

ル
ウ

ェル
フェ

ア
の

向
上

」に
も

⼤
きく

貢
献

す
る

。


ア
ニマ

ル
ウェ

ル
フェ

アの
向

上
に

要
す

る
追

加
的

コス
トを

畜
産

物
価

格
に

反
映

させ
る

こと
は

困
難

で
あ

る
た

め
、低

コス
トで

簡
易

か
つ

効
果

的
に

家
畜

の
快

適
性

を
⾼

め
た

飼
養

管
理

に
取

り組
め

る
よう

に
す

る
必

要
が

あ
る

こと
か

ら、
特

に
課

題
とな

って
い

る
鶏

及
び

豚
に

つ
い

て
、そ

の
快

適
性

を
⾼

め
つ

つ
、⽣

産
性

や
作

業
性

を
同

時
に

改
善

で
き

る
飼

養
管

理
技

術
の

開
発

を実
施

す
る

。


開
発

した
技

術
は

、飼
養

技
術

マ
ニ

ュア
ル

とし
て

⽣
産

者
に

わ
か

りや
す

く提
⽰

す
る

こと
で

、ア
ニマ

ル
ウェ

ル
フェ

アの
定

着
、向

上
を

⽬
指

す
。

⽣
産

現
場

の
課

題
⽣

産
現

場
の

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

内
容

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と
期

待
さ

れ
る

効
果

（
３

）
⽣

産
性

と両
⽴

す
る

持
続

的
な

畜
産

プ
ロ

ジ
ェク

ト

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

・
飼

養
技

術
マ

ニュ
ア

ル
を

作
成

し、
公

設
の

指
導

組
織

等
と連

携
し普

及
を

図
る

。
・

⽣
産

現
場

の
意

⾒
を

も
とに

技
術

を
⾼

度
化

し
、マ

ニュ
ア

ル
を

改
訂

。

・
採

卵
鶏

の
快

適
性

が
⾼

ま
る

こと
で

⽣
産

性
が

5％
向

上
す

る
とと

も
に

、⼦
豚

損
耗

率
が

1割
低

減
。

・
多

様
な

消
費

者
ニー

ズ
へ

の
対

応
が

可
能

。
・

損
耗

率
の

低
減

に
よ

り、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

削
減

に
貢

献
。

・
採

卵
鶏

や
妊

娠
豚

の
飼

養
管

理
⽅

式
の

違
い

が
「５

つ
の

⾃
由

」
の

実
現

の
程

度
や

⽣
産

物
の

品
質

に
与

え
る

影
響

とそ
の

メカ
ニ

ズ
ム

を
解

明
。

・
鶏

卵
⽣

産
の

主
な

飼
養

⽅
式

で
あ

る
バ

タリ
－

ケ
ー

ジ
に

つ
い

て
「通

常
の

⾏
動

様
式

を
発

現
す

る
⾃

由
」の

向
上

に
資

す
る

低
コ

ス
ト技

術
を

開
発

。
・

養
豚

に
お

け
る

妊
娠

豚
へ

の
ス

トー
ル

の
使

⽤
に

つ
い

て
、使

⽤
時

期
や

ス
トー

ル
サ

イズ
の

最
適

化
を

図
る

等
、「

通
常

の
⾏

動
様

式
を

発
現

す
る

⾃
由

」の
向

上
に

資
す

る
低

コス
ト技

術
を

開
発

。
・

⽣
産

コス
トの

低
減

を
図

る
た

め
に

は
多

産
系

⺟
豚

を
活

⽤
す

る
必

要
が

あ
る

こと
か

ら、
産

ま
れ

た
⼦

豚
の

損
耗

率
を低

減
す

る
管

理
技

術
を

開
発

。

・
ア

ニマ
ル

ウェ
ル

フェ
ア

へ
の

関
⼼

が
⾼

まっ
て

い
る

た
め

、対
応

を
進

め
て

い
きた

い
が

、家
畜

の
飼

養
管

理
⽅

式
は

い
ろ

い
ろ

あ
る

中
、そ

れ
ぞ

れ
「５

つ
の

⾃
由

」の
実

現
の

程
度

に
濃

淡
が

あ
り、

どう
す

れ
ば

良
い

の
か

、分
か

らな
い

。
・

ア
ニマ

ル
ウェ

ル
フェ

ア
の

向
上

に
要

す
る

コス
ト

を
畜

産
物

価
格

に
反

映
す

る
こと

は
難

しい
の

で
、低

コス
トで

⽣
産

性
や

作
業

性
を

損
な

わ
な

い
技

術
が

欲
しい

。

飼
育

設
備

の
簡

易
改

修
⼦

豚
の

損
耗

率
を

低
減

す
る

管
理

技
術

の
開

発

「５
つ

の
⾃

由
」

（
ア

ニマ
ル

ウェ
ル

フェ
アの

状
況

を把
握

す
る

上
で

役
⽴

つ
指

針
）

・飢
え

、渇
き

及
び

栄
養

不
良

か
らの

⾃
由

・恐
怖

及
び

苦
悩

か
らの

⾃
由

・物
理

的
及

び
熱

の
不

快
か

らの
⾃

由
・苦

痛
、傷

害
及

び
疾

病
か

らの
⾃

由
・通

常
の

⾏
動

様
式

を
発

現
す

る
⾃

由
［

お
問

い
合

わ
せ

先
］

畜
産

局
畜

産
振

興
課

（
03

-6
74

4-
25

24
）
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①
和

⽜
⾁

の
持

続
的

な
⽣

産
を

実
現

す
る

た
め

の
飼

料
利

⽤
性

の
改

良
【新

規
】

研
究

期
間

︓
令

和
６

年
度

〜
令

和
８

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
44

（
ー

）
百

万
円

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究
（

４
）

⽣
産

現
場

強
化

プ
ロ

ジ
ェク

ト

⽬
標

達
成

に
向

け
た

現
状

と課
題


我

が
国

の
畜

産
は

海
外

の
濃

厚
飼

料
に

⼤
きく

依
存

して
お

り、
今

後
、国

内
で

持
続

的
に

和
⽜

⾁
の

⽣
産

を
⾏

うた
め

に
は

、国
産

飼
料

を
活

⽤
した

⽣
産

体
系

を
構

築
す

る
こと

が
求

め
られ

て
い

る
。


そこ

で
、飼

料
利

⽤
能

⼒
の

⾼
い

和
⽜

個
体

を
育

種
し、

国
産

飼
料

を基
盤

とし
た

和
⽜

⾁
⽣

産
体

系
の

構
築

を進
め

、み
どり

の
⾷

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
で

⽬
指

す
「地

球
に

や
さし

い
ス

ー
パ

ー
品

種
等

の
開

発
・普

及
」に

貢
献

す
る

。

•和
⽜

の
⾁

量
・⾁

質
の

育
種

は
進

ん
だ

も
の

の
、配

合
飼

料
価

格
が

⾼
騰

して
い

る
中

、飼
養

コス
トを

削
減

す
る

た
め

に
、飼

料
利

⽤
性

を
向

上
させ

る
育

種
を

して
ほ

しい

飼
料

価
格

の
⾼

騰

⽣
産

コス
トの

増
⼤

採
⾷

の
様

⼦

•飼
料

利
⽤

性
が

⾼
く、

か
つ

、肥
育

期
間

を
短

縮
して

も
⾁

質
と⾁

量
を

確
保

で
き

る
個

体
を

選
抜

す
る

た
め

の
指

標
の

開
発

個
体

ご
との

飼
料

摂
取

量
の

測
定

に
よ

る
選

抜
に

適
した

指
標

の
開

発

必
要

な
研

究
内

容

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
畜

産
局

畜
産

振
興

課
（

03
-6

74
4-

25
24

）
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

 研
究

統
括

官
（

⽣
産

技
術

）
室

（
03

-3
50

2-
25

49
 ）

•令
和

15
年

ま
で

に
飼

料
費

の
１

割
削

減
を

実
現

し、
国

産
飼

料
を

基
盤

とし
た

和
⽜

⾁
⽣

産
体

系
の

構
築

•和
⽜

の
飼

料
利

⽤
性

の
改

良
に

利
⽤

可
能

な
選

抜
指

標
を

１
件

以
上

開
発

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と期
待

さ
れ

る
効

果

（
写

真
提

供
︓

(独
)家

畜
改

良
セ

ンタ
ー

）

飼
料

摂
取

量
の

計
測

12



②
ホ

タ
テ

ガ
イ

等
の

⿇
痺

性
⾙

毒
検

査
に

お
け

る
機

器
分

析
導

⼊
に

向
け

た
標

準
物

質
製

造
技

術
の

開
発

【新
規

】

研
究

期
間

︓
令

和
６

年
度

〜
令

和
８

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
65

（
ー

）
百

万
円

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）

⽬
標

達
成

に
向

け
た

現
状

と課
題

必
要

な
研

究
内

容
社

会
実

装
の

進
め

⽅
と期

待
さ

れ
る

効
果

・
EU

等
へ

ホ
タテ

ガ
イの

販
路

を
維

持
・拡

⼤
す

る
こと

に
よ

り、
輸

出
拡

⼤
を

実
現

・
これ

に
よ

り、
20

30
年

ま
で

に
ホ

タ
テ

ガ
イ

の
輸

出
額

⽬
標

1,
15

0億
円

※
の

達
成

に
貢

献
(2

02
1年

実
績

: 
63

9億
円

)

・
み

どり
の

⾷
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

の
取

組
で

掲
げ

る
「健

康
・環

境
に

配
慮

した
⾷

品
産

業
の

競
争

⼒
強

化
」に

も
貢

献

•
鏡

像
異

性
体

を
⽤

い
た

機
器

分
析

法
を

公
定

法
とし

て
運

⽤
で

き
る

よ
う関

係
国

と調
整

•
都

道
府

県
や

⺠
間

検
査

機
関

と連
携

して
、機

器
分

析
法

に
よ

る
⿇

痺
性

⾙
毒

の
検

査
体

制
を

構
築

※
出

典
︓

養
殖

業
成

⻑
産

業
化

総
合

戦
略

(2
02

1.
7改

訂
)


漁

業
従

事
者

が
減

少
す

る
中

、現
在

⽣
じて

い
る

⾙
毒

プ
ラ

ン
ク

トン
の

多
発

に
よ

り、
ホ

タテ
ガ

イの
出

荷
停

⽌
や

指
定

処
理

場
等

で
の

加
⼯

処
理

に
よ

る
更

な
る

作
業

が
⽣

じる
こと

で
、養

殖
産

地
の

維
持

が
困

難
に

な
って

い
る

。


安
全

な
ホ

タテ
ガ

イ等
を国

内
外

に
効

率
的

で
計

画
的

に
出

荷
で

きる
よう

に
す

る
た

め
に

は
、省

⼒
的

で
迅

速
な

機
器

分
析

法
を

確
⽴

す
る

こと
が

必
要

。


ま
た

、⽇
本

で
は

化
学

兵
器

禁
⽌

法
に

よ
り、

⿇
痺

性
⾙

毒
の

有
毒

成
分

(サ
キ

シ
トキ

シ
ン

; 
ST

X)
の

製
造

や
使

⽤
等

が
厳

しく
制

限
され

て
お

り、
ST

Xを
標

準
物

質
とし

て
⽤

い
る

機
器

分
析

法
へ

の
移

⾏
が

困
難

で
あ

る
こと

が
、ホ

タテ
ガ

イ等
の

輸
出

拡
⼤

に
向

け
た

課
題

とな
って

い
る

。


この
た

め
、⿇

痺
性

⾙
毒

検
査

に
お

け
る

機
器

分
析

技
術

の
開

発
を

⾏
い

、現
場

へ
の

導
⼊

を
⽀

援
す

る
こと

で
、ホ

タ
テ

ガ
イ

の
養

殖
産

地
の

維
持

を
図

る
。

天
然

型
鏡

像
異

性
体

＜
ST

X鏡
像

異
性

体
の

⽴
体

構
造

と性
質

＞

国
内

で
製

造
・使

⽤
が

可
能

︕

LC
-M

S/
M

S

・
⽴

体
構

造
が

異
な

る
・

物
理

化
学

的
性

質
は

同
じ

(天
然

型
と同

様
に

分
析

可
)

・
毒

性
が

な
い

本
課

題
で

は
、

①
安

全
に

取
扱

い
で

き
る

ST
X鏡

像
異

性
体

等
の

標
準

物
質

製
造

・
安

定
保

存
等

の
利

⽤
技

術
の

開
発

②
ST

X鏡
像

異
性

体
等

を
⽤

い
た

正
確

な
濃

度
決

定
⼿

法
の

開
発

を
⾏

うこ
とで

、国
内

で
取

扱
い

可
能

な
認

証
標

準
物

質
を

確
⽴

既
往

知
⾒

を
応

⽤

⽣
産

者

マ
ウス

毒
性

試
験

機
器

分
析

法

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

実
需

者

（
機

器
分

析
法

で
不

可
⽋

な
標

準
物

質
が

化
学

兵
器

禁
⽌

法
に

より
国

内
で

の
使

⽤
が

困
難

）

・
EU

規
則

改
正

（
20

21
.1

0）
に

よ
り

機
器

分
析

法
へ

移
⾏

しな
い

と、
EU

等
へ

の
輸

出
が

困
難

とな
る

可
能

性

・
⾙

毒
プ

ラン
クト

ンの
多

発
で

出
荷

停
⽌

に
な

る
不

安

・ホ
タテ

ガ
イ等

の
計

画
的

な
出

荷
体

制
の

構
築

に
は

、⾙
毒

を
省

⼒
的

・迅
速

に
調

べ
られ

る
⽅

法
が

必
要

現
場

ニ
ー

ズ
対

応
型

研
究

（
４

）
⽣

産
現

場
強

化
プ

ロ
ジ

ェク
ト
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⼤
径
材
か
ら
需
要
に
対
応

し
た
製
品
の
効
率
的
⽣
産

中
⼩
径
材
か
ら
の
⽣
産


⽊

材
に

よ
る

炭
素

貯
蔵

の
最

⼤
化

を
実

現
す

る
た

め
に

は
、国

産
材

を
活

⽤
した

建
築

物
の

⽊
質

化
が

必
要

で
あ

る
。


昨

今
の

世
界

的
な

⽊
材

需
要

の
⾼

ま
りや

海
外

情
勢

に
よ

り、
外

国
産

製
材

品
等

の
輸

⼊
量

が
減

少
・価

格
が

⾼
騰

し、
国

産
材

へ
の

代
替

需
要

が
強

く求
め

られ
て

い
る

。


国
内

の
⼈

⼯
林

で
は

資
源

が
充

実
し⼤

径
化

が
進

ん
で

い
る

が
、⼤

径
材

の
製

材
技

術
や

設
備

の
普

及
が

遅
れ

、加
⼯

コス
トが

⾼
く、

製
材

利
⽤

が
低

迷
して

い
る

。


国
産

⼤
径

材
の

活
⽤

を
促

進
す

る
に

は
、製

材
品

の
⾼

品
質

・低
コス

ト化
と、

住
宅

の
梁

・桁
材

や
⾮

住
宅

の
内

装
材

等
へ

の
需

要
の

拡
⼤

が
課

題
で

あ
る

。ま
た

、⼤
径

材
の

利
⽤

拡
⼤

は
、⾼

齢
林

か
らエ

リー
トツ

リー
等

へ
の

転
換

を
促

し、
エ

リー
トツ

リー
等

の
活

⽤
割

合
の

向
上

に
も

貢
献

す
る

。


国
産

⼤
径

材
の

安
定

供
給

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

、建
築

物
の

⽊
質

化
で

求
め

られ
る

品
質

基
準

を
満

た
す

各
種

製
材

品
を

⾼
効

率
で

⽣
産

す
る

技
術

を
開

発
す

る
。

③
⼤

径
材

の
活

⽤
に

よ
る

国
産

材
製

品
の

安
定

供
給

シ
ス

テ
ム

の
開

発
【継

続
】

研
究

期
間

︓
令

和
５

年
度

〜
令

和
７

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
36

（
40

）
百

万
円

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究

・⼤
径

材
は

製
材

が
⼿

間
、乾

燥
も

困
難

で
加

⼯
コス

トが
⾼

い
。

・⼤
径

材
か

ら得
られ

る
製

材
品

は
強

度
等

の
品

質
評

価
が

不
⼗

分
で

需
要

が
少

な
い

。

•⼤
径

材
の

丸
太

品
質

（
強

度
特

性
、含

⽔
率

、節
や

腐
れ

等
）

の
事

前
評

価
技

術
の

開
発

。。

•製
材

品
の

⾼
品

質
・低

コス
ト化

を
実

現
す

る
た

め
、A

Iを
活

⽤
した

適
正

⽊
取

り技
術

・最
適

乾
燥

技
術

の
開

発
。

原
⽊

市
場

や
製

材
⼯

場
で

の
実

証
試

験
に

よ
る

効
果

検
証

。開
発

技
術

の
課

題
抽

出
と改

良
。

全
国

の
原

⽊
市

場
や

製
材

⼯
場

へ
導

⼊
。

⽬
標

達
成

に
向

け
た

現
状

と課
題

必
要

な
研

究
内

容
社

会
実

装
の

進
め

⽅
と期

待
さ

れ
る

効
果

（
「み

どり
の

⾷
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

」K
PI

達
成

へ
の

貢
献

）

・⼤
径

材
活

⽤
に

よ
る

20
30

年
の

国
産

製
材

⽤
材

の
供

給
量

19
00

万
m

3 の
⽬

標
達

成
に

貢
献

。
・建

築
物

の
⽊

質
化

に
よ

る
炭

素
貯

蔵
の

最
⼤

化
。

・⾼
齢

林
か

らエ
リー

トツ
リー

等
へ

の
転

換
を

促
し、

20
30

年
エ

リー
トツ

リー
活

⽤
割

合
30

％
に

貢
献

。

需
給

マ
ッ
チ
ン
グ

国
産
材
の
安
定
供
給

シ
ス
テ
ム
の
開
発

原
⽊
市
場
に
残
る
⼤
径
材

＋

強
度
・
含
⽔
率
・

節
等
の
事
前
評
価

基
準
Aク

リ
ア

基
準
Bク

リ
ア

住
宅
の
梁
・
桁
材
等
に
利
⽤

⾮
住
宅
の
内
装
材
等
に
利
⽤

製
材
⼯
場
等
に
実
装

適
材
適
所
で
活
⽤

住
宅

⾮
住
宅

選
別

⽊
材
加
⼯
業
者

・外
材

依
存

度
の

⾼
い

梁
・桁

等
の

⼤
断

⾯
材

へ
の

国
産

材
シ

ェア
拡

⼤
に

向
け

、⼤
断

⾯
材

を
⽣

産
可

能
な

⼤
径

材
の

利
活

⽤
が

不
可

⽋
。

（
４

）
⽣

産
現

場
強

化
プ

ロ
ジ

ェク
ト

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）

安
価
な
チ
ッ
プ
等

で
の
利
⽤
の
み
で

価
値
の
⾼
い
製
材

利
⽤
が
低
迷

品
質

評
価

技
術

を
⾼

度
化

し
様

々
な

ニー
ズ

を
満

た
す

製
材

品
を

⾼
効

率
で

選
別

・⽣
産

す
る

技
術

の
開

発
が

必
要

。

収
益
性
の
⾼
い

利
活
⽤
に
向
け
て
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④
⿂

類
⾎

合
筋

の
褐

変
を

防
⽌

す
る

⾰
新

的
冷

凍
技

術
の

開
発

【継
続

】

研
究

期
間

︓
令

和
５

年
度

〜
令

和
７

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
21

（
23

）
百

万
円

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究
（

４
）

⽣
産

現
場

強
化

プ
ロ

ジ
ェク

ト

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）

⽬
標

達
成

に
向

け
た

現
状

と課
題

必
要

な
研

究
内

容
社

会
実

装
の

進
め

⽅
と期

待
さ

れ
る

効
果

・
褐

変
に

よ
る

外
⾒

の
劣

化
か

ら
⽣

⾷
⽤

とし
て

取
り扱

え
ず

、⾼
鮮

度
で

味
の

良
い

⽇
本

の
強

み
が

⽣
か

せ
ず

。

・
ブ

リ類
の

販
路

拡
⼤

を
⽬

指
す

EU
や

ア
ジ

ア
等

で
活

⽤
で

き
る

褐
変

防
⽌

技
術

が
な

い
。

褐
変

が
⽣

じた
ブ

リの
切

⾝

解
凍

後
の

ブ
リの

切
⾝

解
凍

後
1時

間
以

内
に

外
⾒

の
著

しい
劣

化
が

⽣
じる

⿂
⾁

へ
の

酸
素

充
填

の
有

効
性

が
明

らか
に

な
って

い
る

こと
を

ふ
ま

え
、研

究
機

関
・⽣

産
者

・冷
凍

機
器

メー
カー

等
が

連
携

して
、

①
⾊

調
保

持
時

間
※
を

延
ば

す
た

め
の

最
適

な
酸

素
充

填
⽅

法
や

処
理

条
件

の
検

討
※

現
状

で
解

凍
後

3時
間

②
冷

凍
後

の
保

管
温

度
※
を

⾼
温

化
す

る
た

め
の

凍
結

技
術

や
包

装
資

材
の

開
発

※
現

状
で

ー
40

℃
保

管

な
どを

進
め

る
とと

も
に

、漁
獲

か
ら冷

解
凍

に
⾄

る
⼀

連
の

実
証

試
験

を
⾏

うこ
とで

、⿂
類

⾎
合

筋
の

褐
変

防
⽌

技
術

を
確

⽴
。

褐
変

経
路

の
解

明
、⽣

化
学

分
析

に
基

づ
く技

術
改

良

＜
研

究
イ

メ
ー

ジ
＞

漁
獲

（
締

め
⽅

等
）

効
果

検
証

酸
素

充
填

（
製

造
⽅

法
等

）
冷

凍
・保

管
・解

凍
（

急
速

凍
結

・包
装

資
材

等
）

・
EU

や
ア

ジ
ア

等
へ

ブ
リ類

の
販

路
が

拡
⼤

す
る

こと
に

よ
り、

輸
出

拡
⼤

を
実

現
。

・
これ

に
よ

り、
20

30
年

ま
で

に
ブ

リの
輸

出
額

⽬
標

1,
60

0億
円

※
を

達
成

。
(2

02
0年

実
績

: 
17

3億
円

)

・
み

どり
の

⾷
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

の
取

組
で

掲
げ

る
「ム

リ・
ム

ダの
な

い
持

続
可

能
な

加
⼯

・流
通

シ
ス

テ
ム

の
確

⽴
」に

も
貢

献
。

・
褐

変
を

防
⽌

可
能

な
冷

凍
機

器
等

を
製

品
化

。
・

⽣
産

者
・加

⼯
業

者
向

け
の

マ
ニュ

ア
ル

作
成

や
講

習
会

の
開

催
を

通
じて

技
術

を
普

及
。

・
JF

全
漁

連
や

都
道

府
県

等
と連

携
して

、褐
変

を
防

⽌
す

る
加

⼯
・流

通
体

制
を

確
⽴

。

※
出

典
︓

養
殖

業
成

⻑
産

業
化

総
合

戦
略

(2
02

1.
7改

訂
)


「農

林
⽔

産
物

・⾷
品

の
輸

出
拡

⼤
実

⾏
戦

略
」(

20
20

.1
2農

林
⽔

産
業

・地
域

の
活

⼒
創

造
本

部
決

定
)で

は
、2

03
0年

まで
に

農
林

⽔
産

物
・⾷

品
の

輸
出

額
を

５
兆

円
とす

る
⽬

標
を

掲
げ

、⽔
産

物
で

は
ブ

リを
輸

出
重

点
品

⽬
の

⼀
つ

に
指

定
して

い
る

。こ
の

た
め

、ブ
リ養

殖
に

お
い

て
は

、⼈
⼯

種
苗

の
量

産
技

術
の

開
発

や
⼈

⼯
種

苗
を

⽣
産

す
る

担
い

⼿
の

確
保

・施
設

の
拡

充
な

ど、
持

続
可

能
な

養
殖

体
制

の
構

築
と、

これ
に

よ
る

増
産

等
を推

進
して

い
る

。


ブ
リ輸

出
の

８
割

が
冷

凍
で

あ
り、

⿂
⾁

⾃
体

の
鮮

度
を保

持
で

きる
冷

凍
技

術
は

普
及

して
い

る
も

の
の

、⾎
合

筋
に

お
い

て
冷

解
凍

直
後

に
褐

⾊
を呈

す
る

⾊
調

変
化

(褐
変

) 
が

⽣
じる

た
め

、外
⾒

の
劣

化
等

に
よ

る
商

品
価

値
の

低
下

が
輸

出
拡

⼤
の

ボ
トル

ネ
ック

に
な

って
い

る
。


この

た
め

、ブ
リの

輸
出

拡
⼤

の
実

現
に

向
け

て
、褐

変
を

防
⽌

す
る

⾰
新

的
冷

凍
技

術
の

開
発

が
求

め
られ

て
い

る
。

⾎
合

筋
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⑤
A 

I 
画

像
解

析
等

に
よ

る
次

世
代

穀
粒

判
別

器
の

開
発

【継
続

】

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
７

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
16

（
17

）
百

万
円

・
⽬

視
に

よ
る

検
査

で
は

、地
域

や
検

査
員

に
よ

る
バ

ラツ
キ

が
あ

る
。

・
１

等
、２

等
とい

う等
級

の
み

で
は

、コ
メの

特
徴

を
把

握
しき

れ
な

い
な

あ
。

次
世

代
穀

粒
判

別
器

の
開

発
メー

カー
と連

携
して

、
①

穀
粒

判
別

器
か

ら取
得

され
る

⽶
の

画
像

・検
査

デ
ー

タの
農

業
デ

ー
タ連

携
基

盤
(W

AG
RI

)等
へ

の
蓄

積
、

②
ビッ

グ
デ

ー
タと

連
動

す
る

次
世

代
穀

粒
判

別
器

の
開

発
、

③
AI

画
像

診
断

に
よ

る
デ

ー
タに

基
づ

く取
引

を
提

案
す

る
プロ

グ
ラム

の
実

装
な

どを
⾏

う。

・
次

世
代

穀
粒

判
別

器
を

⽤
い

た
新

た
な

検
査

項
⽬

体
系

を
構

築
。

・
⽞

⽶
外

観
品

質
の

等
級

に
加

え
、新

た
な

指
標

に
よ

る
⽤

途
別

の
コメ

取
引

が
実

現
。

・
⺠

間
機

関
が

実
施

す
る

農
産

物
検

査
へ

の
活

⽤
を

積
極

的
に

進
め

る
とと

も
に

先
進

農
業

法
⼈

や
都

道
府

県
普

及
組

織
等

と連
携

した
普

及
活

動
を

全
国

展
開

。

⽣
産

現
場

の
課

題
⽣

産
現

場
の

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

内
容

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と
期

待
さ

れ
る

効
果


⾷

料
・農

業
・農

村
基

本
計

画
で

は
、農

産
物

流
通

や
消

費
者

ニー
ズ

の
変

化
を踏

まえ
、農

産
物

規
格

・検
査

に
つ

い
て

、規
格

項
⽬

の
⾒

直
し、

検
査

の
⾼

度
化

を
⾏

うこ
とと

して
い

る
。現

在
の

農
産

物
検

査
は

、精
⽶

原
料

とな
る

⽞
⽶

の
被

害
の

有
無

等
を検

査
員

の
⽬

視
に

より
確

認
され

て
い

る
が

、
①

地
域

や
検

査
員

の
バ

ラツ
キ

が
発

⽣
す

る
こと

や
②

具
体

的
な

測
定

デ
ー

タを
⽰

せ
な

い
こと

等
の

課
題

が
あ

る
。


この

よ
うな

中
、令

和
２

年
秋

か
ら⼀

部
検

査
項

⽬
へ

の
穀

粒
判

別
器

の
活

⽤
が

開
始

され
た

こと
か

ら、
その

画
像

デ
ー

タと
測

定
数

値
、各

⽤
途

で
の

利
⽤

適
性

を
ビッ

グ
デ

ー
タと

して
デ

ー
タベ

ー
ス

化
し、

検
査

員
に

よる
鑑

定
の

相
当

部
分

を代
替

で
き

る
次

世
代

穀
粒

判
別

器
を

開
発

す
る

。


これ
に

よ
り、

AI
画

像
解

析
に

よ
り規

格
項

⽬
を

数
値

で
精

緻
に

⽰
す

こと
が

可
能

とな
り、

着
⾊

粒
・胴

割
粒

の
含

有
量

等
を考

慮
した

、等
級

の
み

で
は

な
い

実
需

者
ニ

ー
ズ

に
応

じた
⽶

取
引

が
可

能
とな

る
。

画
像

・検
査

デ
ー

タ（
任

意
）

開
発

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
（

デ
ー

タ蓄
積

・共
有

、企
業

間
連

携
）

協
調

領
域

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
の

活
⽤

デ
ー

タの
活

⽤
AI

を
活

⽤
し精

⽶
歩

留
り等

を正
確

に
⽰

せ
る

次
世

代
穀

粒
判

別
器

の
開

発
（

簡
単

・⼿
軽

に
全

規
格

項
⽬

が
デ

ー
タ化

）

｢等
級

｣の
み

な
らず

、細
や

か
な

デ
ー

タに
基

づ
く取

引
が

可
能

に

従
来

の
農

産
物

検
査

（
⽬

視
）

デ
ー

タの
電

⼦
化

（
穀

粒
判

別
器

）

検
査

デ
ー

タ
（

任
意

）

検
査

等
級

の
み

に
よ

らな
い

、⽤
途

別
の

コメ
の

取
引

が
実

現
。海

外
⽇

本
⾷

レ
ス

トラ
ン向

け
⽶

輸
出

が
１

万
トン

増
加

。

着
色

粒
死

米
胴

割
粒

砕
粒

検
査
員
の
目
視
で

４
等

級
に
総

合
判

定

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

産
局

穀
物

課
（

03
-6

74
4-

20
10

）

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究
（

４
）

⽣
産

現
場

強
化

プ
ロ

ジ
ェク

ト
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
⼤
規
模
化
で
効
率
化
は
図
ら
れ
た
も
の
の
、
播
種
や

収
穫
作
業
が
遅
れ
が
ち
だ

..


適
期
播
種
を
可
能
と
す
る
新
品
種
や
作
付
体
系
を

開
発
し
て
ほ
し
い
。

⑥
さ

とう
き

び
の

多
回

株
出

機
械

化
⼀

貫
体

系
及

び
省

⼒
製

糖
技

術
の

確
⽴

【継
続

】

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
７

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
９

（
10

）
百

万
円

機
械

化
と株

出
栽

培
で

作
業

は
楽

に
な

った
け

ど、
イネ

科
雑

草
が

繁
茂

しや
す

くな
った

り、
今

ま
で

の
栽

培
⽅

法
だ

と対
応

で
きな

い
新

し
い

課
題

が
。

さと
うき

び
⽣

産
と⼯

場
、

両
⽅

が
続

か
な

い
と

島
が

維
持

で
き

な
くな

って
しま

う・
・・

。

働
き

⽅
改

⾰
を

進
め

た
い

が
、離

島
で

は
⼯

場
の

⼈
材

確
保

が
難

しい
。労

働
負

荷
の

⼩
さ

い
製

糖
技

術
は

な
い

か
。

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

・
多

回
株

出
機

械
化

⼀
貫

栽
培

を
普

及
す

る
た

め
、さ

とう
き

び
に

類
似

の
⽣

態
を

も
つ

イネ
科

強
害

雑
草

（
ギ

ニア
グ

ラス
）

の
耕

種
的

防
除

法
等

多
回

株
出

に
応

じた
栽

培
⼿

法
を

開
発

し、
技

術
マ

ニ
ュア

ル
を

作
成

。
・

さと
うき

び
糖

汁
の

品
質

劣
化

を
招

か
な

い
濃

縮
・保

管
技

術
を

開
発

し、
製

糖
期

間
を

延
⻑

して
よ

り少
⼈

数
で

製
糖

を
可

能
に

して
⼯

場
の

持
続

性
を

確
保

。

⽣
産

現
場

の
課

題
解

決
に

資
す

る
研

究
内

容

（
多

回
株

出
栽

培
管

理
技

術
の

構
築

）

・イ
ネ

科
強

害
雑

草
に

防
除

効
果

の
⾼

い
耕

種
的

防
除

技
術

の
確

⽴
・多

回
株

出
管

理
⼿

法
の

確
⽴

（
株

揃
え

、根
切

り
排

⼟
、施

肥
等

）

さ
とう

き
び

→
→

粗
糖

分 離
結 晶

濃 縮
清 浄

圧 搾

（
濃

縮
・保

管
技

術
の

構
築

）

⼀
貫

作
業

の
濃

縮
・結

晶
⼯

程
を

濃
縮

後
の

保
管

を
可

能
とす

る
こと

で
、少

⼈
数

で
の

製
糖

を
実

現

・
イネ

科
強

害
雑

草
防

除
マ

ニュ
ア

ル
等

多
回

株
出

に
応

じた
技

術
マ

ニュ
ア

ル
を

作
成

し、
現

地
農

家
、県

等
⾏

政
機

関
、J

A、
製

糖
⼯

場
等

関
係

者
と連

携
し普

及
。

・
島

ご
との

環
境

条
件

に
応

じた
糖

汁
の

濃
縮

・保
管

技
術

マ
ニュ

ア
ル

を
作

成
し製

糖
会

社
や

関
連

団
体

等
と連

携
し普

及
。

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と
期

待
さ

れ
る

効
果

・多
回

株
出

機
械

化
⼀

貫
体

系
を

確
⽴

し、
株

出
栽

培
の

単
収

を
維

持
・向

上
（

4.
9t

/1
0a

）
。

・製
糖

⼯
場

に
お

け
る

時
間

外
労

働
を

働
き

⽅
改

⾰
に

対
応

す
る

複
数

⽉
平

均
80

時
間

以
内

に
縮

減
。


さ

とう
き

び
は

沖
縄

県
、⿅

児
島

県
の

基
幹

作
物

で
、地

場
産

業
の

製
糖

⼯
場

とと
も

に
地

域
経

済
・雇

⽤
を

⽀
え

る
重

要
な

存
在

で
あ

る
が

、⼈
⼿

不
⾜

が
深

刻
化

す
る

中
、砂

糖
製

造
業

に
お

け
る

⻑
時

間
労

働
の

確
実

な
是

正
の

た
め

の
省

⼒
化

等
や

⾷
料

・農
業

・農
村

基
本

計
画

に
克

服
す

べ
き課

題
とし

て
掲

げ
られ

て
い

る
機

械
化

⼀
貫

体
系

の
確

⽴
等

を実
現

す
る

た
め

に
は

、労
働

負
担

を軽
減

しつ
つ

⽣
産

性
を

向
上

させ
る

取
組

み
が

必
要

。


さと
うき

び
の

⽣
産

現
場

に
お

い
て

は
、機

械
収

穫
に

よ
る

省
⼒

的
な

多
回

株
出

栽
培

が
急

速
に

増
加

す
る

⼀
⽅

、薬
剤

防
除

が
難

しい
イネ

科
強

害
雑

草
の

被
害

が
⾒

られ
る

な
ど課

題
が

⾒
られ

る
こと

か
ら、

耕
種

的
防

除
法

な
ど多

回
株

出
に

応
じた

栽
培

⼿
法

等
を開

発
し、

多
回

株
出

機
械

化
⼀

貫
体

系
を

確
⽴

。


製
糖

⼯
場

に
お

い
て

は
、働

き
⽅

改
⾰

の
対

応
が

求
め

られ
る

中
、⼈

材
確

保
が

難
しい

離
島

で
⽢

しゃ
糖

の
安

定
⽣

産
を担

保
す

る
た

め
、よ

り少
⼈

数
で

製
糖

で
き

る
よ

う製
糖

期
間

の
延

⻑
が

可
能

とな
る

糖
汁

濃
縮

・保
管

技
術

を
開

発
し、

⼯
場

に
お

け
る

労
働

⽣
産

性
を

向
上

。

技
術

マ
ニュ

ア
ル

作
成

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

産
局

地
域

作
物

課
（

03
-3

50
1-

38
14

）

⽣
産

現
場

の
課

題

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究
（

４
）

⽣
産

現
場

強
化

プ
ロ

ジ
ェク

ト
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⑦
畜

産
⽣

産
の

現
場

に
濃

厚
飼

料
を

安
定

・低
コス

トに
供

給
で

き
る

シ
ス

テ
ム

の
開

発
【継

続
】

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
７

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
15

（
16

）
百

万
円

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究


畜

産
業

の
現

場
で

は
運

転
⼿

不
⾜

や
気

象
災

害
の

頻
発

に
より

、今
後

、新
鮮

な
流

通
濃

厚
飼

料
供

給
の

た
め

の
キ

メ細
か

い
配

送
を維

持
で

きな
い

恐
れ

が
あ

る
。ま

た
、⽔

⽥
転

作
で

は
、と

うも
ろ

こし
⼦

実
な

ど国
産

濃
厚

飼
料

⽣
産

が
展

開
しつ

つ
あ

る
が

、品
質

を
維

持
しつ

つ
⻑

期
貯

蔵
す

る
技

術
が

確
⽴

さ
れ

て
い

な
い

。


流
通

濃
厚

飼
料

の
安

定
供

給
を維

持
す

る
とと

も
に

気
象

災
害

に
よる

飼
料

不
⾜

を回
避

す
る

た
め

に
、濃

厚
飼

料
の

貯
蔵

タ
ン

ク
内

の
残

量
を

把
握

し⾃
動

で
発

注
す

る
技

術
を

開
発

。ま
た

、国
産

濃
厚

飼
料

⽣
産

に
お

い
て

、収
穫

した
とう

も
ろ

こし
⼦

実
を

⾼
品

質
で

⻑
期

に
貯

蔵
で

き
る

技
術

を開
発

。


⻑
期

貯
蔵

・安
定

供
給

技
術

の
開

発
で

⾷
料

・農
業

・農
村

基
本

計
画

が
定

め
た

⼈
⼿

不
⾜

へ
の

対
応

や
⼤

規
模

災
害

被
害

の
最

⼩
化

（
事

前
防

災
）

を
達

成
。

・濃
厚

飼
料

の
配

送
・充

填
は

危
険

な
⾼

所
作

業
や

繁
雑

な
衛

⽣
管

理
を

伴
うた

め
敬

遠
され

気
味

で
、⾼

齢
化

と併
せ

て
運

転
⼿

が
不

⾜
し

つ
つ

あ
る

。
・⽔

⽥
転

作
で

とう
も

ろ
こし

⼦
実

が
着

⽬
され

て
い

る
が

、収
穫

後
の

⻑
期

貯
蔵

技
術

は
確

⽴
さ

れ
て

い
な

い
。

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

・濃
厚

飼
料

貯
蔵

タン
ク内

の
残

量
を

把
握

し、
飼

料
メー

カー
等

に
⾃

動
で

発
注

す
る

技
術

な
ど、

⼈
⼿

不
⾜

の
条

件
下

で
効

率
的

な
飼

料
供

給
や

気
象

災
害

へ
の

備
え

を
可

能
とす

る
技

術
を開

発
。

・⽇
本

型
の

とう
も

ろ
こし

⽣
産

に
お

い
て

、⾼
い

⽔
分

含
量

の
⼦

実
で

あ
って

も
腐

敗
や

カビ
発

⽣
に

よ
る

品
質

低
下

を回
避

し、
⻑

期
の

貯
蔵

を
可

能
とす

る
調

製
・保

管
技

術
を

開
発

。

開
発

技
術

は
設

備
・飼

料
メー

カー
や

配
送

会
社

と
連

携
し全

国
の

TM
Rセ

ンタ
ー

や
畜

産
農

家
に

普
及

。

⽣
産

現
場

の
課

題
⽣

産
現

場
の

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

内
容

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と
期

待
さ

れ
る

効
果

貯
蔵

タン
クへ

の
濃

厚
飼

料
の

充
填

時
に

は
残

量
確

認
の

た
め

危
険

な
⾼

所
作

業
が

発
⽣

して
い

る
。

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
畜

産
局

飼
料

課
（

03
-6

74
4-

23
99

）

・濃
厚

飼
料

の
配

送
に

係
る

労
働

負
担

を
30

％
削

減
す

る
とと

も
に

、予
測

可
能

な
気

象
災

害
に

よ
る

輸
送

障
害

被
害

ゼ
ロを

達
成

。
・国

産
濃

厚
飼

料
の

安
定

供
給

で
⾃

給
率

が
向

上
す

る
。

・濃
厚

飼
料

の
安

定
・低

コス
ト供

給
に

よ
り畜

産
経

営
が

強
靱

化
。

貯
蔵

技
術

の
向

上
で

⾼
品

質
な

国
産

濃
厚

飼
料

を
供

給
可

能
に

。

流
通

お
よ

び
国

産
濃

厚
飼

料
の

安
定

供
給

に
関

す
る

各
種

技
術

を
開

発
。

流
通

飼
料

の
供

給
合

理
化

に
よ

り、
⼈

⼿
不

⾜
や

気
象

災
害

に
対

応
。

畜
産

経
営

の
強

靱
化

国
産

とう
も

ろ
こし

⼦
実

⽣
産

で
は

取
り組

み
拡

⼤
や

台
⾵

等
気

象
災

害
頻

発
の

た
め

、早
刈

り
に

よ
る

⾼
⽔

分
⼦

実
の

収
穫

が
⾒

込
ま

れ
る

。

（
４

）
⽣

産
現

場
強

化
プ

ロ
ジ

ェク
ト
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⑧
た

め
池

の
適

正
な

維
持

管
理

に
向

け
た

機
能

診
断

及
び

補
修

・補
強

評
価

技
術

の
開

発
【継

続
】

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
７

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
13

（
15

）
百

万
円


⾷

料
・農

業
・農

村
基

本
計

画
で

は
、平

成
30

年
７

⽉
豪

⾬
を踏

まえ
た

基
準

に
より

選
定

され
た

防
災

重
点

た
め

池
※

（
約

5.
5万

箇
所

）
に

つ
い

て
避

難
⾏

動
に

つ
な

が
る

対
策

を
進

め
る

とと
も

に
、防

災
・減

災
対

策
の

優
先

度
が

⾼
い

た
め

池
か

ら堤
体

の
改

修
・廃

⽌
等

を
着

実
に

進
め

る
こと

とし
て

い
る

。
※

 決
壊

した
場

合
の

浸
⽔

区
域

に
家

屋
や

公
共

施
設

等
が

存
在

し、
⼈

的
被

害
を

与
え

る
お

それ
が

あ
る

た
め

池


そこ
で

、ド
ロー

ン・
航

空
測

量
等

を
⽤

い
た

堤
体

や
周

辺
地

形
の

３
次

元
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

等
に

よ
り、

た
め

池
の

貯
⽔

機
能

や
防

災
機

能
、リ

ス
ク

評
価

を
迅

速
に

⾏
う診

断
技

術
を

開
発

す
る

。加
え

て
、適

切
な

補
修

・補
強

⼯
法

に
要

求
さ

れ
る

性
能

や
要

件
を

明
確

化
す

る
。


総

合
的

な
セ

ンシ
ング

結
果

や
リス

ク評
価

に
基

づ
き、

た
め

池
の

整
備

・管
理

⼿
法

を
明

確
に

し、
適

切
な

維
持

管
理

が
可

能
とな

る
。

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

・
た

め
池

の
適

正
な

管
理

に
向

け
た

、貯
⽔

・防
災

機
能

お
よ

び
被

災
リ

ス
クの

評
価

を
迅

速
か

つ
適

正
に

⾏
う調

査
・診

断
技

術
の

開
発

。
・

豪
⾬

や
地

震
に

対
す

る
安

定
性

評
価

に
基

づ
い

た
た

め
池

の
補

修
・

補
強

⼯
法

に
要

求
され

る
性

能
や

要
件

を
明

確
化

。
・

総
合

的
な

セ
ンシ

ング
結

果
に

基
づ

い
た

た
め

池
の

強
靭

化
に

向
け

た
低

コス
ト補

修
・補

強
⼯

法
の

評
価

技
術

の
開

発
。

地
震

や
豪

⾬
に

対
す

る
た

め
池

の
機

能
診

断
、補

修
・補

強
に

係
わ

る
マ

ニュ
ア

ル
を策

定
し、

都
道

府
県

及
び

市
町

村
、た

め
池

管
理

者
に

普
及

。

⽣
産

現
場

の
課

題
⽣

産
現

場
の

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

内
容

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と
期

待
さ

れ
る

効
果

・
約

5.
5万

箇
所

の
防

災
重

点
た

め
池

の
継

続
的

な
機

能
診

断
や

防
災

対
策

等
に

適
⽤

可
能

。
・

た
め

池
の

適
正

な
リス

ク評
価

が
可

能
に

な
り、

住
⺠

の
安

全
性

が
向

上
。

・堤
体

の
陥

没
→

堤
体

の
状

況
が

不
明

で
対

策
に

⽀
障

・
防

災
重

点
た

め
池

とし
て

約
5.

5万
箇

所
が

選
定

され
た

。
・

た
め

池
管

理
者

や
市

町
村

の
担

当
者

は
、決

壊
時

の
リス

クを
認

識
して

い
る

が
、多

くの
た

め
池

は
堤

体
の

状
況

が
不

明
で

対
策

の
検

討
に

⽀
障

が
で

て
い

る
。

・
ハ

ザ
ー

ドマ
ップ

作
成

に
は

貯
⽔

容
量

、周
辺

地
形

等
の

情
報

収
集

が
必

要
だ

が
、

管
理

者
等

の
負

担
が

⼤
き

い
。

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

・周
辺

地
形

や
流

域
⾯

積
→

浸
⽔

区
域

の
設

定

・底
泥

の
堆

積
状

況
→

貯
⽔

容
量

の
把

握

・堤
体

の
状

況
→

堤
体

の
安

定
性

評
価

整
備

・管
理

⼿
法

検
討

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

統
括

官
（

⽣
産

技
術

）
室

（
03

-3
50

2-
25

49
）

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究
（

４
）

⽣
産

現
場

強
化

プ
ロ

ジ
ェク

ト
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
w

⑨
AI

等
の

活
⽤

に
よ

る
利

⽔
と治

⽔
に

対
応

した
農

業
⽔

利
施

設
の

遠
隔

監
視

・⾃
動

制
御

シ
ス

テ
ム

の
開

発
【継

続
】

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
７

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
13

（
15

）
百

万
円

⽣
産

現
場

の
課

題
⽣

産
現

場
の

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

内
容

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と
期

待
さ

れ
る

効
果

農
村

地
域

で
の

混
住

化
⼤

⾬
頻

度
の

増
⼤

農
家

⼈
⼝

の
減

少
・⾼

齢
化

管
理

中
の

⽔
路

転
落

事
故

直
近

５
年

間
で
22

件

＜
イ

メ
ー

ジ
＞


⾼

齢
化

や
混

住
化

に
よ

る
農

業
⽔

利
施

設
の

管
理

者
減

少
・管

理
⽔

準
低

下
が

安
定

的
な

施
設

機
能

の
発

揮
に

影
響

を与
え

る
恐

れ
が

あ
り、

管
理

作
業

中
の

事
故

等
の

リス
ク

や
、⼤

⾬
の

頻
発

化
等

に
よ

る
農

村
地

域
で

の
洪

⽔
氾

濫
リス

ク
が

増
⼤

して
い

る
。⾷

料
・農

業
・農

村
基

本
計

画
で

は
、農

業
⽔

利
施

設
の

点
検

・操
作

時
に

お
け

る
安

全
対

策
及

び
施

設
整

備
に

よ
る

排
⽔

対
策

を推
進

し、
⾻

太
⽅

針
20
20

で
は

、防
災

・減
災

、国
⼟

強
靱

化
へ

の
対

応
とし

て
「流

域
治

⽔
」が

位
置

付
け

られ
、⽥

ん
ぼ

ダム
、排

⽔
施

設
の

整
備

・耐
⽔

化
等

、農
業

の
多

⾯
的

機
能

の
発

揮
・活

⽤
を推

進
す

る
こと

とし
て

い
る

。


農
業

⽔
利

施
設

の
管

理
に

お
い

て
、A

I等
を

活
⽤

し、
利

⽔
と治

⽔
に

対
応

した
農

業
⽔

利
施

設
の

遠
隔

監
視

・⾃
動

制
御

技
術

の
開

発
を⾏

う。


農
業

⽔
利

施
設

の
遠

隔
監

視
・⾃

動
制

御
技

術
の

開
発

に
より

、安
定

的
な

施
設

機
能

の
発

揮
、農

業
⽔

利
施

設
の

管
理

作
業

中
の

事
故

発
⽣

リス
ク

の
低

減
、さ

らに
は

洪
⽔

時
の

施
設

の
迅

速
な

操
作

に
よ

り洪
⽔

氾
濫

リス
ク

の
低

減
が

可
能

で
あ

る
。こ

れ
らを

通
じ、

管
理

コス
トの

低
減

が
図

られ
る

。

・
⾼

齢
化

や
混

住
化

に
よ

り技
能

の
あ

る
管

理
者

が
減

少
し、

施
設

を
安

全
に

管
理

して
い

く
の

が
難

しい
。

・
⼤

⾬
が

頻
繁

に
起

こり
、農

村
地

域
で

氾
濫

被
害

が
起

こら
な

い
か

⼼
配

。

384246

35
0

40
0

45
0

50
0

H
27

H2
8

H
29

H
30

H
31

（
万

人
）

（
％

）

■
：
農

家
人

口
―

：
農

家
人

口
に
占

め
る
65
歳

以
上

の
割

合

(回
)

︓
期

間
に

わ
た

る
変

化
傾

向

50
m
m
/h
rの

降
⾬

発
⽣

回
数

(年
)

出
典

︓
気

象
庁

H
P

都
市

的
地

域
平

地
農

業
地

域
中

間
農

業
地

域
⼭

間
農

業
地

域■
：
非
農

家
■

：
農

家

(％
)

平
成

12
年

（
20

00
）

平
成

22
年

（
20

10
）

0246810

Ｈ
2
6

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

（
人

）

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

統
括

官
（

⽣
産

技
術

）
室

（
03

-3
50

2-
25

49
）

開
発

した
シ

ス
テ

ム
や

ハ
ー

ドウ
エ

ア
を

モ
デ

ル
地

区
に

導
⼊

・効
果

検
証

後
、都

道
府

県
等

地
⽅

⾃
治

体
と連

携
して

全
国

の
施

設
管

理
者

に
普

及
。

・
管

理
作

業
中

の
事

故
発

⽣
リス

クゼ
ロ。

・
農

業
⽔

利
施

設
の

迅
速

な
操

作
に

よ
り洪

⽔
氾

濫
リス

クの
低

減
。

・
管

理
に

か
か

る
コス

トの
低

減
。

・
施

設
管

理
者

に
お

け
る

「流
域

治
⽔

」へ
の

取
組

を
推

進
。

＆

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

・
利

⽔
・治

⽔
の

両
需

要
に

応
じ、

地
区

内
農

業
⽔

利
施

設
の

最
適

制
御

を
⾏

うA
I等

を
活

⽤
した

シ
ス

テ
ム

の
開

発
。

・
シ

ス
テ

ム
駆

動
に

必
要

な
地

区
内

農
業

⽔
利

施
設

の
遠

隔
監

視
デ

バ
イス

等
の

低
コス

トハ
ー

ドウ
ェア

の
開

発
。

カメ
ラや

⽔
位

計
に

よ
る

遠
隔

監
視

地
区

内
の

農
業

⽔
利

施
設

群

排
⽔

機
場

⽔
⾨

頭
⾸

⼯

末
端

⽔
⾨

AI

状
況

に
応

じた
最

適
な

施
設

操
作

を
計

算
す

る
AI

クラ
ウ

ドサ
ー

バ
ー

を
活

⽤
、シ

ス
テ

ム
維

持
管

理
費

を
削

減

管
理

者
の

遠
隔

監
視

•
施

設
毎

に
最

適
化

さ
れ

た
操

作
を

フィ
ー

ドバ
ック

•
管

理
者

の
意

⾒
も

反
映

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究
（

４
）

⽣
産

現
場

強
化

プ
ロ

ジ
ェク

ト

20



市
町

村
市

町
村

・
管

理
優

先
度

評
価

ツー
ル

の
開

発
・

森
林

誘
導

技
術

マ
ニュ

ア
ル

の
作

成意
欲

と能
⼒

の
あ

る
林

業
経

営
者

が
管

理

⽀
援

市
町

村
が

管
理

⑩
管

理
優

先
度

の
⾼

い
森

林
の

抽
出

と管
理

技
術

の
開

発
【継

続
】

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
７

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
22

（
24

）
百

万
円


平

成
31

年
4⽉

か
ら「

森
林

経
営

管
理

制
度

」が
開

始
され

、適
切

に
管

理
さ

れ
て

い
な

い
お

そ
れ

の
あ

る
森

林
に

つ
い

て
、新

た
に

市
町

村
が

管
理

を
担

うこ
と

とな
った

が
、市

町
村

の
⾏

政
処

理
能

⼒
の

範
囲

内
で

効
率

的
に

管
理

して
い

くた
め

に
は

、優
先

度
判

断
⼿

法
の

開
発

が
喫

緊
の

課
題

に
な

って
い

る
。


この

た
め

、放
置

した
こと

に
よ

る
⾃

然
災

害
の

誘
発

や
森

林
の

多
⾯

的
機

能
の

劣
化

な
どに

よ
り、

地
域

住
⺠

の
⽣

活
に

⼈
的

・物
的

損
害

が
⽣

じな
い

よ
う、

管
理

の
必

要
性

が
⾼

い
森

林
を

抽
出

し、
最

適
な

措
置

の
実

施
と管

理
コス

トを
低

減
す

る
た

め
の

技
術

を
開

発
す

る
。


本

技
術

に
よ

り、
市

町
村

が
積

極
的

に
管

理
す

べ
き

森
林

が
明

確
化

し、
限

られ
た

予
算

と⼈
員

に
お

い
て

も
⼿

⼊
れ

不
⾜

の
森

林
を

最
⼤

限
解

消
し、

防
災

・
減

災
機

能
を

始
め

とし
た

健
全

な
森

林
が

有
す

る
多

⾯
的

機
能

が
発

揮
され

る
とと

も
に

、コ
ロナ

禍
の

よ
うな

林
業

⽣
産

活
動

が
減

退
す

る
事

態
に

直
⾯

して
も

、適
時

・適
切

な
育

林
作

業
の

促
進

に
よ

り林
業

従
事

者
の

雇
⽤

維
持

・確
保

に
も

寄
与

す
る

。

・災
害

リス
ク判

定
に

必
要

な
森

林
空

間
情

報
を

把
握

す
る

技
術

の
開

発
。

・⼿
⼊

れ
不

⾜
の

森
林

の
脆

弱
性

を
客

観
的

に
評

価
す

る
技

術
の

開
発

。
・災

害
リス

ク等
を

踏
ま

え
た

管
理

優
先

度
評

価
ツー

ル
の

開
発

。
・⼭

地
災

害
に

強
い

森
づ

くり
を

誘
導

す
る

森
林

誘
導

技
術

マ
ニュ

ア
ル

の
作

成
。

市
町

村
の

担
当

職
員

や
市

町
村

を
⽀

援
す

る
森

林
総

合
監

理
⼠

等
に

成
果

物
を

導
⼊

。
活

⽤
法

等
の

説
明

会
を

開
催

。

⽣
産

現
場

の
課

題
⽣

産
現

場
の

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

内
容

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と
期

待
さ

れ
る

効
果

・⼩
規

模
・分

散
的

な
所

有
構

造
と林

業
の

低
迷

や
所

有
者

の
世

代
交

代
等

に
よ

り森
林

へ
の

関
⼼

が
薄

れ
、適

切
に

経
営

管
理

され
な

い
森

林
が

発
⽣

。
・⼿

⼊
れ

不
⾜

の
森

林
は

災
害

に
弱

く森
林

被
害

が
激

甚
化

。
・市

町
村

が
管

轄
す

る
森

林
規

模
に

対
し、

担
当

⼈
員

や
森

林
管

理
技

術
が

不
⾜

、ま
た

基
礎

的
な

森
林

情
報

の
整

備
も

不
⼗

分
。

⼿ ⼊ ो 不 ⾜ भ

過 密 林 分 ऋ

強 ⾵ प े ॉ
⾵ 倒 被 害

⼿ ⼊ ो 不 ⾜ भ

過 密 林 分 ऋ

強 ⾵ प े ॉ
⾵ 倒 被 害

適
正

⽀
援

ツー
ル

の
開

発

・
私

有
⼈

⼯
林

⾯
積

の
半

分
（

約
31

0万
ha

）
を

集
積

・集
約

化
し、

森
林

経
営

管
理

制
度

に
よ

る
適

切
な

森
づ

くり
を

実
現

。
・災

害
が

減
少

し、
安

全
安

⼼
な

地
域

環
境

の
形

成
。

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究
（

４
）

⽣
産

現
場

強
化

プ
ロ

ジ
ェク

ト

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）
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
種

⼦
⽣

産
を

担
う農

家
は

とり
わ

け
⾼

齢
化

が
著

しく
、独

特
の

⾼
度

な
栽

培
技

術
が

求
め

られ
新

規
参

⼊
が

難
しい

た
め

、後
継

者
不

⾜
とな

って
い

る
。そ

の
⼀

⽅
で

、作
期

分
散

等
の

た
め

取
り扱

う品
種

の
数

は
増

え
続

け
て

お
り、

種
⼦

⽣
産

現
場

は
慢

性
的

な
⼈

⼿
不

⾜
とな

って
い

る
。


そこ

で
、本

課
題

で
は

、⾼
純

度
・⾼

品
質

な
種

⼦
の

省
⼒

的
な

⽣
産

技
術

を
開

発
す

る
。


交

雑
防

⽌
、病

害
防

除
、異

茎
株

・罹
病

株
検

出
等

の
省

⼒
的

な
技

術
が

容
易

に
な

れ
ば

、種
⼦

⽣
産

農
家

の
負

担
が

軽
減

し、
若

⼿
農

業
者

や
新

規
事

業
者

が
種

⼦
⽣

産
に

参
⼊

しや
す

くな
り、

多
様

な
需

要
に

応
え

る
品

種
種

⼦
の

安
定

⽣
産

が
可

能
とな

る
。

⑪
品

種
多

様
性

拡
⼤

に
向

け
た

種
⼦

⽣
産

の
効

率
化

技
術

の
開

発
【継

続
】

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
６

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
18

（
20

）
百

万
円

・
真

夏
の

異
茎

株
抜

き
取

りな
ど、

異
品

種
や

病
気

の
混

⼊
を

防
ぐ作

業
が

⼤
変

︕
・

種
⼦

⽣
産

技
術

の
後

継
者

が
い

な
い

。

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

・
隔

離
栽

培
等

に
よ

る
交

雑
防

⽌
、種

⼦
伝

染
病

害
防

除
法

の
組

合
せ

、ド
ロー

ン等
を

活
⽤

した
異

茎
株

・罹
病

株
検

出
⽀

援
等

に
よ

り、
稲

・⻨
・⼤

⾖
で

省
⼒

的
な

⾼
品

質
種

⼦
⽣

産
技

術
を

開
発

。
・

発
芽

率
の

⾼
い

充
実

種
⼦

を
⽣

産
す

る
た

め
の

施
肥

・⽔
管

理
を

提
案

す
る

⽀
援

ツー
ル

を
開

発
。熟

練
者

の
技

術
が

新
規

事
業

者
に

も
継

承
可

能
。

・
種

⼦
⽣

産
効

率
化

を
実

証
。

・
地

域
の

状
況

に
合

わ
せ

た
技

術
体

系
で

省
⼒

化
を

実
証

。
・地

域
ご

とに
種

⼦
⽣

産
効

率
化

マ
ニュ

ア
ル

を
作

成
。

⽣
産

現
場

の
課

題
⽣

産
現

場
の

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

内
容

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と
期

待
さ

れ
る

効
果

・
種

⼦
⽣

産
圃

場
で

の
⾒

回
り作

業
時

間
を

50
％

削
減

。
・

異
品

種
・被

害
粒

の
混

⼊
が

な
く、

発
芽

揃
い

の
良

い
健

全
な

種
⼦

⽣
産

を
達

成
。

真
夏

の
異

茎
株

/罹
病

株
の

抜
き

取
りに

10
ア

ー
ル

あ
た

り９
時

間
必

要
。

種
子

種
子 種

子

種
子

①
隔

離
栽

培
等

に
よ

る
交

雑
防

⽌
②

種
⼦

伝
染

病
害

防
除

法
の

組
合

せ

籾
枯

れ
細

菌
病

ば
か

苗
病

④
ドロ

ー
ン等

に
よ

る
異

茎
株

/罹
病

株
の

効
率

的
検

出

隔
離

温
室

防
⾵

網

③
充

実
種

⼦
⽣

産
の

た
め

の
栽

培
管

理
⽀

援
ツー

ル
開

発
他 भ 花 粉 भ 侵 ⼊ ॑ 防 ⽌

種
子

種
子 種

子

種
子

種
子

種
子 種

子

種
子

種
子

種
子 種

子

種
子

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

産
局

穀
物

課
（

03
-6

74
4-

20
10

）

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究
（

４
）

⽣
産

現
場

強
化

プ
ロ

ジ
ェク

ト
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⑫
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

を
駆

使
した

畑
作

物
品

種
の

早
期

普
及

と効
率

的
⽣

産
シ

ス
テ

ム
の

確
⽴

【継
続

】


⼤
規
模
化
で
効
率
化
は
図
ら
れ
た
も
の
の
、
播
種

や
収
穫
作
業
が
遅
れ
が
ち
だ

..


適
期
播
種
を
可
能
と
す
る
新
品
種
や
作
付
体
系

を
開
発
し
て
ほ
し
い
。


⼤

⾖
や

⻨
類

で
は

、⼀
部

の
地

域
に

お
い

て
深

刻
な

低
収

が
問

題
に

な
って

お
り、

品
種

転
換

へ
の

要
望

が
強

い
。し

か
し、

新
品

種
へ

の
置

換
え

、普
及

に
は

、
多

⼤
な

労
⼒

と年
数

をか
け

た
試

験
の

実
施

が
不

可
⽋

で
あ

り、
営

農
条

件
の

急
速

な
⼤

規
模

化
に

対
応

した
品

種
転

換
が

進
ん

で
い

な
い

。


複
数

の
有

望
品

種
を

様
々

な
⽣

産
ほ

場
に

お
い

て
⽣

産
⼒

を
評

価
し、

同
時

に
多

数
の

セ
ン

サ
ー

を
設

置
して

網
羅

的
に

デ
ー

タ
を

取
得

。低
収

事
例

お
よ

び
多

収
事

例
を

徹
底

的
に

⽐
較

解
析

し、
地

域
の

環
境

条
件

に
最

適
な

品
種

と⾼
位

安
定

⽣
産

で
き

る
栽

培
技

術
を

短
期

間
に

最
適

化
｡


品

種
と栽

培
技

術
をパ

ッケ
ー

ジ
化

した
マ

ニュ
アル

を
作

成
。効

果
を現

場
で

実
証

し⽣
産

シ
ス

テ
ム

を確
⽴

。⻨
類

で
１

割
、⼤

⾖
で

３
割

単
収

向
上

。

選
定

品
種

が
⾼

位
安

定
⽣

産
で

き
る

栽
培

技
術

マ
ニュ

ア
ル

を
作

成
し、

普
及

指
導

員
等

と連
携

し
て

開
発

技
術

を
普

及
。

⽣
産

現
場

の
課

題
⽣

産
現

場
の

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

内
容

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と
期

待
さ

れ
る

効
果

・
新

品
種

の
導

⼊
とそ

の
性

能
を

最
⼤

限
発

揮
す

る
⽣

産
シ

ス
テ

ム
を

短
期

間
に

普
及

。⻨
類

で
１

割
、⼤

⾖
で

３
割

単
収

向
上

。
・

セ
ンシ

ング
技

術
を

駆
使

した
⾰

新
的

技
術

と
⽣

産
シ

ス
テ

ム
が

他
地

域
に

も
波

及
。

・
忙

しく
て

、播
種

や
収

穫
を

適
期

に
で

きな
い

…
。

天
候

不
順

も
あ

り、
⼤

⾖
や

⻨
類

の
収

量
が

あ
が

らな
い

。
・

地
域

に
適

した
品

種
に

転
換

して
、作

付
け

体
系

も
開

発
して

ほ
しい

。

収
量

U
p

・
セ

ンシ
ング

技
術

（
⼟

壌
⽔

分
、地

温
、空

撮
画

像
な

ど）
を

駆
使

して
、地

域
の

環
境

条
件

に
最

適
な

品
種

を
選

抜
す

る
と同

時
に

多
収

要
因

を
徹

底
的

に
解

明
して

⾼
位

安
定

栽
培

技
術

を
短

期
間

で
最

適
化

。
・

品
種

と栽
培

技
術

を
パ

ッケ
ー

ジ
化

し、
マ

ニュ
ア

ル
を

作
成

。そ
の

効
果

を
現

場
で

実
証

し、
⽣

産
シ

ス
テ

ム
を

確
⽴

。

⽔
稲

⻨

⼤
⾖

⾚
か

び
病

リス
ク

作
業

競
合

１
年

⽬
２

年
⽬

播
種

遅
延

排
⽔

不
徹

底

収
穫

遅
延

穂
発

芽

播
種

遅
延

湿
害

・雑
草

収
穫

遅
延

作
業

競
合

縞
萎

縮
病

蔓
延

２
年

３
作

体
系

で
の

低
収

要
因

セ
ンシ

ング
技

術
を

駆
使

して
、

品
種

と栽
培

法
の

セ
ット

を
短

期
間

に
最

適
化

基
幹

品
種

品
種

A収
穫

遅
延

品
質

低
下

・低
収

播
種

早
期

収
穫

が
可

能

播
種

遅
延

収
量

変
動

が
少

な
い

研
究
期
間
︓
令
和
４
年
度
〜
令
和
６
年
度

令
和
６
年
度
予
算
額
︓
18
（
20
）
百
万
円

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

産
局

穀
物

課
（

03
-6

74
4-

20
10

）

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究
（

４
）

⽣
産

現
場

強
化

プ
ロ

ジ
ェク

ト
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⑬
果

樹
等

の
幼

⽊
期

に
お

け
る

安
定

⽣
産

技
術

の
開

発
【継

続
】

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究


果

樹
の

⽣
産

現
場

で
は

、労
働

⼒
の

確
保

が
困

難
とな

る
中

、新
植

・改
植

に
よる

労
働

⽣
産

性
の

⾼
い

省
⼒

樹
形

へ
の

更
新

が
必

要
とな

って
い

る
が

、幼
⽊

期
の

枯
死

や
苗

⽊
の

供
給

不
⾜

が
ボ

トル
ネ

ック
とな

り樹
形

更
新

が
進

ん
で

い
な

い
。


そこ

で
、幼

⽊
期

の
枯

死
へ

の
対

策
技

術
と、

苗
⽊

の
安

定
⽣

産
技

術
を

開
発

す
る

。


これ
らの

技
術

に
より

、幼
⽊

期
の

⽣
育

安
定

と、
苗

⽊
の

安
定

供
給

を
実

現
し、

⽣
産

性
の

⾼
い

樹
形

へ
の

更
新

を促
進

させ
る

。

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

・果
樹

類
の

急
性

枯
死

症
状

や
凍

害
に

よ
る

幼
⽊

期
の

枯
死

に
つ

い
て

、対
策

マ
ニュ

ア
ル

を
作

成
・

公
表

し、
産

地
へ

の
迅

速
な

普
及

を
図

る
。

・苗
⽊

の
安

定
⽣

産
を

可
能

に
す

る
技

術
体

系
を

、
マ

ニュ
ア

ル
化

して
公

表
。

⽣
産

現
場

の
課

題
⽣

産
現

場
の

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

内
容

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と
期

待
さ

れ
る

効
果

・幼
⽊

期
の

枯
死

発
⽣

率
を

３
割

削
減

し、
労

働
⽣

産
性

の
⾼

い
省

⼒
樹

形
へ

の
更

新
を

促
進

。
・良

質
な

苗
⽊

の
⽣

産
効

率
を

２
割

向
上

し、
安

定
した

苗
⽊

供
給

を
可

能
に

。

・モ
モ

急
性

枯
死

症
、ナ

シ
さび

⾊
胴

枯
病

等
の

果
樹

の
幼

⽊
期

に
発

⽣
す

る
急

性
枯

死
症

状
に

つ
い

て
、発

⽣
要

因
の

解
明

と診
断

法
の

開
発

等
を

⾏
い

、被
害

軽
減

を
可

能
とす

る
対

策
技

術
を

開
発

。
・幼

⽊
期

の
成

育
阻

害
要

因
の

⼀
つ

とな
る

、凍
害

の
発

⽣
に

つ
い

て
、そ

の
発

⽣
要

因
や

多
発

す
る

環
境

条
件

を
解

明
す

る
とと

も
に

、
対

策
技

術
を

開
発

。
・挿

し⽊
の

発
根

率
や

接
ぎ

⽊
の

活
着

率
の

向
上

技
術

、良
質

苗
の

安
定

⽣
産

技
術

等
、苗

⽊
の

安
定

⽣
産

技
術

を
開

発
。

凍
害

に
よ

る
幼

⽊
の

枯
死

（
くり

）

急
性

枯
死

症
対

策
発

⽣
要

因
解

明
対

策
技

術

凍
害

対
策

多
発

条
件

解
明

対
策

技
術

苗
⽊

の
安

定
⽣

産
技

術

幼
⽊

・苗
⽊

の
安

定
⽣

産
技

術
急

性
枯

死
症

に
よる

枯
死

（
も

も
）

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
６

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
25

（
28

）
百

万
円

・新
植

・改
植

に
よ

り⽣
産

性
の

⾼
い

省
⼒

樹
形

を
導

⼊
した

い
が

、病
害

や
凍

害
に

よる
幼

⽊
期

の
枯

死
が

⼼
配

。
・密

植
に

よ
る

早
期

成
園

化
の

た
め

に
は

、⼤
量

の
苗

⽊
が

必
要

だ
が

、挿
し⽊

に
よ

る
台

⽊
の

増
殖

や
、接

ぎ
⽊

の
活

着
率

が
苗

⽊
の

⽣
産

効
率

の
阻

害
要

因
とな

って
お

り、
突

発
的

な
苗

⽊
需

要
へ

の
対

応
が

困
難

。

（
４

）
⽣

産
現

場
強

化
プ

ロ
ジ

ェク
ト

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

産
局

果
樹

・茶
グ

ル
ー

プ
（

03
-3

50
2-

59
57

）
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開
発

した
技

術
に

つ
い

て
、⾃

動
⾞

・農
機

メー
カー

等
と連

携
して

、全
国

の
畜

産
農

家
に

普
及

。

⑭
⼤

規
模

飼
料

⽣
産

体
系

に
お

け
る

収
穫

作
業

の
⼈

⼿
不

⾜
に

対
応

す
る

技
術

開
発

【継
続

】


近
年

、牧
草

・飼
料

作
物

の
収

穫
現

場
で

は
熟

練
オ

ペ
レー

ター
の

⼈
⼿

不
⾜

が
著

しく
、収

穫
機

と運
搬

⽤
トラ

ック
を

併
⾛

させ
る

運
転

技
術

が
必

要
な

組
み

作
業

の
実

施
が

困
難

に
な

りつ
つ

あ
る

。


そこ
で

、新
⼈

オ
ペ

レー
ター

で
も

収
穫

組
み

作
業

へ
の

参
加

を可
能

とす
る

た
め

、牧
草

及
び

飼
料

作
物

の
収

穫
作

業
に

お
い

て
、収

穫
機

と併
⾛

す
る

運
搬

⽤
トラ

ック
の

運
転

⽀
援

シ
ス

テ
ム

を
開

発
す

る
。


開

発
した

⽀
援

シ
ス

テ
ム

に
よ

り、
酪

農
お

よび
コン

トラ
クタ

ー
の

⼈
⼿

不
⾜

を解
消

し、
適

期
収

穫
に

よる
牧

草
品

質
・収

量
の

向
上

で
経

営
の

安
定

化
を

実
現

す
る

。

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

作
業

機
間

の
相

対
位

置
を

表
⽰

す
る

デ
バ

イス
を

⾼
度

化
し、

起
伏

の
あ

る
草

地
に

お
い

て
も

、収
穫

機
と正

確
に

併
⾛

を可
能

とす
る

運
搬

⽤
トラ

ック
の

運
転

⽀
援

シ
ス

テ
ム

を
開

発
。

⽣
産

現
場

の
課

題
⽣

産
現

場
の

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

内
容

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と
期

待
さ

れ
る

効
果

⼤
規

模
か

つ
分

散
して

い
る

草
地

・飼
料

畑
。

熟
練

オ
ペ

レ
ー

ター
の

不
⾜

か
ら、

適
期

収
穫

が
困

難
。

※
組

み
作

業
で

熟
練

オ
ペ

レー
ター

を要
す

る
理

由
１

．
飼

料
収

穫
に

お
け

る
トラ

ック
伴

⾛
は

併
⾛

〜
斜

め
後

⽅
の

位
置

で
正

確
な

相
対

距
離

を
保

つ
必

要
。

２
．

草
地

は
凹

凸
が

多
い

が
、そ

の
よう

な
場

合
で

も
適

切
な

位
置

関
係

を保
つ

た
め

の
技

術
が

必
要

。

牧
草

収
穫

の
組

み
作

業
の

様
⼦

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
畜

産
局

飼
料

課
（

03
-6

74
4-

23
99

）

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
６

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
38

（
42

）
百

万
円

・酪
農

分
野

は
⾼

齢
化

が
進

み
、熟

練
した

オ
ペ

レ
ー

ター
が

不
⾜

。
・収

穫
作

業
が

集
中

す
る

た
め

、運
転

ドラ
イバ

ー
が

不
⾜

し、
適

期
収

穫
が

困
難

。

運
転

⽀
援

シ
ス

テ
ム

を
搭

載
した

運
搬

⽤
トラ

ック

・新
⼈

オ
ペ

レ
ー

ター
で

も
収

穫
作

業
に

参
加

可
能

とな
り、

⼈
⼿

不
⾜

が
解

消
され

る
。

・適
期

収
穫

が
可

能
とな

る
こと

で
、牧

草
収

量
が

10
％

増
加

し、
畜

産
農

家
の

経
営

強
化

に
貢

献
。

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究
（

４
）

⽣
産

現
場

強
化

プ
ロ

ジ
ェク

ト
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⑮
省

⼒
的

か
つ

経
済

的
効

果
の

⾼
い

野
⽣

⿃
獣

侵
⼊

防
⽌

技
術

の
開

発
【継

続
】


近

年
、農

⼭
村

地
域

に
お

け
る

⾼
齢

化
等

を
背

景
とす

る
⿃

獣
害

対
策

の
担

い
⼿

の
減

少
や

侵
⼊

防
⽌

柵
の

⽼
朽

化
に

伴
い

、柵
の

設
置

や
定

期
的

な
⾒

回
り、

補
修

等
の

維
持

管
理

が
作

業
・コ

ス
トの

両
⾯

で
⼤

き
な

負
担

とな
って

い
る

。ま
た

、近
年

普
及

しつ
つ

あ
る

果
樹

の
低

樹
⾼

栽
培

等
、省

⼒
型

の
⽣

産
技

術
体

系
に

対
応

した
⿃

獣
の

侵
⼊

防
⽌

技
術

の
開

発
が

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

。


そこ
で

、⿃
獣

侵
⼊

防
⽌

対
策

の
省

⼒
化

・低
コス

ト化
を

進
め

る
た

め
、安

価
で

軽
量

か
つ

耐
久

性
の

⾼
い

資
材

を
⽤

い
た

柵
、⾼

齢
者

で
も

容
易

に
取

り
扱

え
る

簡
易

補
修

技
術

、低
樹

⾼
栽

培
さ

れ
た

果
樹

園
に

お
け

る
中

型
獣

類
の

侵
⼊

防
⽌

技
術

等
を

開
発

す
る

。


開
発

した
技

術
に

よ
り、

地
域

に
お

け
る

侵
⼊

防
⽌

対
策

の
維

持
・向

上
が

可
能

とな
り、

持
続

的
な

⿃
獣

被
害

の
低

減
化

を
実

現
す

る
。

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

⽣
産

現
場

の
課

題
⽣

産
現

場
の

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

内
容

社
会

実
装

の
進

め
⽅

と
期

待
さ

れ
る

効
果

・
柵

の
設

置
や

維
持

管
理

に
係

る
作

業
時

間
及

び
コス

トを
各

２
割

削
減

。
・

持
続

的
な

⿃
獣

被
害

の
低

減
化

。
・

農
林

業
の

発
展

、農
⼭

村
地

域
の

振
興

。

イノ
シ

シ
に

よ
る

イネ
被

害

・
柵

の
設

置
コス

トや
⾼

齢
者

に
よ

る
柵

の
維

持
管

理
が

⼤
変

。
・

柵
の

⽼
朽

化
や

、低
樹

⾼
栽

培
の

果
樹

へ
の

ア
ライ

グ
マ

に
よ

る
⾷

害
も

問
題

に
な

って
い

る
。

補
修

が
必

要
な

柵
下

部
の

破
損

⼤
⼈

数
で

の
柵

の
設

置
作

業

普
及

指
導

員
や

市
町

村
等

と連
携

し、
省

⼒
化

・
低

コス
ト化

を
可

能
とす

る
⿃

獣
侵

⼊
防

⽌
技

術
を

取
りま

とめ
た

マ
ニュ

ア
ル

を
全

国
に

普
及

。

【簡
易

補
修

技
術

の
開

発
】

ワ
イヤ

ー
メッ

シ
ュ

柵
下

部
の

破
損

ラバ
ー

や
樹

脂
製

等
、

軽
量

資
材

で
柵

下
部

を
L字

型
に

カバ
ー ［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
６

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
13

（
14

）
百

万
円

・
補

修
・更

新
の

判
断

に
必

要
な

既
設

の
柵

等
の

強
度

や
耐

久
性

等
の

評
価

⼿
法

及
び

⾼
齢

者
で

も
容

易
に

取
り扱

え
る

簡
易

補
修

技
術

の
開

発
。

・
安

価
で

軽
量

・耐
久

性
の

⾼
い

資
材

を
⽤

い
た

柵
の

開
発

及
び

効
果

的
な

設
置

・管
理

⼿
法

の
開

発
。

・
リン

ゴ
等

果
樹

の
省

⼒
型

の
⽣

産
技

術
体

系
に

対
応

した
ア

ライ
グ

マ
等

中
型

獣
類

の
侵

⼊
防

⽌
技

術
の

開
発

。
・

⿃
獣

の
侵

⼊
防

⽌
や

柵
の

管
理

作
業

軽
減

の
効

果
を

⾼
め

た
柵

シ
ス

テ
ム

の
開

発
。

【通
電

性
を

向
上

させ
た

電
気

柵
シ

ス
テ

ム
の

開
発

】

電
気

柵
の

基
礎

部
分

に
通

電
性

が
⾼

い
鉄

鋼
ス

ラグ
等

を
利

⽤

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
現

場
ニ

ー
ズ

対
応

型
研

究
（

４
）

⽣
産

現
場

強
化

プ
ロ

ジ
ェク

ト
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３
⾰

新
的

環
境

研
究

【継
続

】
＜

対
策

の
ポ

イ
ン

ト＞
○

⽊
材

の
輸

出
⼊

時
の

防
疫

⼿
法

は
臭

化
メ

チ
ル

くん
蒸

処
理

が
未

だ
に

主
流

で
あ

る
が

、国
際

植
物

防
疫

条
約

（
IP

PC
）

で
は

、薬
剤

使
⽤

の
低

減
が

可
能

とな
る

シ
ス

テ
ム

ズ
ア

プ
ロ

ー
チ

へ
の

移
⾏

が
求

め
られ

て
い

る
こと

か
ら、

最
新

の
国

際
的

な
議

論
に

即
した

国
家

間
の

病
害

⾍
移

動
リス

ク
緩

和
⼿

法
を

構
築

す
る

。
○

化
学

農
薬

等
の

使
⽤

に
よ

る
環

境
負

荷
か

ら⽣
態

系
サ

ー
ビス

を
保

全
す

る
た

め
に

、⽣
態

系
サ

ー
ビス

の
定

量
技

術
を

開
発

し、
化

学
農

薬
使

⽤
量

の
低

減
に

貢
献

す
る

。

＜
政

策
⽬

標
＞

○
⽊

材
の

国
際

移
動

に
関

す
る

シ
ス

テ
ム

ズ
ア

プ
ロ

ー
チ

の
取

組
み

⽅
お

よ
び

外
来

病
害

⾍
の

侵
⼊

リス
ク

が
⾼

い
国

か
らの

⽊
材

輸
⼊

に
必

要
な

措
置

に
関

す
る

マ
ニ

ュア
ル

を
作

成
す

る
。

[令
和

10
年

度
ま

で
]

○
農

業
が

⽣
物

多
様

性
か

ら享
受

す
る

⽣
態

系
サ

ー
ビス

の
うち

、野
⽣

昆
⾍

類
に

よ
る

送
粉

機
能

及
び

⼟
着

天
敵

類
に

よ
る

病
害

⾍
防

除
機

能
の

それ
ぞ

れ
を

⾼
精

度
か

つ
効

率
的

に
評

価
で

き
る

技
術

を
開

発
す

る
。[

令
和

９
年

度
ま

で
]

＜
事

業
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
事

業
の

内
容

＞

１
．

⽇
本

と⽊
材

輸
出

相
⼿

国
の

樹
⽊

を
外

来
病

害
⾍

か
ら護

る
複

合
リス

ク
緩

和
⼿

法
の

開
発

（
新

規
）

•
病

害
⾍

の
モ

ニ
タ

リン
グ

⼿
法

や
植

栽
か

ら輸
送

ま
で

の
病

害
⾍

移
動

リス
ク

評
価

⼿
法

の
開

発
や

、臭
化

メ
チ

ル
使

⽤
を

代
替

す
る

熱
処

理
や

代
替

薬
剤

の
効

果
の

検
証

、
侵

⼊
した

外
来

病
害

⾍
の

侵
⼊

経
路

の
解

明
を

実
施

２
．

農
業

⽣
産

に
不

可
⽋

な
⽣

態
系

サ
ー

ビス
の

効
率

的
な

評
価

技
術

の
開

発
（

継
続

）
・

農
業

が
⽣

物
多

様
性

か
ら享

受
す

る
⽣

態
系

サ
ー

ビス
を

簡
便

・⾼
精

度
・効

率
的

に
評

価
す

る
た

め
の

モ
ニタ

リン
グ

技
術

や
検

出
技

術
を

開
発

この
ほ

か
、継

続
して

９
課

題
を

実
施

。

国
⺠

間
団

体
等

※
委

託
＜

事
業

の
流

れ
＞

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進

【令
和

６
年

度
予

算
額

︓
63
7（

65
4）

百
万

円
】

１
．

⽇
本

と⽊
材

輸
出

相
⼿

国
の

樹
⽊

を
外

来
病

害
⾍

か
ら護

る
複

合
リス

ク
緩

和
⼿

法
の

開
発

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）

※
公

設
試

・⼤
学

を含
む

。

⾰
新

的
環

境
研

究

オ
ゾ

ン層
抑

え
込

み
が

難
しい

外
来

種
被

害
が

続
発

病
害

⾍
フリ

ー
⽊

材
の

輸
出

シ
ス

テ
ム

構
築

病
害

⾍
侵

⼊
を

防
ぐ

網
の

ほ
ころ

び
を

補
修

ど
こ
か

ら
ど
う
来

た
？

２
．

農
業

⽣
産

に
不

可
⽋

な
⽣

態
系

サ
ー

ビス
の

効
率

的
な

評
価

技
術

の
開

発

②
⼟

着
天

敵
類

の
検

出
・空

気
や

⽔
、⼟

壌
等

を
収

集
・⽣

息
⽣

物
の

痕
跡

検
出

①
野

⽣
送

粉
昆

⾍
類

の
モ

ニタ
リン

グ
・カ

メラ
を

圃
場

に
設

置
・A

I等
を

⽤
い

て
動

画
像

解
析

⽬
視

に
よ

らな
い

⾼
精

度
分

析
の

実
現

臭
化

メチ
ル

は
⼤

気
へ

放
出
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①
農

業
⽣

産
に

不
可

⽋
な

⽣
態

系
サ

ー
ビス

の
効

率
的

な
評

価
技

術
の

開
発

【継
続

】

研
究

期
間

︓
令

和
５

年
度

〜
令

和
９

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
27

（
30

）
百

万
円


⽣

産
者

・⽣
産

団
体

や
地

⽅
公

共
団

体
に

お
い

て
、化

学
農

薬
の

使
⽤

等
の

環
境

負
荷

を低
減

し、
⽣

物
多

様
性

の
保

全
を打

ち
出

した
農

産
物

を
ブ

ラン
ド化

す
る

取
組

が
広

まり
つ

つ
あ

る
。


⼀

⽅
、⽣

物
多

様
性

保
全

効
果

を評
価

す
る

た
め

の
労

⼒
や

コス
トを

⼗
分

に
確

保
で

きな
い

こと
が

課
題

に
な

って
い

る
。さ

らな
る

取
組

拡
⼤

に
向

け
て

簡
便

な
評

価
技

術
の

開
発

が
求

め
られ

て
い

る
。


そこ

で
、農

業
が

⽣
物

多
様

性
か

ら受
け

る
恩

恵
（

⽣
態

系
サ

ー
ビス

）
の

うち
、①

野
⽣

昆
⾍

類
に

よ
る

送
粉

機
能

や
②

⼟
着

天
敵

類
に

よ
る

病
害

⾍
防

除
機

能
を

⾼
精

度
か

つ
効

率
的

に
評

価
で

きる
技

術
を開

発
し、

環
境

負
荷

低
減

に
対

す
る

取
組

を
推

進
す

る
。

⽬
標

達
成

に
向

け
た

現
状

と課
題

必
要

な
研

究
内

容
社

会
実

装
の

進
め

⽅
と期

待
さ

れ
る

効
果

（
「み

どり
の

⾷
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

」K
PI

達
成

へ
の

貢
献

）

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
⾰

新
的

環
境

研
究

⽣
産

者
・⽣

産
団

体

環
境

負
荷

低
減

に
対

す
る

取
組

を
評

価
して

ほ
しい

環
境

負
荷

を
低

減
した

農
業

に
対

す
る

評
価

体
系

が
⼗

分
で

は
な

い
。

環
境

負
荷

低
減

に
対

す
る

取
組

を
推

進
・拡

⼤
した

い
環

境
負

荷
を

低
減

した
農

業
を

拡
⼤

し
た

い
が

効
果

検
証

す
る

余
裕

が
な

い
。

（
１

）
化

学
農

薬
低

減
に

資
す

る
環

境
負

荷
低

減
プ

ロ
ジ

ェク
ト

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）

〇
普

及
⽀

援
組

織
と連

携
し、

⽣
態

系
サ

ー
ビス

を
定

量
す

る
技

術
を

全
国

に
普

及
。

〇
⽣

態
系

サ
ー

ビス
の

簡
便

・⾼
精

度
な

評
価

技
術

の
開

発
①

果
樹

や
果

菜
類

の
送

粉
機

能
を

担
う野

⽣
昆

⾍
類

を
動

画
像

とA
I等

を
組

み
合

わ
せ

、モ
ニタ

リン
グ

す
る

技
術

の
開

発
。

②
農

地
の

病
害

⾍
防

除
機

能
を

担
う⼟

着
天

敵
類

を
空

気
や

⽔
、⼟

壌
等

の
環

境
中

に
含

ま
れ

る
DN

Aか
ら

検
出

す
る

技
術

の
開

発
。

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

地
⽅

公
共

団
体

環
境

負
荷

を
低

減
した

農
産

物
に

対
す

る
需

要
の

⾼
ま

り
環

境
に

や
さし

い
農

産
物

で
あ

れ
ば

多
少

⾼
額

で
も

購
⼊

した
い

。
消

費
者

①
野

⽣
送

粉
昆

⾍
類

の
モ

ニタ
リン

グ
・カ

メラ
を

圃
場

に
設

置
・A

I等
を

⽤
い

て
動

画
像

解
析

②
⼟

着
天

敵
類

の
検

出
・空

気
や

⽔
、⼟

壌
等

を
収

集
・⽣

息
⽣

物
の

痕
跡

検
出

⼟
着

天
敵

類
の

検
出

野
⽣

送
粉

昆
⾍

類
の

モ
ニタ

リン
グ

⽬
視

に
よ

らな
い

⾼
精

度
分

析
の

実
現

環
境

負
荷

を
低

減
した

農
産

物
の

⽣
産

拡
⼤

環
境

負
荷

を
低

減
した

農
産

物
の

消
費

拡
⼤

化
学

農
薬

使
⽤

量
の

低
減

需
要

と供
給

が
⼀

致

【課
題

】
消

費
者

に
よ

る
需

要
と⽣

産
者

・⽣
産

団
体

や
地

⽅
公

共
団

体
に

よ
る

供
給

が
⼀

致
して

い
な

い
。

〇
環

境
負

荷
を

低
減

した
農

業
の

取
組

を
拡

⼤
。

〇
20

30
年

化
学

農
薬

使
⽤

量
（

リス
ク

換
算

）
を

10
％

低
減

す
る

こと
に

貢
献

。
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○
⽔

稲
病

害
⾍
15

種
以

上
の

ピン
ポ

イン
ト発

⽣
予

測
⼿

法
を確

⽴
○

ピン
ポ

イン
ト発

⽣
予

測
を

⽣
産

者
に

提
供

す
る

病
害

⾍
予

報
の

社
会

実
装

研
究

内
容

期
待

さ
れ

る
効

果

背
景

と⽬
的

到
達

⽬
標

○
主

要
な

⽔
稲

病
害

⾍
の

ピ
ン

ポ
イ

ン
ト発

⽣
予

測
⼿

法
の

開
発

ー
IC
T技

術
に

よ
り病

害
⾍

の
発

⽣
を

早
期

か
つ

精
密

に
予

測

○
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト発
⽣

予
測

の
迅

速
な

提
供

技
術

の
開

発
ー

⽣
産

者
が

ア
プ

リケ
ー

シ
ョン

を
通

して
病

害
⾍

発
⽣

リス
クを

随
時

把
握

で
き

る
技

術
基

盤
を構

築


担

い
⼿

の
減

少
や

⾼
齢

化
に

よ
り、

病
害

⾍
の

防
除

は
化

学
農

薬
の

散
布

に
依

存
せ

ざ
る

を
得

な
い

の
が

現
状

。我
が

国
の

耕
作

⾯
積

あ
た

りの
農

薬
散

布
量

は
10

ア
ー

ル
あ

た
り1

.2
kg

で
主

要
な

先
進

国
中

で
突

出
して

⾼
く、

⽣
産

者
も

10
ア

ー
ル

あ
た

り1
万

円
ほ

どの
農

業
薬

剤
費

を
⽀

出
。


化

学
農

薬
の

使
⽤

量
を

削
減

す
る

た
め

に
は

、病
害

⾍
の

発
⽣

状
況

に
応

じて
散

布
の

要
否

を
適

切
に

判
断

す
る

こと
が

重
要

。


適
時

・適
切

な
化

学
農

薬
の

散
布

を
実

現
す

る
た

め
、I

CT
技

術
に

よ
り⻑

期
気

象
予

報
や

圃
場

の
リモ

ー
トセ

ンシ
ング

デ
ー

タ等
か

ら病
害

⾍
の

発
⽣

を
ピン

ポ
イン

トで
予

測
し、

迅
速

に
⽣

産
者

に
通

知
す

る
病

害
⾍

予
報

技
術

を
開

発
。

適
時

・適
切

か
つ

省
⼒

的
な
IP
M

技
術

の
確

⽴
に

よ
り、

⽔
稲

の
化

学
農

薬
の

使
⽤

量
を
2割

削
減

散
布

は
必

要
な

とき
だ

け
︕

②
省

⼒
的

な
IP

M
を

実
現

す
る

病
害

⾍
予

報
技

術
の

開
発

【継
続

】

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
８

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
65

（
72

）
百

万
円

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
（

１
）

化
学

農
薬

低
減

に
資

す
る

環
境

負
荷

低
減

プ
ロ

ジ
ェク

ト
⾰

新
的

環
境

研
究 ［

お
問

い
合

わ
せ

先
］

農
林

⽔
産

技
術

会
議

事
務

局
研

究
開

発
官

（
基

礎
・基

盤
、環

境
）

室
（

03
-3

50
2-

05
36

）

圃
場

の
病

害
⾍

発
⽣

リス
ク

⽣
産

者
の

圃
場

に
お

け
る

⽔
稲

の
主

要
な

病
害

⾍
の

発
⽣

リス
クが

通
知

され
る
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①
⽇

本
全

国
の

林
地

の
林

業
採

算
性

マ
トリ

ク
ス

評
価

技
術

の
開

発
【継

続
】

研
究

期
間

︓
令

和
５

年
度

〜
令

和
９

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
40

（
44

）
百

万
円


森

林
の

炭
素

吸
収

量
を

回
復

す
る

た
め

、成
⻑

が
鈍

化
した

⾼
齢

林
を

伐
採

（
主

伐
）

し成
⻑

に
優

れ
た

エ
リー

トツ
リー

等
を

植
栽

（
再

造
林

）
す

る
こと

が
求

め
られ

て
お

り、
エ

リー
トツ

リー
等

の
苗

⽊
の

活
⽤

割
合

を
20

50
年

ま
で

に
90

％
以

上
に

⾼
め

る
こと

が
⽬

標
とさ

れ
て

い
る

。


これ
に

向
け

、⻑
期

的
な

林
業

採
算

性
に

基
づ

い
た

林
地

の
選

別
が

重
要

で
あ

り、
採

算
性

の
⾼

い
林

地
で

の
主

伐
・再

造
林

の
推

進
、採

算
性

の
低

い
林

地
で

の
広

葉
樹

林
等

へ
の

林
種

転
換

に
よ

って
、⽇

本
全

国
の

⼈
⼯

林
を

「⽊
材

⽣
産

機
能

と公
益

的
機

能
が

バ
ラン

ス
した

森
林

」に
誘

導
す

る
必

要
が

あ
る

。


現
在

あ
る

⼈
⼯

林
を

主
伐

・再
造

林
した

場
合

、将
来

に
わ

た
る

林
業

採
算

性
と炭

素
吸

収
量

等
を

予
測

す
る

ツ
ー

ル
を

開
発

す
る

。

•
気

象
条

件
や

⼟
壌

条
件

等
、成

⻑
に

優
れ

た
エ

リー
トツ

リー
等

の
活

⽤
に

最
適

な
⽴

地
や

林
種

転
換

等
が

可
能

な
⽴

地
条

件
を

解
明

し、
エ

リー
トツ

リー
等

造
林

樹
種

の
⻑

期
的

成
⻑

を
⽴

地
要

因
か

ら予
測

す
る

技
術

の
開

発
。

•
林

道
分

布
等

の
地

利
的

要
因

を
整

理
し、

⽴
地

要
因

と地
理

的
要

因
との

マ
トリ

クス
評

価
に

よ
って

、将
来

に
わ

た
る

⼈
⼯

林
の

林
業

採
算

性
と炭

素
吸

収
量

等
を

予
測

す
る

ツ
ー

ル
の

開
発

。

•
国

や
県

を
通

じて
、市

町
村

や
林

業
事

業
体

等
に

開
発

した
ツ

ー
ル

の
提

供
、森

林
GI

Sへ
の

実
装

、林
種

転
換

技
術

の
普

及
。

⽬
標

達
成

に
向

け
た

現
状

と課
題

必
要

な
研

究
内

容
社

会
実

装
の

進
め

⽅
と期

待
さ

れ
る

効
果

（
「み

どり
の

⾷
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

」K
PI

達
成

へ
の

貢
献

）

•
再

造
林

率
を

3〜
4割

→
7割

以
上

に
拡

⼤
。

•
20

30
年

エ
リー

トツ
リー

等
の

活
⽤

割
合

30
％

に
貢

献
。

•
森

林
吸

収
量

20
30

年
⽬

標
約

3,
80

0万
CO

2ト
ン達

成
に

貢
献

。
•

森
林

の
炭

素
クレ

ジ
ット

や
ES

G投
資

の
促

進
。

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
⾰

新
的

環
境

研
究

︖

主
伐

再
造

林

広
葉

樹
林

⼈
⼯

林
⾃

然
条

件
気

象
要

因
⽔

分
条

件
⼟

壌
型

な
ど

社
会

条
件

林
道

距
離

消
費

地
距

離
⽊

材
価

格
な

ど

森
林

の
最

適
配

置

（
２

）
森

林
・林

業
に

お
け

る
未

利
⽤

資
源

活
⽤

プ
ロ

ジ
ェク

ト

•主
伐

・再
造

林
は

どこ
で

や
る

︖
林

業
採

算
性

を
評

価
す

る
技

術
（

林
地

の
選

別
⼿

法
）

が
必

要
。

•広
葉

樹
林

等
へ

の
転

換
は

どこ
で

や
る

︖
林

種
転

換
が

可
能

な
⽴

地
の

解
明

が
必

要
。

•森
林

へ
の

投
資

を
呼

び
込

む
に

は
︖

⻑
期

的
な

林
業

採
算

性
に

加
え

て
炭

素
吸

収
量

等
の

予
測

ツー
ル

が
必

要
。

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）
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
国

産
針

葉
樹

の
需

要
拡

⼤
に

向
け

て
⽊

材
加

⼯
業

か
ら発

⽣
す

る
端

材
・お

が
くず

等
の

利
⽤

が
進

む
中

、樹
⽪

の
利

⽤
は

遅
れ

て
い

る
とこ

ろ
。


針

葉
樹

樹
⽪

の
４

割
を

占
め

る
フェ

ノー
ル

性
化

合
物

は
、化

⽯
資

源
由

来
の

樹
脂

原
料

等
の

代
替

品
とし

て
活

⽤
可

能
。


針

葉
樹

樹
⽪

は
、⾹

料
等

の
⾼

付
加

価
値

物
質

とし
て

利
⽤

可
能

な
テ

ル
ペ

ン
等

有
⽤

物
質

を
多

く含
有

。


建
材

に
利

⽤
で

き
る

⽊
材

か
ら取

り出
した

セ
ル

ロー
ス

・リ
グ

ニン
や

⾷
料

に
利

⽤
で

き
る

デ
ンプ

ン起
源

の
ブ

ドウ
糖

を
原

料
とす

る
も

の
に

⽐
べ

て
よ

り地
球

に
や

さ
しい

（
エ

シ
カ

ル
）

製
品

素
材

を
提

供
。

背
景

と⽬
的

研
究

内
容

到
達

⽬
標

期
待

さ
れ

る
効

果

○
樹

種
間

、産
地

間
、季

節
等

で
変

動
す

る
国

産
針

葉
樹

の
樹

⽪
含

有
成

分
の

化
学

特
性

を解
明

○
⼯

業
原

料
とし

て
安

定
供

給
す

る
た

め
に

必
要

な
樹

⽪
含

有
成

分
の

⾼
効

率
分

離
・回

収
法

を
開

発
○

樹
⽪

成
分

を
原

料
とす

る
新

規
素

材
を

開
発

未
利

⽤
樹

⽪
資

源
の

⾼
度

利
⽤

に
よ

りC
O
2排

出
削

減
効

果
の

最
⼤

化
を

図
る

○
20

50
ネ

ット
ゼ

ロ
・エ

ミッ
シ

ョン
達

成
に

寄
与

○
国

産
材

の
総

合
的

な
成

分
利

⽤
に

よ
る

林
業

・林
産

業
の

成
⻑

産
業

化
と地

域
の

活
性

化
○

あ
らた

な
エ

シ
カ

ル
製

品
素

材
（

エ
シ

カ
ル

プ
ラ

ス
チ

ック
等

）
の

普
及

を
通

じた
低

環
境

負
荷

社
会

へ
の

消
費

者
の

⾏
動

変
容

の
喚

起

○
あ

らた
な

エ
シ

カ
ル

製
品

素
材

を
2つ

以
上

創
出

○
樹

⽪
の

利
⽤

拡
⼤

に
よ

る
国

産
針

葉
樹

の
総

合
利

⽤
の

推
進

○
樹

種
間

、産
地

間
で

異
な

る
樹

⽪
利

⽤
法

の
開

発
に

よ
る

地
域

資
源

に
対

応
した

産
業

の
育

成

物
理
的
変
換

成
分
抽
出

針
葉
樹
の
素
材
⽣
産
量
の

１
〜
２
割
に
相
当
す
る
樹

⽪
を
有
効
活
⽤

多
様
な
フ
ェ
ノ
ー
ル
成
分

テ
ル
ペ
ン
類

エ
シ
カ
ル
製
品
素
材
の
提
供

②
針

葉
樹

樹
⽪

の
エ

シ
カ

ル
プ

ラ
ス

チ
ック

等
へ

の
原

料
化

【継
続

】
農

林
⽔

産
研

究
の

推
進

⾰
新

的
環

境
研

究
研

究
期

間
︓

令
和

４
年

度
〜

令
和

８
年

度
令

和
６

年
度

予
算

額
︓

28
（

31
）

百
万

円
（

２
）

森
林

・林
業

に
お

け
る

未
利

⽤
資

源
活

⽤
プ

ロ
ジ

ェク
ト

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）

テ
ル
ペ
ン
類

⾹
料
等

フ
ェ
ノ
ー
ル
類

樹
脂
原
料
等

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
素
材
等

（
⽣
分
解
性
素
材
）
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オ
ゾ

ン層

①
⽇

本
と⽊

材
輸

出
相

⼿
国

の
樹

⽊
を

外
来

病
害

⾍
か

ら護
る

複
合

リス
ク

緩
和

⼿
法

の
開

発
【新

規
】


⽊

材
の

輸
出

⼊
時

の
防

疫
⼿

法
は

臭
化

メ
チ

ル
くん

蒸
処

理
が

未
だ

に
主

流
で

あ
る

が
、オ

ゾ
ン層

破
壊

物
質

とし
て

モ
ント

リオ
ー

ル
議

定
書

で
使

⽤
に

制
限

が
あ

る
。


⼀

⽅
、近

く発
効

が
⾒

込
ま

れ
て

い
る

国
際

植
物

防
疫

条
約

（
IP

PC
）

の
⽊

材
の

国
際

移
動

に
関

す
る

附
属

書
で

は
、く

ん
蒸

等
の

薬
剤

使
⽤

の
低

減
が

可
能

な
⽊

材
⽣

産
の

各
段

階
に

お
け

る
病

害
⾍

移
動

の
リス

ク評
価

に
基

づ
くシ

ス
テ

ム
ズ

ア
プ

ロ
ー

チ
へ

の
移

⾏
が

求
め

られ
て

い
る

。


この
た

め
、我

が
国

に
お

け
る

⽊
材

の
国

際
移

動
に

関
す

る
シ

ス
テ

ム
ズ

ア
プ

ロー
チ

を
確

⽴
す

る
とと

も
に

、外
来

病
害

⾍
の

さら
な

る
侵

⼊
を

防
ぐ管

理
対

策
技

術
を

体
系

化
す

る
こと

で
、⽊

材
の

輸
出

⼊
時

の
国

家
間

の
病

害
⾍

移
動

リス
ク

を
緩

和
す

る
。

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

科
学

的
な

エ
ビデ

ンス
を

積
み

重
ね

、最
新

の
国

際
的

な
議

論
に

即
した

国
家

間
の

病
害

⾍
移

動
リス

ク
緩

和
⼿

法
を

構
築

①
国

内
の

病
害

⾍
モ

ニタ
リン

グ
⼿

法
や

植
栽

、育
林

、伐
採

、輸
送

な
どの

各
段

階
の

病
害

⾍
移

動
リス

ク
評

価
⼿

法
の

開
発

や
臭

化
メチ

ル
の

使
⽤

を
代

替
す

る
熱

処
理

や
代

替
薬

剤
の

効
果

検
証

に
よ

る
⽊

材
の

輸
出

時
に

利
⽤

可
能

な
シ

ス
テ

ム
ズ

ア
プ

ロ
ー

チ
を

確
⽴

②
外

来
病

害
⾍

の
侵

⼊
経

路
を

分
析

し、
輸

⼊
時

に
国

内
に

持
ち

込
ま

せ
な

い
管

理
対

策
技

術
を

体
系

化

•
シ

ス
テ

ム
ズ

ア
プ

ロー
チ

の
取

り組
み

⽅
を

マ
ニュ

アル
化

し、
国

内
の

⽊
材

産
地

に
周

知
（

病
害

⾍
を

持
ち

出
さ

な
い

）
•

外
来

病
害

⾍
の

侵
⼊

リス
クが

⾼
い

国
か

らの
⽊

材
輸

⼊
に

必
要

な
措

置
を

マ
ニュ

ア
ル

化
（

持
ち

込
ま

せ
な

い
）

•
国

家
間

交
渉

に
科

学
的

な
エ

ビデ
ンス

を
提

⽰

⽬
標

達
成

に
向

け
た

現
状

と課
題

必
要

な
研

究
内

容
社

会
実

装
の

進
め

⽅
と期

待
さ

れ
る

効
果

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進

安
全

・安
⼼

で
環

境
に

優
しい

⽊
材

輸
出

⼊
シ

ス
テ

ム
が

必
要

で
す

抑
え

込
み

が
難

しい
外

来
種

被
害

が
続

発

病
害

⾍
フリ

ー
⽊

材
の

輸
出

シ
ス

テ
ム

構
築

病
害

⾍
侵

⼊
を

防
ぐ

網
の

ほ
ころ

び
を

補
修

どこ
か

ら
どう

来
た

︖

エ
リー

トツ
リー

等
の

再
造

林
促

進

新
た

な
脅

威
を

ブ
ロッ

ク

⽊
材

輸
出

量
ア

ップ

•
シ

ス
テ

ム
ズ

ア
プ

ロー
チ

を
先

駆
け

て
確

⽴
し、

国
家

間
の

安
全

・安
⼼

な
⽊

材
輸

出
⼊

の
仕

組
み

づ
くり

に
貢

献
•

樹
⽊

病
害

⾍
の

海
外

へ
の

ま
ん

延
防

⽌
と⽊

材
輸

出
に

お
け

る
環

境
へ

の
負

荷
低

減
•

⽊
を

枯
らす

外
来

病
害

⾍
の

国
内

へ
の

侵
⼊

阻
⽌

•
⽊

材
の

輸
出

拡
⼤

に
よ

る
再

造
林

の
推

進

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）

み
どり

の
⾷

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
達

成
へ

の
貢

献

⾰
新

的
環

境
研

究
（

３
）

脱
炭

素
・環

境
対

応
プ

ロ
ジ

ェク
ト

研
究

期
間

︓
令

和
６

年
度

〜
令

和
10

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
80

（
ー

）
百

万
円

臭
化

メチ
ル

は
⼤

気
へ

放
出

•
⽊

材
の

輸
出

⼊
時

に
は

環
境

負
荷

の
⾼

い
臭

化
メチ

ル
くん

蒸
が

未
だ

に
主

流
•

国
際

植
物

防
疫

条
約

(I
PP

C)
で

は
検

疫
時

の
薬

剤
使

⽤
の

低
減

を
可

能
とす

る
シ

ス
テ

ム
ズ

ア
プ

ロー
チ

へ
の

移
⾏

が
進

む
•

実
現

に
は

各
段

階
で

の
病

害
⾍

リス
ク評

価
が

必
要

で
科

学
的

な
エ

ビデ
ン

ス
が

不
可

⽋
•

外
来

病
害

⾍
の

侵
⼊

に
よ

る
樹

⽊
被

害
が

拡
⼤

して
お

り、
侵

⼊
防

⽌
が

急
務
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②
東

南
ア

ジ
ア

の
⼩

規
模

農
家

の
た

め
の

経
済

性
を

備
え

た
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
技
術
の
開
発

【継
続

】

研
究

期
間

︓
令

和
５

年
度

〜
令

和
９

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
27

（
30

）
百

万
円


東

南
ア

ジ
ア

は
、世

界
的

な
コメ

⽣
産

地
域

。近
年

、畜
産

業
も

急
激

に
拡

⼤
。こ

の
た

め
、⽔

⽥
や

家
畜

ふ
ん

尿
か

らの
メ

タ
ン

等
の

温
室

効
果

ガ
ス

（
G

H
G

）
の

排
出

削
減

が
、緊

急
か

つ
重

要
な

課
題

。


他
⽅

、東
南

ア
ジ

ア
の

零
細

⼩
規

模
農

家
へ

の
G

H
G

排
出

削
減

技
術

の
導

⼊
を

加
速

す
る

た
め

に
は

、①
低

メタ
ンイ

ネ
在

来
品

種
な

ど、
そ

の
地

域
で

⼊
⼿

可
能

な
資

源
（

地
域

資
源

）
を

効
果

的
に

活
⽤

す
る

、②
農

家
が

⽣
産

性
向

上
な

どの
直

接
的

な
メ

リッ
ト

を
得

られ
る

な
ど、

現
地

の
実

情
に

即
した

も
の

とす
る

こと
が

重
要

。


温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
を

削
減

し、
東

南
アジ

ア
の

農
家

が
実

践
可

能
で

直
接

的
な

メリ
ット

が
得

られ
る

、イ
ネ

栽
培

管
理

技
術

及
び

家
畜

ふ
ん

尿
処

理
技

術
を

開
発

。

・⽔
⽥

や
家

畜
ふ

ん
尿

が
G

H
G

排
出

の
原

因
とし

て
批

判
され

て
い

て
、困

る
よ

。
・G

HG
排

出
削

減
技

術
の

導
⼊

が
謳

わ
れ

て
い

る
が

、農
家

が
得

られ
る

直
接

的
な

メ
リッ

トが
⼩

さ
い

の
で

、な
か

な
か

農
家

に
は

ピン
とこ

な
い

。
・G

H
G

の
排

出
削

減
が

で
き

て
、か

つ
、農

家
に

も
メ

リッ
トが

あ
る

新
た

な
技

術
が

欲
しい

。

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
イ

メ
ー

ジ
＞

・間
断

か
ん

が
い

（
AW

D
）

に
、低

メ
タ

ン
イ

ネ
在

来
品

種
や

堆
肥

な
どの

地
域

資
源

を
組

み
合

わ
せ

る
こと

に
よ

り、
低

メ
タ

ン
排

出
と⾼

⽣
産

性
を

両
⽴

し、
農

家
が

実
践

可
能

な
イ

ネ
栽

培
管

理
技

術
を

開
発

。
（

⽬
標

︓
⽔

⽥
か

らの
GH

G排
出

60
％

削
減

）
・家

畜
ふ

ん
尿

の
利

⽤
の

現
状

把
握

、低
GH

G排
出

家
畜

ふ
ん

尿
処

理
技

術
の

利
⽤

等
を

通
じて

、家
畜

ふ
ん

尿
を

付
加

価
値

の
⾼

い
地

域
資

源
（

施
肥

資
材

、バ
イ

オ
ガ

ス
等

）
とし

て
活

⽤
す

る
畜

産
業

か
らの

G
H

G
排

出
削

減
シ

ス
テ

ム
を

開
発

。
（

⽬
標

︓
家

畜
ふ

ん
尿

処
理

過
程

で
の

GH
G排

出
20

％
削

減
）

・国
研

等
が

有
す

る
国

際
研

究
ネ

ット
ワ

ー
クを

通
じて

、我
が

国
が

G
H

G
排

出
削

減
に

資
す

る
技

術
開

発
を

主
導

。
・地

域
資

源
の

活
⽤

と経
済

的
利

益
の

向
上

の
相

乗
効

果
に

よ
り、

現
地

の
零

細
⼩

規
模

農
家

へ
の

技
術

導
⼊

が
促

進
。

⽬
標

達
成

に
向

け
た

現
状

と課
題

必
要

な
研

究
内

容
社

会
実

装
の

進
め

⽅
と期

待
さ

れ
る

効
果

（
「み

どり
の

⾷
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

」K
PI

達
成

へ
の

貢
献

）

・東
南

ア
ジ

ア
の

⽔
⽥

⾯
積

の
15

%
、畜

産
業

者
の

5%
に

GH
G排

出
削

減
技

術
が

普
及

され
る

こと
で

、地
球

規
模

課
題

の
解

決
に

貢
献

。
・東

南
ア

ジ
ア

の
各

地
域

の
⾷

料
シ

ス
テ

ム
を

⽀
え

る
零

細
⼩

規
模

農
家

の
営

農
に

つ
い

て
、

⽣
産

性
の

向
上

と持
続

性
の

維
持

。

技
術

普
及

員

イ
ネ

栽
培

管
理

技
術

間
断

か
ん

が
い

技
術

（
AW

D
）

低
メ

タ
ン

イ
ネ

副
資

材
水
質
汚
染

家 畜 飼 育 地 域

牛 ふ ん 利 用 地 域

輸
送

GH
G

環
境

負
荷

の
軽

減 家
畜

ふ
ん

尿
処

理
技

術

地
域

の
現

状
を

踏
ま

え
た

技
術

導
⼊適 切 な ふ ん 尿 処 理 技 術

導
入

G
H

G
排

出
削

減

G
H

G

環
境

問
題

は
分

か
る

け
ど、

も
うか

らな
い

技
術

導
⼊

は
な

あ
・・

・。

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

国
際

研
究

官
室

（
03

-3
50

2-
74

66
）

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
⾰

新
的

環
境

研
究

（
３

）
脱

炭
素

・環
境

対
応

プ
ロ

ジ
ェク

ト
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背
景
と
⽬
的

研
究
内
容

到
達
⽬
標

期
待
さ
れ
る
効
果


20

50
年

の
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュー
トラ

ル
の

実
現

を
⽬

指
す

た
め

に
は

、農
林

⽔
産

分
野

に
お

い
て

も
積

極
的

に
貢

献
して

い
く必

要
。特

に
畜

産
は

家
畜

の
消

化
管

内
発

酵
や

家
畜

排
せ

つ
物

管
理

等
に

よ
る

温
室

効
果

ガ
ス

（
G

H
G

）
の

排
出

が
、我

が
国

の
農

林
⽔

産
分

野
に

お
け

る
G

H
G

排
出

量
の

３
割

程
度

を
占

め
、排

出
削

減
が

求
め

られ
て

い
る

とこ
ろ

。


⼀
⽅

、こ
れ

ま
で

の
研

究
で

は
、低

メ
タ

ン
産

⽣
⽜

の
育

種
の

可
能

性
や

、ア
ミノ

酸
バ

ラ
ン

ス
飼

料
な

ど飼
養

管
理

改
善

に
よ

る
GH

G削
減

の
⽅

法
が

⽰
され

た
とこ

ろ
。


畜

産
分

野
に

お
け

る
G

H
G

の
更

な
る

削
減

の
た

め
、低

メ
タ

ン
産

⽣
⽜

の
育

種
⽅

法
を

確
⽴

す
る

とと
も

に
、堆

肥
化

⼯
程

等
に

お
け

る
G

H
G

削
減

技
術

な
どの

研
究

開
発

を
実

施
。

③
畜

産
か

らの
G

H
G

排
出

削
減

の
た

め
の

技
術

開
発

【継
続

】

１
経

営
体

か
らの

GH
Gの

排
出

量
を
30

％
削

減
す

る
こと

が
可

能
な

技
術

を
開

発
•

農
業

分
野

で
多

くを
占

め
る

畜
産

分
野

か
らの

GH
Gの

排
出

削
減

に
貢

献
•

20
50

年
ま

で
に

農
林

⽔
産

業
の

CO
2ゼ

ロエ
ミッ

シ
ョン

化
の

実
現

に
貢

献

１
．

低
メ

タ
ン

産
⽣

⽜
作

出
の

た
め

の
育

種
⽅

法
の

確
⽴

と応
⽤

・農
場

レ
ベ

ル
で

多
頭

数
の

メタ
ン

産
⽣

量
測

定
を

可
能

とす
る

、よ
り簡

易
・安

価
な

測
定

⼿
法

を
開

発
。ま

た
、乳

中
の

脂
肪

酸
組

成
(乳

⽜
)や

飼
養

成
績

(⾁
⽜

)か
ら間

接
的

に
メタ

ン産
⽣

量
を

推
定

す
る

⽅
法

の
有

効
性

を
実

証
。

・簡
易

型
メタ

ン
測

定
シ

ス
テ

ム
の

農
場

レ
ベ

ル
で

の
メタ

ン
削

減
資

材
評

価
⽅

法
開

発
へ

の
応

⽤
。

搾
乳

ロボ
ット

等
で

測
定

して
育

種

GH
G削

減
技

術
を

導
⼊

した
場

合
の

評
価

と技
術

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

り削
減

⽬
標

を
達

成
す

る
⽣

産
シ

ス
テ

ム
を

提
案

４
．

G
H

G
削

減
シ

ス
テ

ム
の

評
価

と提
案

３
．

G
H

G
削

減
と同

時
に

炭
素

貯
留

・再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
⽣

産
を

⾏
う技

術
の

開
発

・バ
イオ

炭
添

加
に

よ
る

堆
肥

化
か

らの
CH

4・
N 2

O
削

減
効

果
や

草
地

施
⽤

時
の

炭
素

貯
留

増
強

効
果

の
検

証
・消

化
液

の
少

な
い

新
た

な
メタ

ン発
酵

技
術

の
開

発

バ
イオ

炭
添

加
に

よ
る

堆
肥

化

２
．

排
せ

つ
物

処
理

に
お

け
る

G
H

G
削

減
技

術
の

開
発

バ
ラ

ン
ス

飼
料

に
よ

り乳
⽜

の
泌

乳
最

盛
期

等
も

低
減

N
2O

炭
素

貯
留

排
せ

つ
物

管
理

か
らの

N
2O

を
30

%
削

減
排

せ
つ

物
管

理
か

らの
G

H
G

を
35

%
削

減
C
O
2

C
H
4

N
2O

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
研

究
期

間
︓

令
和

４
年

度
〜

令
和

８
年

度
令

和
６

年
度

予
算

額
︓

10
1（

11
2）

百
万

円
⾰

新
的

環
境

研
究

（
３

）
脱

炭
素

・環
境

対
応

プ
ロ

ジ
ェク

ト

⽣
産

者
の

負
担

無
くメ

タ
ン

を
18

00
万

トン
削

減
(C

O
2換

算
、

20
50

年
ま

で
の

累
計

)

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）

N
2O

・バ
ラン

ス
飼

料
に

よ
る

窒
素

排
せ

つ
量

の
低

減
技

術
を

開
発

・排
せ

つ
物

の
精

密
管

理
に

よ
る

N 2
O

削
減

技
術

を
開

発

BO
D、

温
度

、指
標

物
質

等
の

Io
T

セ
ンシ

ング
を

活
⽤

した
精

密
管

理

34



④
⿂

介
類

養
殖

に
お

け
る

気
候

変
動

に
左

右
さ

れ
な

い
強

⼒
な

⾚
潮

対
応

技
術

の
開

発
【継

続
】

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
⾰

新
的

環
境

研
究

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
８

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
34

（
38

）
百

万
円

（
３

）
脱

炭
素

・環
境

対
応

プ
ロ

ジ
ェク

ト

⾚
潮

発
⽣

を
事

前
に

予
測

す
る

技
術

養
殖

漁
場

に
お

け
る

⾚
潮

対
策

ス
キ

ー
ム

⾚
潮

へ
の

対
処

技
術 ⾚
潮

に
よ

る
漁

業
被

害
の

軽
減⿂
へ

の
対

処
技

術
(本

研
究

)

殺
藻

ウイ
ル

ス
添

加
等

ゲ
ノム 情
報

⾚
潮

プ
ラン

クト
ンの

防
除

⽣
簀

の
避

難
・⽣

簀
構

造
の

改
変

等
抵

抗
性

を
発

揮
しや

す
い

飼
育

⽅
法

⾚
潮

に
強

い
⿂

の
選

抜
・交

配
等

給
餌

⽅
法

飼
育

密
度

連 携

背
景

と⽬
的

研
究

内
容

到
達

⽬
標

期
待

さ
れ

る
効

果

１
．

⾚
潮

に
よ

る
へ

い
死

条
件

及
び

へ
い

死
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
•

網
羅

的
統

合
オ

ミッ
クス

解
析

を
⽤

い
て

⾚
潮

に
強

い
個

体
と弱

い
個

体
の

差
異

を
も

た
らす

要
因

を
分

⼦
レ

ベ
ル

で
探

索

２
．

養
殖

⿂
に

お
け

る
⾚

潮
抵

抗
性

を
向

上
さ

せ
る

飼
育

⼿
法

の
開

発
•

⾚
潮

被
害

を
軽

減
し得

る
飼

育
密

度
や

給
餌

⼿
法

等
の

開
発

３
．

養
殖

⿂
に

お
け

る
⾚

潮
抵

抗
性

家
系

の
作

出
技

術
の

開
発

•
遺

伝
⼦

マ
ー

カー
を

活
⽤

した
⾚

潮
抵

抗
性

の
⾼

い
個

体
の

選
抜

・交
配

技
術

の
確

⽴

•
ブ

リ・
クロ

マ
グ

ロの
⾚

潮
に

よ
る

へ
い

死
条

件
及

び
へ

い
死

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

•
⾚

潮
被

害
を

軽
減

す
る

新
規

技
術

を
2つ

以
上

開
発

（
⾚

潮
曝

露
時

の
⽣

残
率

が
⾼

い
家

系
の

作
出

等
）


「⾷

料
・農

業
・農

村
基

本
計

画
」(

20
20

.3
閣

議
決

定
)で

は
、輸

出
の

拡
⼤

に
よ

り農
林

⽔
産

業
の

成
⻑

産
業

化
を

⽬
指

す
とし

て
い

る
。養

殖
業

に
つ

い
て

は
、

「養
殖

業
成

⻑
産

業
化

総
合

戦
略

」(
20

21
.7

改
訂

)の
中

で
、2

03
0年

に
お

け
る

養
殖

ブ
リ等

の
輸

出
額

⽬
標

が
設

定
され

、⽣
産

量
の

拡
⼤

が
必

須
。


気

候
変

動
に

よ
る

⽔
温

上
昇

に
伴

い
、有

害
プ

ラン
クト

ンに
よ

る
⾚

潮
の

発
⽣

海
域

・時
期

が
拡

⼤
して

お
り、

毎
年

甚
⼤

な
漁

業
被

害
が

⽣
じて

い
る

とこ
ろ

。


従
前

の
研

究
に

よ
り、

⾚
潮

発
⽣

予
測

と予
測

に
基

づ
く海

⾯
⽣

簀
の

避
難

等
の

事
前

対
策

が
実

施
され

て
い

る
が

、⽣
簀

規
模

の
⼤

き
い

ブ
リや

クロ
マ

グ
ロ養

殖
で

の
⾚

潮
対

策
を

さら
に

強
化

す
る

た
め

、新
た

な
技

術
的

ア
プ

ロー
チ

とし
て

、養
殖

⿂
そ

の
も

の
の

抵
抗

性
を

向
上

さ
せ

る
技

術
の

開
発

が
求

め
られ

て
い

る
とこ

ろ
。

•
養

殖
⽣

産
⼒

の
向

上
に

よ
り、

成
⻑

産
業

化
を

促
進

•
⾚

潮
抵

抗
性

家
系

の
作

出
に

よ
り、

⼈
⼯

種
苗

⽐
率

10
0%

の
養

殖
体

系
へ

の
転

換
を

促
進

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）
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背
景
と
⽬
的

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進

⑤
農

林
⽔

産
分

野
に

お
け

る
炭

素
吸

収
源

対
策

技
術

の
開

発
【継

続
】

（
３

）
脱

炭
素

・環
境

対
応

プ
ロ

ジ
ェク

ト
研

究
期

間
︓

令
和

４
年

度
〜

令
和

６
年

度
令

和
６

年
度

予
算

額
︓

12
7（

14
1）

百
万

円

研
究
内
容

到
達
⽬
標

期
待
さ
れ
る
効
果

•
施

⽤
しや

す
く炭

素
蓄

積
効

果
と⼟

壌
改

善
効

果
が

⾼
い

バ
イオ

炭
資

材
及

び
施

⽤
技

術
を

２
種

以
上

開
発

•
リグ

ニン
ス

ー
パ

ー
エ

ンプ
ラの

製
造

プ
ロセ

ス
を

確
⽴

•
ブ

ル
ー

カー
ボ

ンの
全

国
評

価
に

よ
る

炭
素

貯
留

量
を

算
定

す
る

とと
も

に
、効

率
的

な
藻

場
形

成
・拡

⼤
技

術
を

２
種

以
上

開
発

•
炭

素
吸

収
源

対
策

を
強

化
し、

カー
ボ

ン・
オ

フセ
ット

に
よ

って
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
削

減
の

⽬
標

達
成

に
貢

献
•

⽊
質

バ
イオ

マ
ス

の
マ

テ
リア

ル
利

⽤
を

本
格

的
に

実
⽤

化
、森

林
の

整
備

・
更

新
を

促
進農

業
分

野

C

C

バ
イオ

炭
を農

地
⼟

壌
に

施
⽤

す
る

炭
素

貯
留

促
進

技
術

林
業

分
野

ブ
ル

ー
カー

ボ
ンの

炭
素

貯
留

能
⼒

を
評

価

C
C

藻
場

の
形

成
・拡

⼤

⽔
産

業
分

野

（
注

）
「⻑

期
戦

略
」︓

パ
リ協

定
に

基
づ

く成
⻑

戦
略

とし
て

の
⻑

期
戦

略
（

令
和

元
年

６
⽉
11

⽇
閣

議
決

定
）

農
林

⽔
産

業
に

よ
る

炭
素

吸
収

量
増

加
へ


農

林
⽔

産
業

は
炭

素
吸

収
源

とし
て

重
要

な
役

割
を

担
う。

農
地

へ
の

炭
素

貯
留

や
、海

草
・海

藻
に

よ
る

炭
素

貯
留

（
ブ

ル
ー

カ
ー

ボ
ン

）
は

、「
⻑
期

戦
略
」
（
注
）
に
明
記
さ
れ
て
い
る

吸
収

源
で

あ
り、

科
学

的
根

拠
の

下
で

これ
らを

温
室

効
果

ガ
ス

イン
ベ

ント
リに

追
加

す
る

こと
が

課
題

とな
って

い
る

。
ま

た
、重

要
な

炭
素

吸
収

源
で

あ
る

森
林

の
整

備
を

促
進

す
る

た
め

、付
加

価
値

が
⾼

い
⽊

質
成

分
利

⽤
素

材
の

創
出

と利
⽤

拡
⼤

が
求

め
られ

て
い

る
。


脱

炭
素

社
会

の
実

現
に

向
け

て
、農

地
、森

林
、海

洋
が

持
つ

炭
素

吸
収

量
を

最
⼤

に
す

る
た

め
の

社
会

実
装

を
⾒

据
え

た
技

術
を

開
発

す
る

。

持
続

的
に

利
⽤

可
能

な
⾼

機
能

性
リグ

ニン
バ

イオ
プ

ラ素
材

C
C

農
業

⽔
産
業

•
脱

炭
素

社
会

の
基

幹
バ

イ
オ

素
材

とな
る

⽊
質

リグ
ニ

ン
由

来
ス

ー
パ

ー
エ

ン
ジ

ニ
ア

リン
グ

プ
ラ

ス
チ

ック
の

製
造

・利
⽤

技
術

の
開

発

•
ブ

ル
ー

カ
ー

ボ
ン

評
価

⼿
法

の
⾼

度
化

とブ
ル

ー
カ

ー
ボ

ン
の

全
国

評
価

•
ブ

ル
ー

カ
ー

ボ
ン

阻
害

要
因

の
解

明
と対

策
及

び
効

率
的

な
藻

場
形

成
・

拡
⼤

技
術

の
開

発
、新

た
な

海
草

・海
藻

養
殖

技
術

の
開

発

•
バ

イ
オ

炭
を

活
⽤

した
農

地
⼟

壌
へ

の
炭

素
貯

留
能

⼒
を

向
上

さ
せ

る
資

材
等

の
開

発

林
業

⾰
新

的
環

境
研

究

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）
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研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
７

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
73

（
81

）
百

万
円

＜
事

業
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
事

業
の

内
容

＞

脱
炭

素
型

農
業

実
現

の
た

め
の

パ
イ

ロ
ット

研
究

プ
ロ

ジ
ェク

ト

•
試

験
ほ

場
で

は
困

難
な

課
題

の
解

決
と地

域
の

特
性

に
応

じた
⽣

産
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
⼀

体
的

に
実

施
す

る
た

め
、パ

イ
ロ

ット
地

区
を

設
定

し、
実

装
ス

ケ
ー

ル
で

気
候

変
動

緩
和

技
術

等
を

開
発

。

•
GH

G排
出

削
減

量
・炭

素
貯

留
量

、投
⼊

コス
ト、

収
量

等
へ

の
影

響
を

評
価

し、
G

H
G

排
出

削
減

と⽣
産

性
の

向
上

を
両

⽴
す

る
よ

う気
候

変
動

緩
和

技
術

等
を

最
適

化
。

脱
炭

素
型

農
業

実
現

の
た

め
の

パ
イ

ロ
ット

研
究

プ
ロ

ジ
ェク

ト【
継

続
】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

我
が

国
の

温
室

効
果

ガ
ス

（
GH

G）
削

減
⽬

標
を

着
実

に
達

成
し、

カー
ボ

ンニ
ュー

トラ
ル

に
向

け
た

脱
炭

素
化

の
取

組
を

推
進

す
る

た
め

、研
究

者
、農

業
者

、⾃
治

体
等

が
連

携
し、

G
H

G
排

出
削

減
と⽣

産
性

向
上

を
両

⽴
す

る
気

候
変

動
緩

和
技

術
等

を
実

装
ス

ケ
ー

ル
で

最
適

化
す

る
た

め
の

研
究

を
⾏

い
ま

す
。

＜
政

策
⽬

標
＞

○
⽣

産
現

場
へ

の
導

⼊
が

最
適

化
され

た
気

候
変

動
緩

和
等

の
技

術
を

５
種

以
上

開
発

［
令

和
7年

度
ま

で
］

○
脱

炭
素

型
の

農
業

⽣
産

モ
デ

ル
展

開
の

核
とな

る
拠

点
地

域
を

１
か

所
以

上
構

築
［

令
和

7年
度

ま
で

］


農

業
（

⽔
⽥

、畑
地

、畜
産

、施
設

園
芸

等
）


農

村
地

域
（

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
活

⽤
）

に
お

け
る

GH
G削

減
・炭

素
貯

留
技

術

気
候

変
動

緩
和

等
の

基
礎

・基
盤

的
技

術
を

•
GH

G削
減

効
果

•
⽣

物
多

様
性

、⽔
環

境
•

⽣
産

性
の

向
上

と両
⽴

した
、地

域
の

状
況

に
適

応
す

る
技

術
へ

と確
⽴

⾰
新

的
環

境
研

究
農

林
⽔

産
研

究
の

推
進

国
⺠

間
団

体
等

※

委
託

＜
事

業
の

流
れ

＞

CO
2 CH
4N 2
O

GH
G削

減
と作

物
⽣

産
等

が
両

⽴
す

る
緩

和
技

術
等

を
開

発
気

候
変

動
緩

和
等

の
技

術
の

O
n 

Fa
rm

開
発

研
究

者

農
業

者
⾃

治
体

等

⽔
⽥

メ
タ

ン
農

地
⼟

壌

畜
産

緩
和

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー

施
設

園
芸

脱
炭

素
型

の
農

業
⽣

産
モ

デ
ル

を
展

開

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）

（
４

）
脱

炭
素

型
農

業
実

現
の

た
め

の
パ

イ
ロ

ット
研

究
プ

ロ
ジ

ェク
ト

※
公

設
試

・⼤
学

を含
む

。
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炭
素

貯
留

能
⼒

に
優

れ
た

造
林

樹
種

の
効

率
的

育
種

プ
ロ

ジ
ェク

ト【
継

続
】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

⾼
齢

化
した

森
林

を
CO

2の
吸

収
・固

定
能

⼒
や

⽊
材

とし
て

の
性

能
に

優
れ

、さ
らに

地
域

に
適

した
特

性
を併

せ
持

った
エリ

ー
トツ

リー
や

早
⽣

樹
に

転
換

し、
森

林
に

よ
る

CO
2

の
吸

収
と貯

留
を

促
進

す
る

た
め

、数
⼗

年
単

位
を

要
す

る
林

⽊
の

育
種

期
間

を
⼤

幅
に

短
縮

す
る

技
術

を開
発

しま
す

。

＜
政

策
⽬

標
＞

炭
素

貯
留

能
⼒

に
優

れ
た

系
統

を
３

系
統

以
上

作
出

[令
和

7年
度

ま
で

]

＜
事

業
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
事

業
の

内
容

＞

炭
素

貯
留

能
⼒

に
優

れ
た

造
林

樹
種

の
効

率
的

育
種

プ
ロ

ジ
ェク

ト

•
エ

リー
トツ

リー
や

早
⽣

樹
の

遺
伝

⼦
情

報
の

収
集

・基
盤

整
備

。

•
選

抜
期

間
の

短
縮

と精
度

の
向

上
に

よ
る

育
種

の
効

率
化

の
た

め
、炭

素
貯

留
能

⼒
に

関
連

す
る

形
質

の
評

価
と表

現
型

との
関

係
性

を
解

明
。

•
炭

素
貯

留
能

⼒
に

影
響

して
い

る
詳

細
形

質
を

予
測

す
る

た
め

の
D

N
Aマ

ー
カ

ー
を

開
発

。

•
林

⽊
育

種
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、ゲ
ノム

編
集

技
術

の
活

⽤
に

よ
る

育
種

⼿
法

を
開

発
。

国
⺠

間
団

体
等

※

委
託

＜
事

業
の

流
れ

＞

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
⾰

新
的

環
境

研
究

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
７

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
36

（
41

）
百

万
円

ゲ
ノム

選
抜

技
術

の
開

発
樹

⽊
で

の
ゲ

ノム
編

集
技

術
に

よ
る

育
種

⼿
法

の
開

発
ゲ

ノム
情

報

表
現

型
情

報

紐
付

け

CO
2吸

収
源

対
策

特
性

成
⻑

が
速

い
容

積
密

度
が

⾼
い

更
に

求
め

られ
る

特
性

着
花

性
等

形
質

予
測

モ
デ

ル
の

⾼
度

化
選

抜
期

間
の

短
縮

選
抜

精
度

の
向

上

全
国

の
地

域
に

適
した

炭
素

貯
留

能
⼒

に
優

れ
た

品
種

の
開

発

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）

（
５

）
炭

素
貯

留
能

⼒
に

優
れ

た
造

林
樹

種
の

効
率

的
育

種
プ

ロ
ジ

ェク
ト

※
公

設
試

・⼤
学

を含
む

。
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＜
事

業
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
事

業
の

内
容

＞

１
．

ブ
リ等

の
⼈

⼯
種

苗
の

普
及

に
よ

り顕
在

化
す

る
新

た
な

疾
病

リス
ク

に
対

応
す

る
た

め
の

効
果

的
な

抗
菌

剤
使

⽤
法

の
開

発
（

継
続

）

•
⿂

類
病

原
細

菌
の

薬
剤

耐
性

獲
得

メカ
ニズ

ム
を

解
明

し、
耐

性
菌

株
の

出
現

を
抑

制
す

る
最

適
な

抗
菌

剤
選

択
技

術
を

開
発

す
る

とと
も

に
、⿂

体
へ

の
効

果
的

な
投

薬
技

術
の

開
発

や
数

理
モ

デ
ル

等
に

よ
る

最
適

な
投

薬
ス

ケ
ジ

ュー
ル

を
解

明

２
．

昆
⾍

（
カ

イ
コ）

テ
ク

ノロ
ジ

ー
を

活
⽤

した
グ

リー
ン

バ
イ

オ
産

業
の

創
出

プ
ロ

ジ
ェク

ト
（

継
続

）
•

環
境

負
荷

軽
減

や
低

コス
ト化

に
資

す
る

カ
イ

コの
創

出
、サ

ナ
ギ

な
どの

養
蚕

残
渣

の
利

活
⽤

技
術

の
開

発
と実

証
、お

よ
び

⾰
新

的
な

シ
ル

ク
の

開
発

を
⾏

い
、桑

や
⾷

品
副

産
物

等
の

資
源

を
余

す
こと

な
く効

率
的

に
活

⽤
す

る
エ

コ養
蚕

シ
ス

テ
ム

を
構

築
。

この
ほ

か
、継

続
して

４
課

題
を

実
施

。

４
ア

グ
リバ

イ
オ

研
究

【継
続

】

国
⺠

間
団

体
等

※
委

託
＜

事
業

の
流

れ
＞

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進

【令
和

６
年

度
予

算
額

︓
28

4（
40

0）
百

万
円

】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

〇
⼈

⼯
種

苗
の

普
及

・⽣
産

拡
⼤

に
伴

う薬
剤

耐
性

菌
株

の
出

現
を

抑
制

す
る

た
め

、効
果

的
な

抗
菌

剤
使

⽤
法

の
開

発
な

ど、
⽔

産
分

野
に

お
け

る
疾

病
対

策
を

更
に

強
化

す
る

取
組

を
進

め
る

。
〇

持
続

可
能

な
製

品
や

原
料

の
⽣

産
体

制
を

構
築

す
る

た
め

、カ
イコ

の
利

⽤
時

に
お

い
て

これ
ま

で
廃

棄
さ

れ
て

き
た

サ
ナ

ギ
を

利
活

⽤
す

る
技

術
の

開
発

な
ど、

昆
⾍

テ
ク

ノロ
ジ

ー
の

グ
リー

ン
バ

イ
オ

化
の

取
組

を
進

め
る

。

＜
政

策
⽬

標
＞

○
薬

剤
耐

性
菌

株
の

出
現

を
抑

制
す

る
抗

菌
剤

の
選

択
技

術
を

開
発

す
る

とと
も

に
、抗

菌
剤

を
効

果
的

に
使

⽤
す

る
た

め
の

新
規

技
術

を
2種

以
上

開
発

す
る

。
[令

和
9年

度
ま

で
]

○
環

境
負

荷
低

減
や

低
コス

ト化
に

資
す

る
カ

イ
コを

２
種

類
以

上
創

出
、サ

ナ
ギ

の
利

活
⽤

技
術

を
3地

域
以

上
で

実
証

、新
しい

⾼
機

能
シ

ル
ク

を
2種

類
以

上
開

発
す

る
。[

令
和

8年
度

ま
で

]

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）

２
．

昆
⾍

（
カ

イ
コ）

テ
ク

ノロ
ジ

ー
を

活
⽤

した
グ

リー
ン

バ
イ

オ
産

業
の

創
出

プ
ロ

ジ
ェク

ト

※
公

設
試

・⼤
学

を含
む

。

ア
グ

リバ
イ

オ
研

究

1．
ブ

リ等
の

⼈
⼯

種
苗

の
普

及
に

よ
り顕

在
化

す
る

新
た

な
疾

病
リス

ク
に

対
応

す
る

た
め

の
効

果
的

な
抗

菌
剤

使
⽤

法
の

開
発

資
源

を
余

す
こと

な
く効

率
的

に
活

⽤
す

る
エ

コ養
蚕

シ
ス

テ
ム

を
確

⽴

CO
2

桑
飼

料

⾼
機

能
シ

ル
ク

⾷
品

副
産

物

サ
ナ

ギ

シ
ル

ク

DX
カイ

コ

脱
廃

棄

⾼
付

加
価

値
化

効
果

的
な

抗
菌

剤
使

⽤
法

を
マ

ニュ
ア

ル
化

し、
⿂

類
防

疫
員

等
を

通
じて

⽣
産

者
に

指
導

・普
及
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①
ブ

リ等
の

⼈
⼯

種
苗

の
普

及
に

よ
り顕

在
化

す
る

新
た

な
疾

病
リス

ク
に

対
応

す
る

た
め

の
効

果
的

な
抗

菌
剤

使
⽤

法
の

開
発

【継
続

】


新

た
な

「⽔
産

基
本

計
画

」
(2

02
2.

3閣
議

決
定

) 
で

は
、ブ

リ等
に

お
け

る
養

殖
業

の
成

⻑
産

業
化

を
着

実
に

進
め

る
こと

とし
て

お
り、

養
殖

業
の

⽣
産

性
向

上
に

あ
た

り、
⼈

⼯
種

苗
を

活
⽤

した
養

殖
⽤

原
⿂

及
び

天
然

資
源

へ
の

負
荷

が
少

な
い

餌
の

確
保

に
加

え
、疾

病
対

策
の

強
化

が
重

要
とな

って
い

る
。


⼈

⼯
種

苗
を

活
⽤

した
養

殖
業

の
増

産
に

伴
い

、細
菌

感
染

症
の

発
⽣

件
数

の
増

加
が

懸
念

され
る

。特
に

、ワ
クチ

ンが
未

開
発

あ
る

い
は

有
効

性
が

低
い

場
合

に
は

抗
菌

剤
が

使
⽤

され
る

た
め

、抗
菌

剤
使

⽤
量

の
増

加
に

よ
って

薬
剤

耐
性

菌
株

が
出

現
・増

加
し、

養
殖

被
害

の
さら

な
る

拡
⼤

が
⽣

じる
。


⼈

⼯
種

苗
の

普
及

等
に

伴
う薬

剤
耐

性
菌

株
の

出
現

を
抑

制
し、

疾
病

対
策

を
さら

に
強

化
す

る
た

め
に

は
、予

防
（

ワ
クチ

ン）
に

加
え

て
、

治
療

（
抗

菌
剤

）
を

含
め

た
総

合
的

な
対

策
が

重
要

で
あ

る
こと

か
ら、

効
果

的
な

抗
菌

剤
使

⽤
法

の
開

発
が

求
め

られ
て

い
る

。

⽬
標

達
成

に
向

け
た

現
状

と課
題

必
要

な
研

究
内

容
社

会
実

装
の

進
め

⽅
と期

待
さ

れ
る

効
果

（
「み

どり
の

⾷
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

」K
PI

達
成

へ
の

貢
献

）

・
抗

菌
剤

使
⽤

量
の

増
加

に
よ

り薬
剤

耐
性

菌
株

の
出

現
が

懸
念

。

・
薬

剤
耐

性
菌

株
の

出
現

を
抑

制
す

る
抗

菌
剤

を
処

⽅
す

る
た

め
の

情
報

が
限

定
的

。

・
体

系
化

され
た

投
薬

マ
ニュ

ア
ル

(薬
の

添
加

⽅
法

、投
薬

間
隔

な
ど)

が
な

く、
⽣

産
者

の
経

験
や

勘
に

基
づ

い
て

抗
菌

剤
が

使
⽤

され
る

事
例

も
あ

る
状

況
。

病
⿂

の
診

断
依

頼

抗
菌

剤
の

処
⽅

⽣
産

者
（

投
薬

、治
療

）

A剤 B剤 C剤

＜
養

殖
現

場
に

お
け

る
抗

菌
剤

使
⽤

の
流

れ
＞

ブ
リ類

の
レ

ンサ
球

菌
症

※
等

を
モ

デ
ル

とし
て

、
(※

ブリ
の

レ
ンサ

球
菌

症
に

よ
る

被
害

額
は

⿂
病

被
害

全
体

の
約

25
%

)

①
“⿂

類
防

疫
員

等
”が

最
適

な
抗

菌
剤

を
選

択
す

る
た

め
の

技
術


薬

剤
耐

性
の

獲
得

メカ
ニズ

ム
を

解
明

し、
環

境
DN

A等
を

⽤
い

た
薬

剤
耐

性
関

連
遺

伝
⼦

の
検

出
技

術
を

開
発

②
“⽣

産
者

”が
抗

菌
剤

を
効

果
的

に
使

⽤
す

る
た

め
の

技
術


⿂

体
へ

の
効

果
的

な
投

薬
法

や
最

適
な

投
薬

の
タイ

ミン
グ

・間
隔

等
の

検
討

に
よ

り、
抗

菌
剤

の
効

果
を

最
⼤

化
す

る
技

術
を

開
発

・
⿂

類
防

疫
員

等
の

研
修

会
を

通
じて

、耐
性

獲
得

を
抑

制
で

き
る

抗
菌

剤
の

処
⽅

体
制

を
構

築
。

・
効

果
的

な
抗

菌
剤

使
⽤

法
を

マ
ニュ

ア
ル

化
し、

⿂
類

防
疫

員
等

を
通

じて
⽣

産
者

に
指

導
・普

及
。

⽣
産

者

・抗
菌

剤
の

処
⽅

・使
⽤

法
の

指
導

⿂
類

防
疫

員
・薬

剤
耐

性
の

情
報

共
有

・
ワ

クチ
ンと

の
総

合
的

対
策

に
よ

り、
薬

剤
耐

性
菌

株
の

出
現

を
抑

制
し、

⿂
病

被
害

を
低

減
。

・
⼈

⼯
種

苗
の

普
及

・⽣
産

拡
⼤

が
進

む
こと

で
、2
03
0年

の
ブ

リ養
殖

に
お

け
る

⼈
⼯

種
苗

⽐
率

３
割

を
達

成
(現

在
１

割
)。

⽔
中

へ
の

散
逸

を
防

ぐ薬
剤

の
添

加
⽅

法

⾷
べ

や
す

い
薬

剤

○
効

果
的

な
経

⼝
投

薬
法

の
開

発

＜
研

究
イ

メ
ー

ジ
＞

○
最

適
な

投
薬

ス
ケ

ジ
ュー

ル
の

検
証

数
理

モ
デ

ル
に

よ
る

感
染

シ
ミュ

レ
ー

シ
ョン

⿂
類

防
疫

員
・獣

医
師

（
診

断
、薬

剤
感

受
性

試
験

）

研
究

期
間

︓
令

和
５

年
度

〜
令

和
９

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
36

（
40

）
百

万
円

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
ア

グ
リバ

イ
オ

研
究

（
１

）
⽔

産
分

野
に

お
け

る
疾

病
対

策
強

化
プ

ロ
ジ

ェク
ト

獣
医

師

・抗
菌

剤
の

処
⽅

・使
⽤

法
の

指
導

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）
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背
景
と
⽬
的


輸

⼊
や

有
限

な
天

然
資

源
へ

の
依

存
を

減
らし

た
持

続
可

能
な

製
品

や
原

料
の

⽣
産

体
制

構
築

が
喫

緊
の

課
題

。


この
課

題
の

解
決

に
向

け
、国

内
地

域
資

源
で

あ
る

桑
や

未
利

⽤
の

⾷
品

副
産

物
等

を
様

々
な

有
価

物
に

変
換

す
る

無
⼆

の
国

産
バ

イオ
リア

クタ
ー

とし
て

カイ
コの

利
⽤

技
術

を
⾼

め
て

き
た

が
、シ

ル
ク回

収
後

の
サ

ナ
ギ

が
⼤

量
に

廃
棄

され
て

い
る

等
、資

源
の

損
失

が
未

だ
に

⼤
き

い
こと

が
問

題
。


そこ

で
、I

Tを
活

⽤
した

昆
⾍

デ
ザ

イ
ン

技
術

等
を

駆
使

し、
サ

ナ
ギ

の
利

活
⽤

技
術

の
開

発
と実

証
、世

界
的

に
需

要
の

⾒
込

ま
れ

る
⾰

新
的

な
シ

ル
ク

の
開

発
等

を⾏
い

、桑
や

⾷
品

副
産

物
等

の
資

源
を

余
す

こと
な

く効
率

的
に

活
⽤

す
る

エ
コ養

蚕
シ

ス
テ

ム
を

構
築

。


未
利

⽤
資

源
を

活
⽤

した
新

しい
エ

コシ
ス

テ
ム

の
確

⽴
と普

及
を

推
進

し、
新

しい
市

場
の

創
出

を
実

現
。

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
８

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
72

（
90

）
百

万
円

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
ア

グ
リバ

イ
オ

研
究

昆
⾍

（
カ

イ
コ）

テ
ク

ノロ
ジ

ー
を

活
⽤

した
グ

リー
ン

バ
イ

オ
産

業
の

創
出

プ
ロ

ジ
ェク

ト【
継

続
】

研
究

内
容

到
達

⽬
標

期
待

さ
れ

る
効

果


IT

を
活

⽤
した

養
蚕

業
を

変
⾰

す
る

D
Xカ

イ
コの

創
出


環

境
負

荷
軽

減
や

低
コス

ト化
に

資
す

る
カイ

コの
創

出
（

２
種

類
以

上
）


飼

料
化

等
、サ

ナ
ギ

の
利

活
⽤

技
術

の
実

証
（

3地
域

以
上

）


新
しい

⾼
機

能
シ

ル
クの

開
発

（
２

種
類

以
上

）


未

利
⽤

資
源

由
来

グ
リー

ンバ
イオ

製
品

市
場

の
創

出


天
然

資
源

へ
の

負
荷

を
減

らし
た

持
続

可
能

な
飼

料
等

供
給

体
制

に
貢

献


成
果

普
及

に
伴

う桑
園

の
拡

⼤
に

よ
る

CO
2吸

収
量

増
加

☆
遺

伝
⼦

ネ
ット

ワ
ー

ク情
報

等
を

駆
使

した
昆

⾍
デ

ザ
イン

技
術

確
⽴

☆
環

境
負

荷
軽

減
や

低
コス

ト化
に

資
す

る
カイ

コの
創

出


未

利
⽤

サ
ナ

ギ
の

利
活

⽤
技

術
の

開
発

と実
証

☆
飼

料
等

へ
の

利
⽤

技
術

開
発

☆
栄

養
等

コン
トロ

ー
ル

技
術

の
開

発


既

存
概

念
を

打
ち

破
る

⾰
新

的
な

シ
ル

ク
の

開
発

と実
⽤

化
☆

⾰
新

的
な

⾼
機

能
シ

ル
クの

開
発

☆
成

形
加

⼯
等

、新
⽤

途
の

開
発

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

開
発

官
（

基
礎

・基
盤

、環
境

）
室

（
03

-3
50

2-
05

36
）

資
源

を
余

す
こと

な
く効

率
的

に
活

⽤
す

る
エ

コ養
蚕

シ
ス

テ
ム

を
確

⽴

脱
・廃

棄

CO
2

桑

・飼
料

・肥
料

・⾷
料

・⾼
機

能
シ

ル
ク

・医
薬

品
等

原
料

⾷
品

副
産

物

サ
ナ

ギ

シ
ル

ク

DX
カイ

コ

（
２

）
昆

⾍
（

カ
イ

コ）
テ

ク
ノロ

ジ
ー

を
活

⽤
し

た
グ

リー
ン

バ
イ

オ
産

業
の

創
出

プ
ロ

ジ
ェク

ト

41



＜
事

業
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
事

業
の

内
容

＞

⃝
⽇

本
の

農
産

物
等

の
免

疫
機

能
等

へ
の

効
果

を
ヒト

介
⼊

試
験

等
に

より
検

証
し、

エ
ビデ

ンス
の

取
得

を⽬
指

しま
す

。

⃝
⾷

の
機

能
性

が
⼗

分
に

発
揮

され
る

た
め

に
は

、バ
ラン

ス
の

良
い

⾷
事

が
基

本
とな

る
こと

か
ら、

⾷
⽣

活
の

適
正

化
に

資
す

る
技

術
開

発
を

⾏
い

ます
。

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
７

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
52

（
65

）
百

万
円

健
康

寿
命

延
伸

に
向

け
た

⾷
品

・⾷
⽣

活
実

現
プ

ロ
ジ

ェク
ト【

継
続

】
農

林
⽔

産
研

究
の

推
進

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

の
流

⾏
拡

⼤
か

ら、
免

疫
機

能
の

維
持

・向
上

や
健

康
に

良
い

⾷
へ

の
関

⼼
が

⾼
ま

って
い

る
中

で
、免

疫
機

能
等

へ
の

効
果

が
期

待
さ

れ
る

⽇
本

の
農

産
物

等
に

関
す

る
エ

ビデ
ン

ス
取

得
及

び
⾷

⽣
活

の
適

正
化

に
資

す
る

技
術

開
発

を⽬
指

しま
す

。
＜

政
策

⽬
標

＞
農

産
物

等
の

免
疫

機
能

等
へ

の
効

果
に

関
す

る
エビ

デ
ンス

取
得

及
び

⾷
⽣

活
の

適
正

化
に

資
す

る
技

術
開

発
（

計
３

点
以

上
）

[令
和

７
年

度
まで

]

ア
グ

リバ
イ

オ
研

究

国
⺠

間
団

体
等

※

委
託

＜
事

業
の

流
れ

＞

マ
イク

ロ
バ

イオ
ー

ム機
序

解
明

試
験

ヒト
介

⼊
試

験
等

代
謝

物

免
疫

機
能

等
へ

の
効

果
が

期
待

され
る

農
産

物
等

⾷
の

機
能

性
の

効
果

が
不

⼗
分

⾷
の

機
能

性
の

効
果

が
⼗

分
に

発
揮

現
状

︓
野

菜
不

⾜
⾷

塩
過

剰
et
c.

⾷
⽣

活
の

適
正

化
に

資
す

る
技

術
開

発

機
能

性
の

エ
ビデ

ンス
取

得

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

統
括

官
（

⽣
産

技
術

）
室

（
03

-3
50

2-
25

49
）

（
３

）
健

康
寿

命
延

伸
に

向
け

た
⾷

品
・⾷

⽣
活

実
現

プ
ロ

ジ
ェク

ト

※
公

設
試

・⼤
学

を含
む

。
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①
植

物
遺

伝
資

源
の

収
集

・保
存

・提
供

の
促

進
【継

続
】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

○
我

が
国

の
農

業
の

国
際

競
争

⼒
の

強
化

及
び

国
産

農
産

物
の

安
定

供
給

に
資

す
る

新
品

種
を

開
発

す
る

た
め

に
は

、育
種

素
材

とな
る

多
様

な
遺

伝
資

源
の

確
保

が
不

可
⽋

。
○

しか
し、

諸
外

国
の

遺
伝

資
源

に
対

す
る

権
利

意
識

が
⾼

ま
り、

海
外

遺
伝

資
源

を
導

⼊
す

る
こと

が
困

難
に

な
りつ

つ
あ

る
。ま

た
、我

が
国

の
気

候
⾵

⼟
に

適
した

貴
重

な
育

種
素

材
で

あ
る

国
内

在
来

品
種

に
つ

い
て

は
、農

業
従

事
者

の
⾼

齢
化

や
減

少
とと

も
に

失
わ

れ
つ

つ
あ

り、
それ

らの
適

切
な

収
集

・保
存

が
喫

緊
の

課
題

。
○

この
た

め
、国

内
外

の
遺

伝
資

源
の

収
集

・保
存

等
を

⾏
うと

とも
に

、遺
伝

資
源

情
報

の
統

合
的

な
管

理
を

可
能

とす
る

ネ
ット

ワ
ー

ク（
PG

R
Ja

pa
n）

を
構

築
。

＜
政

策
⽬

標
＞

○
ア

ジ
ア

地
域

等
の

未
探

索
遺

伝
資

源
を

３
千

点
以

上
収

集
・保

存
［

令
和

７
年

度
ま

で
］

○
耐

病
性

や
機

能
性

等
の

有
⽤

形
質

を
組

み
込

ん
だ

中
間

⺟
本

等
を

５
点

以
上

育
成

す
る

［
令

和
７

年
度

まで
］

○
PG

R
Ja

pa
nの

構
築

を
通

じて
遺

伝
資

源
の

保
存

点
数

を
３

万
点

以
上

増
加

す
る

⾒
通

しを
⽴

て
る

［
令

和
７

年
度

ま
で

］

＜
事

業
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
事

業
の

内
容

＞

１
．

海
外

植
物

遺
伝

資
源

の
ア

ク
セ

ス
強

化
○

海
外

遺
伝

資
源

の
収

集
・保

存
及

び
有

⽤
特

性
の

評
価

等
を

実
施

す
る

⼆
国

間
共

同
研

究
を

推
進

。
○

⽇
本

へ
導

⼊
で

き
な

い
有

⽤
な

海
外

遺
伝

資
源

を
対

象
に

、現
地

で
共

同
研

究
に

よ
り

⽇
本

品
種

との
交

雑
を

実
施

し、
そ

の
有

⽤
特

性
を

中
間

⺟
本

等
とし

て
⽇

本
に

導
⼊

す
る

た
め

の
環

境
を整

備
。

２
．

⽇
本

植
物

遺
伝

資
源

ネ
ット

ワ
ー

ク
（

PG
R

Ja
pa

n）
の

構
築

公
的

研
究

機
関

等
が

管
理

す
る

国
内

在
来

品
種

を
含

む
我

が
国

の
遺

伝
資

源
を

ワ
ン

ス
トッ

プ
で

検
索

で
き

る
統

合
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

整
備

す
る

等
、オ

ー
ル

ジ
ャパ

ンで
多

様
な

遺
伝

資
源

を
収

集
・保

存
・提

供
す

る
体

制
を

強
化

。

＜
事

業
の

流
れ

＞

国
⺠

間
団

体
等

※

委
託

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
ア

グ
リバ

イ
オ

研
究

研
究

期
間

︓
令

和
４

年
度

〜
令

和
７

年
度

令
和

６
年

度
予

算
額

︓
63

（
70

）
百

万
円

⽇
本

植
物

遺
伝

資
源

ネ
ット

ワ
ー

ク
（

PG
R 

Ja
pa

n）

探
索

・収
集

・育
成

遺
伝

資
源

導
⼊

⼆
国

間
共

同
研

究
派

遣

導
⼊

した
遺

伝
資

源
の

全
ゲ

ノム
配

列
や

育
種

ビッ
グ

デ
ー

タを
活

⽤
し、

産
学

官
が

連
携

して
これ

ま
で

に
な

い
優

れ
た

新
品

種
を

開
発

す
る

こと
で

、我
が

国
の

農
業

の
国

際
競

争
⼒

を
強

化

国
内

外
の

遺
伝

資
源

を
収

集
・保

存
・提

供
す

る
体

制
を

強
化

（
４

）
次

世
代

育
種

・健
康

増
進

プ
ロ

ジ
ェク

ト

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

企
画

課
（

03
-3

50
1-

46
09

）
※

公
設

試
・⼤

学
を含

む
。
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農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
研

究
期

間
︓

令
和

４
年

度
〜

令
和

６
年

度
令

和
６

年
度

予
算

額
︓

36
（

10
7）

百
万

円
②
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
活
⽤
し
た
農
作
物
品
種
・
育
種
素
材
の
開
発
【
継
続
】

（
４

）
次

世
代

育
種

・健
康

増
進

プ
ロ

ジ
ェク

ト
ア

グ
リバ

イ
オ

研
究

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

ゲ
ノム

編
集

技
術

は
品

種
改

良
の

ス
ピ

ー
ドを

速
め

た
り、

従
来

で
は

困
難

で
あ

った
品

種
を

開
発

で
き

る
た

め
、農

林
⽔

産
物

の
⽣

産
性

向
上

や
⾼

付
加

価
値

⾷
品

の
供

給
、輸

出
拡

⼤
等

に
向

け
た

育
種

技
術

の
⼀

つ
とし

て
期

待
され

て
い

ます
。

⼀
⽅

で
、ゲ

ノム
編

集
技

術
は

⽐
較

的
新

しい
技

術
で

あ
り、

不
安

に
感

じる
⽅

も
い

る
た

め
、安

⼼
して

ゲ
ノム

編
集

農
作

物
の

利
益

を享
受

で
きる

よ
う、

オ
フタ

ー
ゲ

ット
変

異
の

発
⽣

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

関
す

る
知

⾒
を

集
積

す
る

とと
も

に
、外

来
遺

伝
⼦

が
除

去
さ

れ
た

か
どう

か
を

効
率

的
に

解
析

す
る

⽅
法

の
⾼

度
化

を
⾏

い
ま

す
。

＜
政

策
⽬

標
＞

・オ
フタ

ー
ゲ

ット
変

異
や

外
来

遺
伝

⼦
の

検
出

⽅
法

な
どに

関
す

る
知

⾒
の

集
積

＜
事

業
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
事

業
の

内
容

＞

1.
ゲ

ノム
編

集
酵

素
に

よ
る

オ
フタ

ー
ゲ

ット
変

異
の

発
⽣

メ
カ

ニ
ズ

ム
、頻

度
及

び
そ

の
除

去
に

関
す

る
知

⾒
を

集
積

しま
す

。

2.
外

来
遺

伝
⼦

を
導

⼊
した

ゲ
ノム

編
集

農
作

物
に

つ
い

て
、最

新
の

解
析

技
術

を
⽤

い
て

この
外

来
遺

伝
⼦

が
除

去
さ

れ
た

か
どう

か
を

効
率

的
に

解
析

す
る

⽅
法

を
⾼

度
化

しま
す

。

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

企
画

課
（

03
-3

50
2-

74
08

）

オ
フタ

ー
ゲ

ット
の

発
⽣

メカ
ニズ

ム
、頻

度
及

び
その

除
去

に
関

す
る

知
⾒

を
集

積
し、

外
来

遺
伝

⼦
が

除
去

され
た

か
どう

か
を

効
率

的
に

解
析

す
る

⽅
法

を
⾼

度
化

しま
す

国
⺠

間
団

体
等

※

委
託

＜
事

業
の

流
れ

＞

※
公

設
試

・
大

学
を
含

む
。

GA
BA

⾼
蓄

積
トマ

ト
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③
品

種
識

別
技

術
の

開
発

【継
続

】
研

究
期

間
︓

令
和

４
年

度
〜

令
和

６
年

度
令

和
６

年
度

予
算

額
︓

25
（

28
）

百
万

円

背
景
と
⽬
的

研
究
内
容

到
達
⽬
標

期
待
さ
れ
る
効
果

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
ア

グ
リバ

イ
オ

研
究


我

が
国

で
育

成
され

た
品

種
が

海
外

へ
流

出
し、

無
断

で
栽

培
され

る
事

例
が

発
⽣

す
る

中
、こ

の
よ

うな
農

産
物

の
輸

⼊
を

⽔
際

で
防

ぐこ
と等

に
よ

り、
育

成
者

権
の

侵
害

を
防

ぐこ
とが

必
要

。


しか
しな

が
ら、

品
種

の
識

別
に

は
専

⾨
的

な
設

備
や

多
くの

時
間

を
要

す
る

こと
か

ら、
⽔

際
や

現
場

で
の

効
果

的
・効

率
的

な
品

種
識

別
が

で
き

な
い

状
況

。


この
た

め
、⽔

際
等

で
簡

易
か

つ
迅

速
な

品
種

識
別

を
⾏

うた
め

の
基

盤
技

術
を

開
発

す
る

。

海
外

へ
の

流
出

が
問

題
とな

って
い

る
品

⽬
に

つ
い

て
、

・
レ

トロ
トラ

ンス
ポ

ゾ
ン※

を
⽤

い
た

⼿
法

等
を

活
⽤

し、
迅

速
に

品
種

識
別

が
で

き
る

基
盤

技
術

を
開

発
す

る
とと

も
に

・
⽔

際
等

で
活

⽤
で

き
る

よ
う、

簡
易

キ
ット

化
す

る
。

育
成

者
権

の
侵

害
を

簡
易

か
つ

迅
速

に
発

⾒
す

る
品

種
識

別
の

た
め

の
基

盤
技

術
の

開
発

。

我
が

国
で

育
成

され
た

品
種

の
海

外
へ

の
無

断
持

ち
出

しに
対

す
る

抑
⽌

⼒
。

海
外

に
お

い
て

無
断

で
⽣

産
され

た
品

種
の

⽔
際

で
の

輸
⼊

阻
⽌

。

育
成
者
権
侵
害
の

疑
い
が
あ
る
物
品
の
発
⾒

※
D

NA
因

⼦
の

⼀
種

。レ
トロ

トラ
ンス

ポ
ゾ

ンが
動

くこ
とで

作
られ

た
配

列
の

コピ
ー

は
品

種
に

よ
って

異
な

る
場

所
に

あ
る

た
め

、
当

該
部

位
の

箇
所

を
調

べ
る

こと
に

よ
り、

品
種

の
識

別
が

可
能

。

品
種
識
別
キ
ッ
ト
を
⽤
い
た

現
場
に
お
け
る
簡
易
か
つ
迅
速
な
品
種
識
別

品
種
識
別
の
た
め
の
基
盤
技
術
開
発

（
４

）
次

世
代

育
種

・健
康

増
進

プ
ロ

ジ
ェク

ト

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

企
画

課
（

03
-3

50
2-

74
36

）
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５
知

財
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト強
化

【継
続

】
【令

和
６

年
度

予
算

額
24

（
27

）
百

万
円

】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

我
が

国
農

業
の

国
際

競
争

⼒
の

向
上

等
に

向
け

て
、研

究
成

果
の

効
果

的
な

社
会

実
装

の
た

め
の

知
財

マ
ネ

ジ
メ

ン
トを

推
進

しま
す

。
＜

政
策

⽬
標

＞
○

知
財

専
⾨

家
に

よ
る

相
談

等
を

通
じて

、公
的

研
究

機
関

の
知

財
に

関
す

る
課

題
を

30
件

以
上

解
決

。

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

企
画

課
（

03
-3

50
2-

74
36

）

＜
事

業
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
事

業
の

内
容

＞

１
．

知
財

マ
ネ

ジ
メ

ン
トの

普
及

・啓
発

○
弁

護
⼠

等
の

知
財

専
⾨

家
に

よ
る

公
的

研
究

機
関

か
らの

相
談

対
応

を
⾏

い
、

公
的

研
究

機
関

の
知

財
に

関
す

る
課

題
を

解
決

しま
す

。
○

知
財

マ
ネ

ジ
メン

トの
推

進
に

向
け

、公
的

研
究

機
関

等
を

対
象

とし
た

セ
ミ

ナ
ー

等
を

実
施

しま
す

。

２
．

知
財

マ
ネ

ジ
メ

ン
トの

実
践

⽀
援

○
これ

ま
で

本
事

業
で

作
成

した
⼿

引
きや

動
画

等
の

ツー
ル

を
活

⽤
し、

知
財

戦
略

や
侵

害
対

応
マ

ニュ
ア

ル
を

策
定

す
る

な
ど、

知
財

マ
ネ

ジ
メ

ン
トの

実
践

に
取

り
組

も
うと

す
る

公
的

研
究

機
関

等
を

選
定

し、
重

点
的

に
⽀

援
を

⾏
い

ます
。

国
⺠

間
団

体
等

※

委
託

＜
事

業
の

流
れ

＞

知
財

マ
ネ

ジ
メ

ン
トの

普
及

・啓
発

知
財

専
⾨

家
に

よ
る

相
談

対
応

・
セ

ミナ
ー

の
実

施

我
が
国
の
国
際
競
争
⼒
の
向
上

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進

知
財

マ
ネ

ジ
メ

ン
トの

実
践

⽀
援

組
織

に
お

け
る

知
財

マ
ネ

ジ
メン

トの
向

上
知

財
マ

ネ
ジ

メン
ト強

化
に

か
か

る
具

体
的

な
ア

クシ
ョン

知
財

マ
ネ

ジ
メン

ト強
化

に
取

り組
む

公
設

試
等

へ
の

重
点

的
な

⽀
援

活
動

知
的

財
産

標
準

化

優
良

品
種

の
戦

略
的

な
普

及
知

財
戦

略
や

マ
ニュ

ア
ル

の
策

定

都
道

府
県

・公
設

試
な

ど

知
財

専
⾨

家

※
公

設
試

・
大

学
を
含

む
。
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＜
事

業
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
事

業
の

内
容

＞

【令
和

６
年

度
予

算
額

22
（

25
）

百
万

円
】

６
海

外
・異

分
野

動
向

調
査

【継
続

】
＜

対
策

の
ポ

イ
ン

ト＞
「⾷

料
・農

業
・農

村
基

本
計

画
」や

「み
どり

の
⾷

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
」に

基
づ

き
、先

端
技

術
の

み
な

らず
、様

々
な

課
題

に
対

応
した

研
究

開
発

を進
め

る
た

め
、海

外
・異

分
野

の
最

新
の

研
究

開
発

動
向

等
を

俯
瞰

的
に

調
査

す
る

とと
も

に
、市

場
動

向
、グ

ロー
バ

ル
ベ

ンチ
マー

ク等
の

調
査

を実
施

しま
す

。
この

調
査

結
果

を
「農

林
⽔

産
研

究
イノ

ベ
ー

シ
ョン

戦
略

」や
政

府
戦

略
等

に
反

映
す

る
こと

で
、「

⾷
料

安
全

保
障

強
化

政
策

⼤
綱

」に
基

づ
く各

種
施

策
の

実
⾏

、「
⾷

料
・農

業
・農

村
基

本
法

」改
正

の
検

討
⽅

向
を

踏
ま

え
た

対
応

等
を

着
実

に
進

め
、イ

ノベ
ー

シ
ョン

の
創

出
を

加
速

しま
す

。

＜
政

策
⽬

標
＞

我
が

国
に

適
⽤

可
能

な
海

外
・異

分
野

の
技

術
を

明
らか

に
し、

農
林

⽔
産

研
究

に
係

る
戦

略
等

を
策

定

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

企
画

課
（

03
-3

50
2-

74
08

）

○
国

が
選

定
し
た
分

野
に
つ
い
て
、

海
外

・
異

分
野

の
動

向
を
俯

瞰
的

に
調

査
。

農
林

水
産

研
究

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
等

に
反

映
し
、
み

ど
り
の

食
料

シ
ス
テ
ム
戦

略
の

実
現

に
向

け
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出

を
加

速
国

⺠
間

団
体

等
※

委
託

＜
事

業
の

流
れ

＞

○
農

林
⽔

産
業

の
振

興
に

重
要

な
技

術
の

最
新

の
研

究
開

発
の

動
向

、政
府

の
主

要
な

⽀
援

施
策

、
現

在
と将

来
の

市
場

規
模

等
、海

外
・異

分
野

の
動

向
等

を
俯

瞰
的

に
調

査
しま

す
。

○
市

場
性

、グ
ロー

バ
ル

ベ
ンチ

マ
ー

ク等
に

つ
い

て
深

堀
りし

て
調

査
を

⾏
い

、我
が

国
とし

て
取

り⼊
れ

る
こと

が
で

き
る

要
素

が
あ

る
か

追
求

しま
す

。

○
調

査
に

よ
って

得
られ

た
知

⾒
を

農
林

⽔
産

研
究

イノ
ベ

ー
シ

ョン
戦

略
20

25
等

に
反

映
し、

イノ
ベ

ー
シ

ョン
の

創
出

を
促

しま
す

。

研
究

開
発

動
向 市

場
性

市
場

規
模

支
援

施
策

○
市

場
性

、
グ
ロ
ー
バ
ル
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
等

に
つ
い
て
深

堀
り
し
て

調
査

を
行

い
、
我

が
国

と
し
て

取
り
入

れ
る
こ
と
が

で
き
る

要
素

が
あ
る
か

追
求

。

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進

※
公

設
試

・
大

学
を
含

む
。

グ
ロ
ー
バ

ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
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７
み

どり
の

⾷
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

実
現

の
た

め
の

ア
ウ

トリ
ー

チ
活

動
の

展
開

【継
続

】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

「み
どり

の
⾷

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
」の

実
現

に
不

可
⽋

な
ゲ

ノム
編

集
技

術
、R

NA
農

薬
、⽜

メタ
ン

発
⽣

抑
制

技
術

等
の

先
端

技
術

の
社

会
実

装
に

向
け

て
、専

⾨
家

と国
⺠

・関
係

業
界

との
サ

イ
エ

ン
ス

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

や
消

費
者

との
オ

ー
プ

ン
ラ

ボ
交

流
会

を
実

施
す

る
とと

も
に

、国
⺠

向
け

に
先

端
技

術
を

わ
か

りや
す

く伝
え

る
動

画
等

の
コン

テ
ン

ツ
を

作
成

し、
広

く国
⺠

に
情

報
発

信
しま

す
。

＜
政

策
⽬

標
＞

先
端

技
術

に
対

す
る

国
⺠

理
解

の
向

上
［

概
ね

80
％

以
上

］

＜
事

業
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
事

業
の

内
容

＞

１
.専

⾨
家

に
よ

る
国

⺠
・関

係
業

界
へ

の
ア

ウ
トリ

ー
チ

活
動

の
展

開
○

先
端

技
術

に
対

す
る

国
⺠

や
関

係
業

界
の

理
解

の
促

進
や

不
安

等
に

応
え

る
た

め
、研

究
者

等
の

専
⾨

家
か

ら
消

費
者

団
体

や
販

売
・流

通
業

者
、

⾷
品

製
造

加
⼯

業
者

、Ｚ
世

代
の

学
⽣

等
に

対
し

て
、先

端
技

術
を

わ
か

りや
す

い
⾔

葉
で

丁
寧

に
情

報
提

供
し

意
⾒

交
換

を
⾏

う、
双

⽅
向

の
サ

イ
エ

ン
ス

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

を
実

施
しま

す
。

○
消

費
者

との
オ

ー
プ

ン
ラ

ボ
交

流
会

を
⾏

い
、先

端
技

術
の

実
⽤

化
や

新
品

種
の

商
品

化
等

に
向

け
た

意
⾒

を
収

集
し情

報
発

信
しま

す
。

２
.国

⺠
向

け
コン

テ
ン

ツ
の

作
成

、情
報

発
信

等
○

国
⺠

に
先

端
技

術
を

わ
か

りや
す

く伝
え

る
解

説
動

画
や

リー
フレ

ット
等

の
コン

テ
ン

ツ
を

作
成

し、
情

報
発

信
しま

す
。

○
先

端
技

術
を

⽤
い

た
農

林
⽔

産
物

・⾷
品

の
市

場
性

等
を

調
査

・分
析

し
ま

す
。

＜
事

業
の

流
れ

＞

国
⺠

間
団

体
等

※
委

託

農
林

⽔
産

研
究

の
推

進
【令

和
６

年
度

予
算

額
18

（
19

）
百

万
円

】

［
お

問
合

せ
先

］
農

林
⽔

産
技

術
会

議
事

務
局

研
究

企
画

課
（

03
-3

50
2-

74
08

）

専
⾨

家

専
⾨

家
に

よ
る

国
⺠

・関
係

業
界

へ
の

ア
ウト

リー
チ

活
動

の
展

開

研
究

者
に

よ
る

先
端

技
術

や
研

究
施

設
の

紹
介

意
⾒

収
集

農
林

⽔
産

物
・⾷

品
の

市
場

性
等

の
調

査
・分

析

国
⺠

向
け

コン
テ

ンツ
の

作
成

、
情

報
発

信
等

国
⺠

向
け

先
端

技
術

の
解

説
動

画
・リ

ー
フレ

ット
等

の
作

成

【対
象

者
】

消
費

者
団

体
販

売
・流

通
、製

造
加

⼯
業

者
Ｚ

世
代

の
学

⽣
等

サ
イエ

ンス
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
オ

ー
プ

ンラ
ボ

交
流

会

情
報

発
信

情
報

発
信

・
ゲ

ノム
編

集
技

術
・

RN
A農

薬
・

⽜
メ

タ
ン

発
⽣

抑
制

技
術

等

情
報

発
信

※
公

設
試

・
大

学
を
含

む
。
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